し IFE 己 00 K 


補足情拓 


『取扱説明書』の補足情報でず。 

より詳しい使い方や、細かい設定を変更ずる方法などを説明していまず。 



参パソコンに添付の紙マニュアルもあわせてご覧ください。 
ただし、このほかにもマニュアルが添付されている場合がありまず。 


□ 『箱の中身を確認してください』 

添付の機器、マニュアルなどの 
一覧です。ご購入後、すぐに、 
添付品び揃っているか確認し 
て < ださい。 


□ 『取扱説明書』 


□ 『テレビ操作ガイド』 




奪) 

取巧説明呈 


■靖; 

感 

•可： 


阳帖 


使用上のごを意、パソコンを使 
うための準備、基本的な取り扱 
いち法、ご購入時の状態に戻す 
方法、お問い合わせち法などを 
説明しています。 




轉 

テレビ探作ガイド 

感 





Fufruu 


テレビの操作のしかたについて 
説明しています。 

(テレビチューナー搭載機種のみ） 


FUJITSU 
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本書をお読みになる前に 


本書の表記 


本書の内容は2010年9月現在のものです。 

■ 本で中での書き分けについて 

本書には、複数の機種の内容び含まれています。機種によっては、記載されてい 
る機能び搭載されていない場合びあります。また、機種により説明び異なる場合 
は、書さ分けています 0 

お使いの機種に機能び搭載されているかを「仕様確認表」 （^P.5) や、富±通製 
品情報ぺージ （http://www.fmwo「lclnet/) で確認して、機種にあった記載をお 
読みください。 

■ 安全にお使いいただくための給記号について 

このマニュアルでは、いろいろな絵表示を使っています。これは本製品を安全に 
正しくお使いいただき、あなたや他の人々に加えられるおそれのある危害や損害 
を、未然に防止するための目印となるちのです。その表示と意味は次のようになっ 
ています。内容をよくご理解のうえ、お読みください。 


A 危険 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人び死 t する可能性また 
は重傷を負うことびあり、その切迫の度合いび高いことを示しています。 

A 警告 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人び死 t する可能性また 
は重傷を負う可能性びあることを示しています。 

A 注意 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人び傷害を負う可能性び 
あること、物的損害び発生する可能性びあることを示しています。 


また、危害や損害の内容びどのようなわのかを示すために、上記の絵表示と同時 
に次の記号を使っています。 


A 

A で示した記号は、警告-注意を5なびす内容であることを告げるちので 
す。記号の中やその脇には、具体的な警告内容び示されています。 

0 

( S ) で示した記号は、してはいけない行為（禁止行為）であることを告げる 
ものです。記号の中やその脇には、具体的な禁止内容び示されています。 

〇 

•で示した記号は、必ず従っていただく内容であることを告げるちので 
す。記号の中やその脇には、具体的な指示内容び示されています。 


■ 危険ラベル/警告ラベル/ミ主意ラベル 

本製品には危険-警告-注意ラベルび貼ってあります。 

これらのラベルは、絶巧にはびしたり、巧したりしないでください。 

■ 本で中の記号 

本文中に記載されている記号には、次のような意味びあります。 


虔固 

お使いになるとさの注意点や、してはいけないことを記述していま 
す。必ずお読みください。 

を oint 

操作に関連することを記述しています。必要に応じてお読みくださ 
い。 


じ(降の手順び分かれることを表しています。 

D 

冊テのマニュアルを表しています。 

® 

CD や DVD などのディスクを表しています。 

— ► 

参照ページを表しています。 
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補足情報 


■ 丰一の表記と操作方法 

本文中のキーの表記は、キーボードに書かれているすべての文字を記述するのでは 
な<、説明に必要な文字を次のように記述しています。 

例：にが】キ ー 、に Piter 】 キー 、【一】 キーなど 

また、複数のキーを同時に押す場合には、次のように「+」でつないで表記してい 
ます。 

例： 【 Ctrl 】 + 【 F3 】 キー、に h げ t 】 + 【 t 】 キーなど 

■ 連続ずる操作の表記 

本文中の操作手順において、連続する操作手順を、 「►」 でつなげて記述しています。 
例： @ (スタート）をクリックし、「すべてのプ□グラム」をポイントし、「ア 
クセヴリ」をクリックする操作 

i 

@ (スタート） ► 「すべてのプ□グラム」 ► 「アクセサリ」の順にクリックし 
ます。 


■ 画面例およびイラストについて 

本文中の画面およびイラストは一例です。お使いの機種やモデルによって、実際 
に表示される画面やイラスト、およびファイル名などび異なることびあります。ま 
た、イラストは説明の都合上、本来接続されているケーブル類を省略しているこ 
とびあります。 


■ 製品の採び方 

本文中では、製品名称を次のように略して表記することびあります。 


製品名称 

このマニュアルでの表記 

Windows® 7 Ultimate 

64 ビット正規版 

Windows または Windows 7 または 
Windows 7 (64 ビット版）または 

Windows 7 Ultimate 

Windows® 7 Ultimate 

32 ビット正規版 

Windows または Windows 7 または 
Windows 7 (32 ビット版）または 

Windows 7 Ultimate 

Windows® 7 Professional 

64 ビット正規版 

Windows または Windows 7 または 
Windows 7 (64 ビット版）または 
Windows 7 Professional 

Windows® 7 Professional 

32 ビット正規版 

Windows または Windows 7 または 
Windows 7 (32 ビット版）または 
Windows 7 Professional 

Windows® 7 Home Premium 

64 ビット正規版 

Windows または Windows 7 または 
Windows 7 (64 ビット版）または 
Windows 7 Home Premium 

Windows® 7 Home Premium 

32 ビット正規版 

Windows または Windows 7 または 
Windows 7 (32 ビット版）または 
Windows 7 Home Premium 

Windows Vista® 

Windows または Windows Vista 

Windows® XP 

Windows または Windows XP 

Windows® Internet Explorer ⑥ 8 

Internet Explorer 8 または 

Internet Explorer 

Microsoft® Office Personal 2010 

Office 2010 または 

Office Personal 2010 
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補足情報 


製品名称 

このマニュアルでの表記 

Microsoft ® Office Home and 

Business 2010 

Office 2010または 

Office Home and Business 2010 

Microsoft ® Outlook ® 2010 

Outlook 2010 または 

Microsoft Outlook 2010 

Microsoft ® PowerPoint ® 2010 

PowerPoint 2010 または 

PowerPoint 

Windows Media ® Player 12 

Windows Media Player 

Windows ® Media Center 

Windows Media Center 

Corel ® WinDVD ® 

WinDVD 

Fujitsu Powe 「 DVD 9 3 D Player 

PowerDVD 

Blu-ray Disc ドライブ 

CD / DVD ド'ライブ 

スーパーマルチドライブ 

ExpressCarcl ™/34 モジュール 

ExpressCard 

ExpressCarcl ™/54 モジュール 


商標および著作権について 


Microsoft 、 Windows、Windows Vista、Windows Media、Internet Explorer 、 Outlook 、 
PowerPoint I ま、米国 Microsoft Corporation および/またはその関連会社の商標です。 
インテル、 Intel 、 インテル Core は、アメ U 力合衆国およびその他の国における Intel 
Corporation またはそのテ会社の商標または登録商標です。 

NVIDIA、GeForce は 、 NVIDIA Corporation の登録商標です。 

ATI™!、ATI Mobility Radeon™、ATI Radeon™、ATI HyperMemory™、ATI 
Catalyst ™ は 、 Advanced Micro Devices , Inc . の商標または、登録商標です。 

Corel 、 Corel の□コ'、 WinDVD は Corel C 日の日 ration およびその関連会社の商標または 
登録商標です。 

ExpressCard ™、 ExpressCard'M □コ、は 、 Personal Computer Memory Card 
International Association ( PCMCIA ) の商標で、實±通へライセンスされています。 
Manufactured under license from DTS Licensing Limited . DTS and the Symbol 
are registered trademarks , & DTS Surround Sensation | UltraPC and the DTS 
logos are trademark of DTS , Inc . Product includes software . © DTS , Inc . All 

Rights Reserved , s 雪。*^ ensati 。。 

Manufactured under license from DTS Licensing Limited . DTS and the Symbol 
are registered trademarks , & DTS Boost and the DTS logos are trademark of 

DTS , Inc . Product includes software . © DTS , Inc . All Rights Reserved . 

HDMI、HDMI ロゴ、および High-Definition Multimedia Interface は 、 HDMI Licensing 
LLC の商標または登録商標です。 

目 luet 日日 th ⑥は、目 luet 日日 th SIG の商標であり、弊社へライセンスされています。 
その他の各製品名は、各社の商標、または登録商標です。 

その他の各製品は、各社の著作物です。 


Copyright FUJITSU LIMITED 2010 
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補足情報 


仕様確認表 

このマニュアルの記載の中で、お使いの機種によってご確認いただく内容び異なる部分びあります。次の表や、0阳又扱説明書』の「仕様一覧」をご覧になり、該当箇所をご 
確認ください。 LH シリーズ（一 P .7)、 SH シリーズ（一 P .7)、 PH シ U - ズ（一 P .7) 


シリーズ名 

NH シリーズ 

AH シリーズ 

品名 

NH 900 /已巨 D 

AH700/5B 

AH 已 70/ 曰巨 M 

AH 曰已 0 /已巨 

AH 已已 0/3 巨 T 

AH 己 30/3 巨 

AH520/BN 

NH900/BND 

AH700/BN 

AH 已 70 /巨 NM 

AH 已已 0/ 巨 N 

AH 已已 0/ 巨 NT 

AH 已 30/1 巨 

フラットポイント 

タイプ] 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

- 

タイプ2 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

• 

スク□ールパッド 

- 

• 

• 

• 

• 

- 

- 

指紋センサー 

• 

• 

- 

- 

- 

- 

- 

クつフイツク • 

アクセラレーター 

タイプ] 

- 

• 

• 

• 

• 

• 

- 

タイプ2 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

• 

タイプ3 

• 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

タッチスクェア 

• 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

DTS 

• 

• 

• 

• 

• 

- 

- 

ジェスチャーコント□ール 

• 

• 

• 

• 

• 

- 

- 

Sense YOU Technology 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

- 


タイプ] 

- 

- 

- 

- 

- 

• 

▲ 

無線 LAN 

タイプ2 

• 

• 

• 

• 

• 

- 

- 


タイプ3 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

Bluetooth ワイヤレステクノ□ジー 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

ワイヤレススイッチ 

• 

• 

• 

• 

• 

- 

▲ほ] 

省電カユーティ U ティ 

- 

• 

- 

- 

- 

• 

- 


•:搭載、▲:搭載（カスタムメイドモデルは機能を選択した場合に搭載)、一:非搭載 
注：カスタムメイドモデルで無線 LAN を選択した場合に搭載 
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補足情報 


シリーズ名 

NH シリーズ 

AH シリーズ 

品名 

NH 900/已巨 D 

NH 900 /BND 

AH 700/已巨 

AH 700 /BN 

AH 已70/已巨 M 

AH 已70/巨 NM 

AH 已已0/已巨 

AH 550 /BN 

AH 已已0/3巨 T 

AH 曰已0/巨 NT 

AH 已30/3巨 

AH 曰30/1巨 

AH 已20/巨 N 

テレビチューナー 

• 

- 

• 

- 

• 

- 

- 

HDD 加速度センサー 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

電源オフ USB 充電 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

HDMI 出力端子 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

eSATA 

• 

- 

- 

- 

- 

- 

- 


•:搭載、▲:搭載（カスタムメイドモデルは機能を選択した場合に搭載)、一:非搭載 
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補足情報 


シリーズ名 

LH シリーズ 

SH シリーズ 

PH シリーズ 

品名 

LH 700/3 B 

l_H 已20/3巨 

SH 760/ 已巨 

SH 760 /BN 

SH 已60/3巨 

SH 已60/巨 N 

PH 770/3 巨 

PH 770 /BN 

フラットポイント 

タイプ] 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

- 

- 

タイプ2 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

• 

• 

スク□ールパッド 

- 

- 

• 

• 

• 

• 

- 

- 

指紋センサー 

- 

- 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

グラフィック • 

アクセラレーター 

タイプ] 

• 

- 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

タイプ2 

- 

• 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

タイプ3 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

タッチスクェア 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

DTS 

- 

- 

• 

• 

• 

• 

- 

- 

ジェスチヤーコント□-ル 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

Sense YOU Technology 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

- 

- 

無線 LAN 

タイプ] 

- 

• 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

タイプ2 

• 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

タイプ3 

- 

- 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

Bluetooth ワイヤレステクノ□ジー 

- 

- 

- 

▲ 

- 

- 

• 

▲ 

ワイヤレススイッチ 

• 

- 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

省電カユーティ U ティ 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

テレビチューナー 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

HDD 加速度センサー 

- 

- 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

電源オフ USB 充電 

- 

- 

• 

• 

• 

• 

- 

- 

HDMI 出力端子 

• 

- 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

eSATA 

• 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 


•:搭載、^:搭載（カスタムメイドモデルは機能を選択した場合に搭載)、一:非搭載 





フラットポイントの使い方 


フラットポイントは、指先の操作でマウスポインターを動かすことのできる便利な 
ポインティングデバイスです。指紋センサーを使って画面をスク□ールすることも 
でさます（指紋センサー搭載機種のみ） （^ P .13)。 

フラットポイントの基本操作については、。『取扱説明書』一「取り扱い」一「フ 
ラットポイント」をご覧ください。 

お使いの機種によって使い方や設定方法び異なります。 

なお、お使いの機種に搭載されているフラットポイントの種類は、「仕様確認表」 
P .5) でご確認いただけます。 

& フラットポイントびタイプ]の場合卜 P .8) 

© フラットポイントびタイプ2の場合（一 P .11) 


フラットポイントびタイプ1の場合 


「コント□ールパネル」の「マウス」で設定することで、フラットポイントをさらに 
便利に使えるようになります。 

■ 1本指でのスク□ール 

フラットポイントの操作面のち端や下端をなぞると画面やウィンドウのスク□ール 
び行えます D 

参上下にスク □ ールしたい場合 

フラットポイントの操作面のち端を上下になぞります。 



• 左ちにスク□ールしたい場合 

フラットポイントの操作面の下端を左ちになぞります。 



1. フラットポイント 
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補足情報 


■ジェスチャー機能 

フラットポイントの操作面で、次のような操作を行うことびでをます。 

• ChiralMotion (カイラルモーシ ヨン） スク□—ル 

1本指でのスク□ールをした後に、そのままフラットポイントの操作面から指を 
離さずに、フラットポイント内を時計回りや反時計回りになぞると、指を動かし 
ている間、ウインドウ内のスク□ールび続きます。 

上方向にスク□ールし続ける場合 



下方向にスク□ールし続ける場合 



ち方向にスク □ ールし続ける場合 



左方向にスク □ ールし続ける場合 



参つまみズーム 

フラットポイントの操作面で、2本の指でつまんだりひらいたりする動作をします。 
つまむ操作をすると画像やウインドウ内の画面び縮ル表示され、ひらく操作をす 
ると拡大表示されます。 



• 回転 

フラットポイントの操作面の左端に指を置さ、そこから時計回りまたは反時計回 
りに円を描くようになぞります。 

なぞった方向に画像を90度単位で回転させることびでさます。 



• Momentum (モーメンタム） 

フラットポイントの操作面をすばやくなぞると、しばらくの間、なぞった方向に 
ポインターび動さます。 



• 2 本指で弾< 

フラットポイントの操作面に2本の指を置さ、すばやく横にはらいます。ちには 
らうと、次の画像を表示したり 、 Internet Explorer などの「進む」と同様の動 
きをしたりします。左にはらうと、前の画像を表示したり 、 Internet Explorer 
などの「戻る」と同様の動さをしたりします。うまく反応しない場合は、2本の 
指を少し離して操作してください。 



1. フラットポイント 
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おち 
:^クロ-ル 
つまみ 了''-し 
回む 

ボイ: V テイ: V ヴ 
ポた: V 
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了7听-シむ保作 



この[プロパティ！ウィンドウでは、ボインティンヴミバイス* 
をま:を占ス9了イブできます。占ス9了イブ可能なおおにアウセ n 
スするには、ちの：^ニューツ IJ 一を巧用します。このおおに P 
は、 たみ、 オブジェクト、 アフリクーシヨンを货作するための1 U 
本巧でのボインティンヴおよびスウロールオフシヨンと、ち叔 
の巧での巧ホがをまれます。 

[プロバティ1ウィン F ウを巧用する 

おおの説明とをま:のィージを去をするには、 えこ王ー ツ IJ 一で 
おおをウ IJ ッウします。一巧のおおにはをま:がち叔のィージにわ 
たる場をがあります。す K ての 巧过 イー ジを去をするには、おお ^ 


補足情報 

■ 各機能を使えるように設定ずる 

1本指でのスク□ール機能やジェスチャー機能は、「コント□ールパネル」の「マウ 
ス」で設定します 

^^oint 

► ソフトウェアによっては、1本指でのスク□ール機能やジェスチャー機旨 g 
び使えない場合びあります。 

1 @ (スタート）►ロント□-ルパネル」 ^「 A - ドウェアとサウンド」の 
) 頃にクリックし、「デバイスとプリンター」の「マウス」をクリックし 
まず。 

「マウスのプ□パティ」ウィンドウび表示されます。 

2 「マウスのプ□パティ」ウィンドウの「デバイス設定」タブ ►「 設定」を 
クリックしまず。 

「デバイス設定」ウィンドウび開さます。 

y デバイス設ま ： Synaptics Touch Pad V7.2 : PS/2 * 。 - 卜 3 

r - アイテムの還巧 - 


于つ * ル h を） 


WWW 占 yn a ドに S jcom 


キい : vb ル 


ぷ用邮 


回''回'''^回'回'回'臣 


1. フラットポイント 


各設定項目に「ビデオを見る」びある場合は、クリックすると、各機能の操作 
方法を動画で見ることびでをます。 

•1 本指でのスク□ール 

「デバイス設定」ウィンドウ左の「スク□ール」 ►「] 本指でのスク□ール」 
をク U ックし、「垂直スク□ールを使用する」や「水平スク□ールを使用す 
る」の「を R にして「適用」をクリックします。 

• ChiralMotion (カイラルモーシ ヨン） スク□—ル 

「デバイス設定」ウィンドウ左の「スク□ール」 ►「] 本指でのスク□ール」 
をクリックし、 「 ChiralMotion スク□-ル」の「を序にして「適用」をク 
U ックします。 

参つまみ ズーム 

「デバイス設定」ウィンドウ左の「つまみズーム」をクリックし、「つまみ 
ズームを有効にする」の厂を!^にして「適用」をクリックします。 


参回転 

「デバイス設定」ウィンドウ左の個転」をクリックし、 「 Chira 旧 otate を 
有効にする」の「を^にして「適用」をクリックします。 

参 Momentum (モーメンタム） 

「デバイス設定」ウィンドウ左の「ポインティング 」 ►「Momentum (モー 
メンタム)」をクリックし 、 「Momentum (モーメンタム）を使用する」の 
厂を FM こして「適用」をクリックします。 

•2 本指で弾く 

「デノ（イス設定」ウィンドウ左の「アプリケーシヨン操作」 ►に 本指で弾く」 
をクリックし、「2本指で弾く行為を有効にする」の「をにして「適用」 
をク U ックします。 
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補足情報 

フラットポィントびタィプ2の場合 

「コント□ールパネル」の「マウス」で設定することで、フラットポイントをさらに 
便利に使えるようになります。 

■ジェスチャー機能 

♦上下にスク□ール 

フラットポイントの操作面のち端を上下になぞります。 



• 左ちにスク □ ール 

フラットポイントの操作面の下端を左ちになぞります。 



• ヴークルスク□ール 

フラットポイントの操作面を時計回りや反時計回りになぞることで、画面をスク 
□ールします。 



• ズーム 

フラットポイントの操作面の左端に置いた指を上下に動かすことで、ブラウヴー 
の表示のけ広大」「縮小」を行います。 



• イナーシャルモーション 

フラットポイントの操作面をすばやくなぞると、しばらくの間、なぞった方向に 
マウスポインターび動さます。 



■ 7ルチタッチジェスチャー 

• フリックナビゲーシヨン 

フラットポイントの操作面に2本の指を置さ、すばやく横にはらいます。ちには 
らうと、次の画像を表示したり 、 Internet Explorer などの「進む」と同様の動 
きをしたりします。左にはらうと、前の画像を表示したり 、 Internet Explorer 
などの「戻る」と同様の動きをしたりします。 



• ピンチ ズーム 

フラットポイントの操作面で、2本の指でつまんだりひらいたりする動作をします。 
つまむ操作をすると画像やウィンドウ内の画面び縮小表示され、ひらく操作をす 
ると拡大表示されます。 



1. フラットポイント 
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補足情報 


• ピボッ ト□-テーシヨン 

フラットポイントの操作面に2本の指を置さ、2本の指のうち]本を支点にし 
て、時計回り、または反時計回りに孤を描くようになぞると、なぞった方向に画 
像などを90度単位で回転させることびでさます。 



■ 各機能を使えるように設定ずる 

ジェスチャー機能、およびマルチタッチジェスチャー機能は、「コント□ールパネ 
ル」の「マウス」で設定します。 

^^oint 

► ソフトウェアによっては、ジェスチャー機能、およびマルチタッチジェ 
スチヤー機能び使えない場合びあります。 


□ジェスチヤー機能を設定ずる 

1 @ (スタート） ►「 コント□-ルパネル」 ►「/、ー ドウェアとサウンド」の 
) 頃にクリックし、「デバイスとプリンター」の「マウス」をクリックし 
まず。 

「マウスのプ□パティ」ウィンドウび表示されます。 

2 「マウスのプ□パテイ」ウインドウで「ジェスチヤー」タブをクリック 
しまず。 



(これ！; I 降の画面は機種や状況により異なります） 

3 使いたいジェスチャー機能の左側にある□をクリックして固にし、「適 
用」をクリックしまず。 

上下左ちにスク□ールする機能は、「スク□ール機能を使う」にチェックを入 
れ、ヴークルスク□ールやズーム機能は、さらに「サークルスク□ール」、「ズー 
ム」にもチェックを入れてください。 


1. フラットポイント 
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補足情報 

□マルチタッチジェスチャー機能を設定ずる 

1 ©(スター ト） ►「 コント□-ルパネル」 ►「/、ー ドウェアとサウンド」の 
) 頃にクリックし、「デバイスとプリンター」の「マウス」をクリックし 
まず。 

「マウスのプ□パティ」ウィンドウび表示されます。 

2 「マウスのプ□パテイ」ウインドウで「マルチタッチジェスチヤー」夕 
ブをクリックしまず。 



3 使いたいマルチタッチジエスチヤー機能の左側にある回をクリックし 
て图にし、「適用」をクリックします。 


指紋センヴーを使ったスク□ール 

指紋センサー搭載機種のみ 

指紋センサーを使って、画面をスク□ールすることびでさます。 

(fp)oint 

► お使いになるソフトウエアによっては、指紋センサーを使った画面のス 
ク□ールびでさない場合びあります。 

► 次の機種は、指紋センサーを使ったスク□ールを行うと、指紋センサー 
の LED び青色に点なします。 

• NH シリーズ 

• AH 700 シ U - ズ 

► 指紋センサーを使ったユーヴー切り替え機能を有効にすると、指紋セン 
ヴーのスク□ール機能び無効になります。 

指紋センサーを使ったユーヴー切り替え機能については、0阳ス扱説明 
書』一「取り扱い」一「指紋センサー」をご覧ください。 


1. フラットポイント 
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補足情報 

■ スク □ ールずる 

1 スク□ールしたい領域（ウインドウの中）をクリックしまず。 


2 指紋センサー上で指先をスライドしまず。 

ウィンドウの中の表示び指をスライドさせた方向にスク□ールします。 

続けて画面をスク□ールするには、いったん指を離してから繰り返し指をスラ 
イドします。画面を大さくスク□ールさせる場合には、指をスライドした後、 
センサーの上にしばらく止めておくとスク□ールび自動的に繰り返されます。 


画面の上ち向にスク□ール： 

指を向こう側にスライドさせます 



画面の左方向にスク □ ール： 

指を左ち向にスライドさせます 


画面のちち向にスク□ール： 

指をち方向にスライドさせます 

画面の下ち向にスク□ール： 

指を手前にスライドさせます 


(イラストは機種や状況により異なります) 


■ スク□ールの速さを調節ずる 

指紋センサーを使ったスク□ールの速さは、次の手順で変更することびでさます。 


1 @ (スタート） ►「 コント□-ルパネル」の順にクリックしまず。 

「コント□ールパネル」ウインドウび表示されます。 

2 画面ち上の「カテゴリ」をクリックし、「大きいアイコン」をクリック 
しまず。 



(これ！; I 降の画面は機種や状況により異なります） 

「すべてのコント□ールパネル項目」ウインドウび表示されます。 

3 ® TmePrint をクリックしまず。 

「 TruePrint 」 ウインドウび表示されます。 


1. フラットポイント 
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補足情報 

4 「ナビゲーシヨン設定」タブの「スク□ールモード」の©がをになつ 
ていることを確認しまず。 

「ナビゲーシヨン設定」タブの「使用しない」をみにすると、指紋センサーを 
使ったスク□ールびでさなくなります。 



5 「スク□ール速度」の」を左ちにドラッグして、スク□ール速度を調節 
しまず。 



ここを左ちにドラッグして、 
スライドさせます 


6 「0K」 をクリックします。 

「 TruePrint 」 ウインドウび閉じて、スク□-ル速度の設定び変更されます。 

7 「その他のオプション」ウインドウの^をクリックしまず。 


1. フラットポイント 
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補足情報 

その他の設定 


■左きき用に設定ずる 

@ (スタート） ►「コント □-ルパネル」 ►「八ードウ エアとサウンド」の「マウス」 
をクリックすると表示される「マウスのプ□パティ」画面の、「ボタン」タブの設定 
画面から変更することびでさます。 

■ マウスポインターの速度を変える 

@ (スタート） ►「コント □-ルパネル」 ►「八ードウ エアとサウンド」の「マウス」 
をクリックすると表示される「マウスのプ□パティ」画面の、「ポインターオプシヨ 
ン」タブの設定画面から変更することびでさます。 

■ フラットポイントのタッチの感度を変更ずる 

□フラットポイントがタイプ1の場合 

1 @ (スタート） ►「 コント□-ルパネル」ドウエアとサウンド」の 
「マウス」をクリックしまず。 

「マウスのプ□パティ」画面び表示されます。 


2 「デバイス設定」タブの rSynaptics TouchPadJ を選択し、「設定」 
をクリックしまず。 



(画面は機種や状況により異なります） 

「マウスのプ□パティ」画面び表示されます。 

3 「ポインティング」の左にある 「+」►「 感鼠の左にある「+」の順にダ 
ブルクリックします。 

4 「タッチ感度」をクリックして、タッチ感度の設定を変更します。 

スライターを「軽く」側に動かすとタッチ感度び上がり、「重く」側に動かす 
とタッチ感度び下びります。 

5 「0 K 」 をクリックします。 


1. フラットポイント 
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補足情報 

□フラットポイントがタイプ2の場合 

1 ©(スター ト） ►「 コント□-ルパネル」 ►「/、ー ドウエアとサウンド」の 
「マウス」をクリックしまず。 

「マウスのプ□パティ」画面び表示されます。 

2 「タッピング」タブの「タッチ感度の設定」をクリックし、スライダー 
を動かして設定を変更しまず。 

スライダーを「高く」側に動かすとタッチ感度び上びり、「低く」側に動かす 
とタッチ感度び下びります。 

3 「0 K 」 をクリックしまず。 

■ シングルクリックとダブルクリックの設定を変更ずる 

@ (スタート） ►「コン ト□ールパネル」 ►「デスク トップのカスタマイズ」 ►「フ オル 
ダーオプション」の順にクリックし、「全般」タブの「ク U ック方法」で設定を変更 
することびでさます。 


フラッ トポイントの有効/無効の切り替え 

ここでは、 US 目マウスを接続したときのフラットポイント、およびスク□ールパッ 
ド（スク□ールパッド搭載機種のみ）の動作を設定する方法について説明していま 
す。 

な Oint 

► ご購入時の状態では、パソコンに USB マウスを接続しても、 USB マウ 
スとフラットポイント、およびスク□ールパッド（スク□ールパッド搭 
載機種のみ）とを同時に使用することびできます。 

フラットポイントの有効/無効を切り替える 


パソコンに USB マウスを接続したとさのフラットポイントの動作を変更したい場 
合は、次のように設定してください。 

^^oint 

► ご購入時の状態では、に n 】 + [ F 4] キーを押して、フラットポイント 
の有効/無効を切り替えることちでさます。 

キーを押すたびに、フラットポイントの有効と無効び切り替わります。 
有効の場合は 「Internal pointing clevice:EnableJ s 無効の場合は 
「Internal pointing clevice:DisableJ と表示されます。 


► フラットポイントを無効にする場合は、必ず US 目マウスを接続してく 
ださい。 


1. フラットポイント 
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補足情報 

1 @ (スタート） ►「 コント□-ルパネル」 ►「/、ー ドウエアとサウンド」 
► r デバイスとプリンター」の「マウス」の順にクリックしまず。 

「マウスのプ□パティ」ウィンドウび表示されます。 

2 次の操作を巧ってください。 

•フラットポイントがタイプ1の場合 

「デバイス設定」タブをクリックします。 

USB マウスを接続したときにフラットポイントを無効にする場合は、 
「 USB マウス接続時に内蔵ポインティングデバイスを無効にする。」をク 
リックして P にし、「日 K 」 をクリックします。 



(画面は機種や状況により異なります) 


1. フラットポイント 


•フラットポイントびタイプ2の場合 

「 US 目マウス接続時の動作」タブをクリックします。 

「自動的にタッチパッドを無効にする」をクリックしてをにし、「日 K 」 を 
クリックします。 



(画面は機種や状況により異なります) 
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補足情報 


スク□ールパッドの有効/無効を切り替える 
(スク□ールパッド搭載機種のみ） 


1 @ (スタート） ►「 コント□-ルパネル」ドウエアとサウンド」 
► r デバイスとプリンター」の「マウス」の順にクリックしまず。 

2 rSynaptics Scroll Pad 」 を選択し、「無効」をクリックしまず。 

スク□ールパッドを有効にする場合は、「有効」をク U ックします。 

み >oint 

► 「デバイス設定」タブで l"Synaptics Scroll Pad 」 を選択し、「設赴 
で設定を変更することで、スク□ールパッドをさらに便利に使えるよう 
になります。 


1. フラットポイント 
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2. デイスプレイ 


解像度と発色数についての注意 

パソコンの画面は、パソコン本体の液晶ディスプレイの他に、パソコン本体に接続 

した外部ディスプレイや、デジタルテレビ （ HDMI 出力端子搭載機種のみ）にも表 

示することがでをます。 

ディスプレイにパソコンの画面を表示するときは、次の点にま意してください。 

♦ソフトウェアによっては、解像度および発色数の設定により、正常に動作しない 
ことびあります。ソフトウェアの動作環境を確認し、解像度および発色数を変更 
してください。 

• 外部ディスプレイやデジタルテレビで表示できる解像嵐よ、ディスプレイによって 
異なります。外部ディスプレイやデジタルテレビのマニュアルでご確認ください。 

• プラグアンドプレイに対応している外部ディスプレイやデジタルテレビの場合、 
最大解像度は、液晶ディスプレイまたは接続したディスプレイの、どちらかの最 
大解像度のルさい方に設定されます。 

♦同時表示を選択した場合、外部ディスプレイやデジタルテレビの画面は、液晶 
ディスプレイの画面と同一の解像度になります。 

• 解像度を切り替えるとさなどに、一時的に表示画面び乱れることびありますび、 
故障ではありません。 

• 同時表示時に、外部ディスプレイやデジタルテレビの画面び正しく表示されない 
ことびあります。 

• 解像度と発色数は、「外部ディスプレイやデジタルテレビに表示でさる解像度と 
発色数」（一 P .24) の表の組み合わせ外には設定しないでください。 

•画面の解像度や発色数、およびリフレッシュレートを変更するとさは、起動中の 
ソフトウェアや常駐しているプ□グラムを終了させてください。また、変更後は 
必ずパソコンを再起動してください。 


HDMI 出力端子のある機種は、次の点に注意してください。 

•パソコンの液晶ディスプレイ、外部ディスプレイ、およびデジタルテレビなどの 
3つのディスプレイでの同時表示はでさません。 

• HDMI 出力端子で出力した場合、出力先のデジタルテレビでは画面の端び一部欠 
けることびあります。 

タッチスクェア搭載機種は、次の点に注意してください。 

♦パソコンの液晶ディスプレイ、外部ディスプレイ、およびデジタルテレビやタッ 
チスクェアなどの3つのディスプレイでの同時表示はでをません。 

「タッチスクェア（搭載機種のみ)」一「タッチスクェアと外部ディスプレイ」 

(一 P .53) もあわせてご確認ください。 


2. ディスプレイ 
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補足情報 

液晶ディスプレイに表示できる解像度と発 
色数 


液晶ディスプレイに表示でさる解像度と発色数は、次の表になります。 

■ NH シリーズの場合 


解像度（ピクセル） 

^ 色!数 [ 汪 1] じ王 2] 

High Color (1 6ビット） 

True Color (3S ビット） 

800 X 600 

〇 

〇 

1024 X 768 

〇 

〇 

1280 X 1024 

〇 

〇 

1920 X 1080 

〇 

参 


注]: 〇は表示可能。•はご購入時の設定です。 


注2 : High Color …約6万5千色 

True Color •••約 ] 677万色（擬似的に色を表示するデイヴ U ング機能を 
利用） 


■ AH シリーズ、 LH シリーズ、 SH シリーズの場合 


解像度（ピクセル） 

発な数[を U 旧 2 ] 

High Color (1 目ビット） 

True Color (32 ビット） 

800 X 600 

〇 

〇 

1024 X 768 

〇 

〇 

1366 X 768 

〇 

参 


注]: 〇は表示可能。•はご購入時の設定です。 


注2 : High Color …約6万日千色 

True Color •••約 ] 677万色（擬似的に色を表示するデイヴリング機能を 
利用） 


■ PH シリーズの場台 


解像度（ピクセル） 

^ 色 ! 数 [ 汪 1] じ王 2 ] 

High Color (1 目ビット） 

True Color (32 ビット） 

800 X 600 

〇 

〇 

1024 X 768 

〇 

〇 

1280 X 800 

〇 

参 


注]: 〇は表示可能。•はご購入時の設定です。 


注2 : High Color …約6万日千色 

True Color •••約 ] 677万色（擬似的に色を表示するデイヴリング機能を 
利用） 


2. ディスプレイ 
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補足情報 


外部ディスプレイやデジタルテレビを奪続 I 

外部ディスプレイやデジタルテレビを接続するとできること 

パソコン本体に外部ディスプレイやデジタルテレビを接続することで、次のことび 
でをます。 

♦ 表示するディスプレイを切り替える。 

♦ 2 つのディスプレイに同時に表示する。 

♦ 2 つのディスプレイで]つのデスクトップを表示する（マルチモニター機能)。 

ここでは、外部ディスプレイやデジタルテレビを接続する手順について説明してい 
ふ 9 〇 



► 目 lu-「ay Disc の映像について ( Blu-ray Disc ドライブ搭載機種のみ） 
Blu-ray Disc の映働よ、外部ディスプレイコネクタに接続した外部ディ 
スプレイには表示させることはでさません。 


お要なものを用意する 


• 外部ディスプレイやデジタルテレビ 

外部ディスプレイやデジタルテレビによって接続するコネクタや接続方法び異 
なります。必ず外部ディスプレイやデジタルテレビのマニュアルちご覧くださ 
い。 

•外部ディスプレイコネクタ 

CRT ディスプレイや液晶ディスプレイを接続することびでさます。 

- HDMI 出力端子 ( HDMI 出力端子搭載機種のみ） 

デジタルテレビや液晶ディスプレイで HDMI 対応のものを接続することびでさ 
ふ 〇 

• ケーブル 

外部ディスプレイやデジタルテレビとパソコンを接続するケーブルです。 

-外部ディスプレイコネクタの接続：ディスプレイケーブル 
- HDMI 出力端子の接続： HDMI ケーブル ( HDMI 出力端子搭載機種のみ） 

• 外部ディスプレイやデジタルテレビのマニュアル 
外部ディスプレイやデジタルテレビにより接続方法び異なります。必ず外部ディ 
スプレイやデジタルテレビのマニュアルもご覧ください。 


2. ディスプレイ 
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補足情報 


外部ディスプレイやデジタルテレビを接続する 

デジタルテレビの接続は、 HDMI 出力端子搭載機種のみ 

/ K 警告 

^ ♦ 外部ディスプレイやデジタルテレビの接続/取り外しを行う場合は、 

^ 必ずパソコン本体の電源を切り、 AC アダプタを取り外してください。 

感電の原因となります。 

1 パソコン本体の電源を切り、 AC アダプタを取り外しまず。 

2 パソコン本体にケーブルを接続しまず。 

次のケーブ j レで接続します。 

-外部ディスプレイコネクタの接続：ディスプレイケーブル 
- HDMI 出力端子の接続： HDMI ケーブル 

ケーブルを接続する場所については、0阳又扱説明書』一「各部の名称と働さ」 
をご覧ください。 

3 外部ディスプレイやデジタルテレビにケーブルのもう一方のコネクタ 
を接続します。 

接続方法は、外部ディスプレイやデジタルテレビのマニュアルをご覧くださ 
い。 

4 外部ディスプレイやデジタルテレビの電源ケーブルを接続して、電源 
を入れまず。 

5 パソコン本体に AC アダプタを取り付け、電源を入れます。 

必要に応じて、表示するディスプレイを切り替えます。 


外部ディスプレイやデジタルテレビ接続後、「新しい八ードウエアの追加ウィヴー 
ド」ウィンドウび表示された場合は、次のように対応してください。 

♦ 外部ディスプレイやデジタルテレビに CD - ROM などで必要なファイルび添付さ 
れていることびあります。この場合は、添付のマニュアルをご覧になり、必要な 
ファイルをインス I -ールしてください。 

^^oint 

► 外部ディスプレイやデジタルテレビを接続後、接続したディスプレイの 
みに表示する設定にしていても、接続するディスプレイによっては、パ 
ソコン本体の液晶ディスプレイと接続したディスプレイの両方に画面 
び表示されることびあります。必要に応じて、表示するディスプレイを 
切り替えてください。 

► 液晶ディスプレイや接続した外部ディスプレイやデジタルテレビに、パ 
ソコンの画面を表示するとさの画面の解像度や発色数については、「解 
像度と発色数についての注意」（一 P .20) をご覧ください。 

► デジタルテレビの表示を調整する （ HDMI 出力端子搭載機種のみ） 
パソコンの画面びデジタ j レテレビに正しく表示されない場合、デジタル 
テレビ側の表示領域設定を変更することで、最適な表示に切り換わるこ 
とびあります。デジタルテレビのマニュアルをご覧になり、設定を変更 
してください。 

デジタルテレビ側で設定を変更でさなかったり、設定を変更してわ画面 
の端び欠けて表示されてしまったりする場合などは、次の手順で「テレ 
ビ出カユーティ U ティ」で設定を変更してください。 

1. @ (スタート） ►「すべての プ□グラム」 ►「テレビ 出カユーティリ 
ティ」 ►「テレビ 出カユーティリティ」の順にクリックします。 

テレビ出カユーティリティび起動します。 

2. 「かんたん設定を開始」をクリックします。 

お使いのデジタルテレビび「かんたん設定」に対応していない場合 
は、「設定びありませんでした」という画面び表示されます。この 
場合は「次へ」をクリックし、画面の指示に従って手動設定してく 
ださい。 


2. ディスプレイ 
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補足情報 


3. 「かんたん設定（解像度※-大ささ)」で設定したい値の©をク U ッ 
クしてをにし、「次へ」をクリックします。 

「かんたん設定（解像度※-大ささ)」に表示される項目は、お使い 
のテレビにより異なります。 


垣テレビ出カユーテイリテイ-表ミ領域設をウイザード 




掉棉されたテレビのたのの設定を「かんたん a ち」のやから遇巧してください。 



かんたん設定(賠愤度;^ - 巧きさ） 

白姑で設定する場合は、キ旣で設定し 


©設ミ 1 (1920 X 1080 -100) 

てください。 


1: を 設ミ 2 (1360 X 768 -100) 

©手旣で記ちする（邮 


〇設定3 (1280 X 720 - 95) 





I <戻るの) fi [ 、かかい I ) I 单サシたル I 


一覧に設定したい値び表示されない場合は、「手動で設定する」の 
©をクリックしてをにし、画面の指示に従って手動設定してくだ 
さい。 

4. 画面の指示に従って操作し、設定を完了して<ださい。 

テレビのマニュアルもご覧になり、設定してください。 


外部ディスプレイやデジタルテレビに表示 
でさる解像度と発色数 

■ 外部ディスプレイコネクタに接続したディスプレイの場合 

接続した外部ディスプレイびサポートしている次の解像度を表示でさます。 

外部ディスプレイびこの解像度をサポートしているかどうかは、お使いの外部デイ 
スプレイのマニュアルをご覧ください。 


解像度（ピクセル） 

発を数じ王 1] じ王 2 ] 

High Color (1 目ビット） 

True Color (32 ビット） 

800 X 600 

〇 

〇 

1024 X 768 

〇 

〇 

1280 X 720 [汪 3] 

〇 

〇 

1280 X 768 [汪 3] 

〇 

〇 

1280 X 800 [迂引 

〇 

〇 

1280 X 1024 

〇 

〇 

1360 X 768 [汪 3] 

〇 

〇 

1400 X 1050駐 3] 

〇 

〇 

1440 X 900 [迂 3] 

〇 

〇 

1600 X 900 [迂 3] 

〇 

〇 

1600 X 1200 

〇 

〇 

1680 X ]〇日〇駐 3] 

〇 

〇 

1920 X 1080駐 3] 

〇 

〇 

1920 X 1200駐 3] 

〇 

〇 


注]: 〇は表示可旨 g 。 ただし外部ディスプレイの解像度より大さい解像度の場合は 
表示でさません。 

注2 : High Color …約6万日千色 True Color •••約] 677万色 

注3:外部ディスプレイの解像度と同じ場合、表示でをます。 
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補足情報 


■ HDMI 出力端子に接続したデジタルテレビやディスプレイの場合 
( HDMI 出力端子搭載機種のみ） 

接続したデジタルテレビやディスプレイびサポートしている次の解像度を表示でを 
ます。 

デジタルテレビやディスプレイびこの解像度をサポートしているかどうかは、お使 
いのデジタルテレビやディスプレイのマニュアルをご覧ください。 


解像度 

(ピクセル） 

発を数じ王 1] じ王 2 ] 

出力方式とリフレッシュレート [; 王 3 ] 

High 

Color 

(16 

ビット） 

True 

Color 

(32 

ビット） 

72 Op 
(750 p ) 

108 Oi 

(1 1250 

108 Op 
(1 12己 P) 

1280 X 720 

〇 

〇 

59 Hz / 

60 Hz 

プ□グレッ 
シブ 

- 

- 

1360 X 768 

〇 

〇 

- 

- 

- 

1920 X 1080 

〇 

〇 

- 

29 Hz / 

30 Hz 

インター 

レース 

59 Hz / 

60 Hz 

プ□グレッ 
シブ 


注]: 〇は表示可能。ただし接続したデジタルテレビやディスプレイの解像度より 
大さい解像度の場合は表示でさません。 

注2 : High Color ••-約6万5千色 True Color •••約] 677万色 

注3 : HDMI 出力端子から出力でさる映像信号 


■ 液晶ディスプレイと外部ディスプレイの同時表示の場台 



液晶ディスプレイと外部ディスプレイに同時に表示する場合は、表示するディスプ 
レイを次のように設定してください。 

• 液晶 X ィスプレイ 

主ディスプレイ（またはプライマリデバイス）：内蔵ディスプレイ（またはノー 
トブック、 Notebook ) 

• 外部ディスプレイ 

2番目のディスプレイ（またはセカンダリデバイス）： PC モニター（または PC 
モニタ） 

お使いのパソコンの液晶ディスプレイの解像度は、「液晶ディスプレイに表示できる 
解像度と発色数」(- P .21) をご確認ください。 

外部ディスプレイの解像度は、外部ディスプレイのマニュアルにてご確認ください。 


2. ディスプレイ 
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補足情報 


液晶ディスプレイの解像度下であり、かつお使いの外部ディスプレイびサポート 
している次の解像度を表示でをます。 


解像度（ピクセル） 

発 g 数 [ミ王 1 ] [迂 2] 

High Color (16 ビット） 

True Color (32 ビット） 

800 X 600 

〇 

〇 

1024 X 768 

〇 

〇 

1280 X 800 [汪 3] 

〇 

〇 

1280 X 1024 

〇 

〇 

1360 X 768 [汪引 

〇 

〇 

1440 X 900 [汪 3] 

〇 

〇 

1600 X 900 [汪 3] 

〇 

〇 

1600 X 1200 

〇 

〇 

1680 X 1050 [を 3] 

〇 

〇 

1920 X 1080 [を 3] 

〇 

〇 


注]: 〇は表示可能。ただし液晶ディスプレイおよび外部ディスプレイの解像度よ 
り大さい解像度の場合は表示でをません。 

注2 : High Color ••-約6万日千色 

True Color •••約 ] 677万色（液晶ディスプレイは擬似的に色を表示する 
ディヴリング機能を利用） 

注3:外部ディスプレイの解像度と同じ場合、表示でさます。 


■ 液晶ディスプレイとデジタルテレビの同時表示の場合 
( HDMI 出力端子搭載機種のみ） 



液晶ディスプレイとデジタルテレビに同時に表示する場合は、表示するディスプレ 
イを次のように設定してください。 

• 液晶 X ィスプレイ 

主ディスプレイ（またはプライマリデバイス）：内蔵ディスプレイ（またはノー 
トブック、 Notebook ) 

• デジタルテレビ 

2番目のディスプレイ（またはセカンダリデバイス）：デジタルテレビ 
接続したデジタルテレビびサポートしている次の解像度を表示でをます。 


解像度（ピクセル） 

発色数[ま 1 ] [ま 2 ] 

High Color (1 目ビット） 

True Color (32 ビット） 

1280 X 720 

〇 

〇 


注]:〇は表示可能 
注2 : High Color …約6万日千色 

True Color •••約 ] 677万色（液晶ディスプレイは擬似的に色を表示する 
デイヴ U ング機能を利用） 


2. ディスプレイ 
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補足情報 

■ マルチモニターの場合 



マルチモニター機能をお使いになるときは、表示するディスプレイを次のように設 
定してください。 

• 液晶ディスプレイ 

主ディスプレイ（またはプライマリデバイス）：内蔵ディスプレイ（またはノー 
トブック、 Notebook) 

• 外部ディスプレイやデジタルテレビ 

2番目のディスプレイ（またはセカンダリデバイス）： PC モニター（または PC 
モニタ、デジタルテレビ） 

「液晶ディスプレイの場合」、「外部ディスプレイコネクタに接続したディスプレイの 
場合」、 「HDMI 出力端子に接続したデジタルテレビやディスプレイの場合」に表示 
でさるそれぞれの解像度で表示でさます。 


画面の解像度や発色数 の変更 

ここでは、ディスプレイにパソコンの画面を表示するとさの、画面の解像度や発色 
数を変更する方法について説明しています。 



► 設定変更時の画面表示の乱れについて 

解像度や発色数を変更するとさに一時的に画面表示び乱れることびあ 
りますび、故障ではありません。 

► 設定変更時のご注意（テレビチューナー搭載機種のみ） 

テレビを見ているときや録画中は、解像度や発色数の設定を変更しない 
で < ださい。 

1 デスクトップの何もないところをちクリックし、表示されるメニュー 
か5、 r 画面の解像度」をクリックしまず。 



(これ Lii 降の画面は機種や状況により異なります） 
「画面の解像度」ウィンドウび表示されます。 
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補足情報 

2 解像度を変更しまず。 

「解像度」の3をクリックし、表示される画面で解像度を選択します。 



解像度の変更 
〇をドラッグしま 
す。 


接続した外部ディスプレイやデジタルテレビの解像度を変更したい場合は、 
「ディスプレイ表示の変更」でディスプレイを選んでから設定してください。 
設定可能な解像度は外部ディスプレイやデジタルテレビのマニュアルをご覧 
ください。 

3 「適用」をクリックします。 

設定を確認するウィンドウび表示されたら、「変更を維持する」をク U ックし 
ふ 〇 

発色数を変更しない場合は手順7へ進みます。 

4 「画面の解像度」ウィンドウで「詳細設定」をクリックし、表示された 
ウインドウで「モニター」タブをクリックします。 


5 発色数を変更しまず。 

「色」の3をク U ックし、表示されるメニューから発色数を変更します。 



U フレッシュレート 
の変更 

3をク U ックして選 
びます。 

発色数の変更 
3をク U ックして発 
色数を選びます。 


リフレッシュレートもここで変更できます。 

6 「適用」をクリックしまず。 

設定を確認するウインドウび表示されたら、「はい」をクリックします。 

7 「0 K 」 をクリックしまず。 


2. ディスプレイ 
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補足情報 

表示するディスプの切り替え 

このパソコンに外部ディスプレイやデジタルテレビなどを接続した場合に、表示す 
るディスプレイを切り替えることがでをます。 

ここでは、切り替え方法について説明しています。 



^^oint 

► 外部ディスプレイコネクタに接続した場合、 [Fujitsu Display Manager] 
を起動して、表示するディスプレイを切り替えることわでさます。 


ディスプレイの表示について 


ディスプレイの表示は、次のように切り替えることびでさます。 

• 1つのディスプレイで表示する 

-パソコン本体の液晶ディスプレイ 
-接続した外部ディスプレイ 

-接続したデジタルテレビ (HDMI 出力端子搭載機種のみ） 

♦ 2 つのディスプレイで同時に表巧する 

-パソコン本体の液晶ディスプレイと、接続した外部ディスプレイ 
•パソコン本体の液晶ディスプレイと、接続したデジタルテレビ （HDMI 出力端 
テ搭載機種のみ） 

♦ 2つのディスプレイで1つのデスクトップを表示ずる 



2つのディスプレイで]つのデスクトップを表示する方法については、「マルチ 
モニター機能を使う」（一 P.36) をご覧ください。 



► 動画再生中に、表示するディスプレイを切り替えないで<ださい。 

► Blu-ray Disc (Blu-ray Disc ドライブ搭載機種のみ）の映像は、パソ〕 
ンの液晶ディスプレイおよび HDMI 出力端子に接続したデジタルテレビ 
やディスプレイにのみ表示できます (HDMI 出力端子搭載機種のみ)。 

► テレビを見ているとさや録画中は、表示するディスプレイを切り替えな 
いでください（テレビチューナー搭載機種のみ)。 
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^^oint 

► HDMI 出力端子に接続したデジタルテレビやディスプレイには、 BIOS 
セットアップの画面を表示することはでさません (HDMI 出力端子搭載 
機種のみ)。 

► Windows び起動すると、表示されるディスプレイは、前回 Windows で 
使用していた状態になります。 

ただし、外部ディスプレイび接続されていない場合や、プラグアンドプ 
レイに対応していないディスプレイび接続されている場合は、液晶ディ 
スプレイのみの表示になります。 

► お使いのテレビによってはテレビの解像度び液晶ディスプレイよりも 
低いため、鮮明に表示でをない場合びあります。 


r 画面の設定 J で切り替える 


お使いの機種によって設定方法び異なります。お使いの機種に搭載されているグラ 
フィック.アクセラ レーターは、「仕様確認表」（一 P.5) でご確認いただけます。 

& ■タイプ]のグラフィック•アクセラレーター搭載機種の場合（一 P.31) 

© ■タイプ 2 のグラフィック-アクセラレーター搭載機種の場合 （一 P.32) 
©■タイプ 3 のグラフィック-アクセラレーター搭載機種の場合（一 P.34) 

^^oint 

► 外部ディスプレイによって対応している解像度や走査周波数び異なる 
ため、正常に表示されないことびあります。状況に応じて次の操作を 
行ってください D 
-何ち表示されない場合 

何ち操作しないでお待ちください。]0秒ぐらい待つと、表示先び液晶 
ディスプレイに戻ります。表示先び液晶ディスプレイに戻らないとさ 
は、 【Fn】 + 【F10】 キーを押して、表示先を切り替えてください。 

-正常に表示されない場合 

外部ディスプレイのマニュアルで外部ディスプレイび対応している 
解像度や走査周波数を確認し、設定を変更してください。 


► 2 つのディスプレイで同時に表示する場合、 DVD-VIDE 日や Blu-ray 
Disc (Blu-ray Disc ドライブ搭載機種のみ）などの著作権保護を有す 
るコンテンツを再生することはできません。 


2. ディスプレイ 
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補足情報 

■ タイプ1のグラフィック-アクセラレーター搭載機種の場合 

1 デスクトップの何もないところをちクリックし、表示されるメニュー 
から、 「グラフィックプ□パティ」をクリックしまず。 

「インテル®グラフィック/メディアコント□ール•パネル」ウィンドウび表 
示されます。 

2 「ディスプレイ」の一覧で「マルチディスプレイ」をクリックしまず。 
3 表示ずるディスプレイを選択しまず。 


•1 つのディスプレイで表示する場合 

「動作モード」の 〇 をクリックして「シングルディスプレイ」を選択し、 
「主ディスプレイ」のをクリックして表示するディスプレイを選択しま 
す。 



2. 



(画面は機種や状況により異なります) 


(f^oint 

► 2つのディスプレイで同時に表示する場合、主ディスプレイと2番目の 
ディスプレイの設定は次のようにしてください。 

-液晶ディスプレイと外部ディスプレイの場合 
-主ディスプレイ：内蔵ディスプレイ 

- 2番目のディスプレイ： PC モニター 

- 液晶ディスプレイとデジタルテレビの場合 
-主ディスプレイ：内蔵ディスプレイ 

- 2番目のディスプレイ：デジタルテレビ 

► 主ディスプレイ、2番目のディスプレイの解像度やリフレッシュレート 
などの詳細な設定は、左の一覧の「ディスプレイ設定」をクリックして 
表示される設定項目から変更することびでさます。 
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補足情報 

4 「適用」をクリックしディスプレイを切り替えまず。 

5 「0 K 」 をクリックし、ずべてのウィンドウを閉じまず。 

■ タイプ2のグラフィック-アクセラレーター搭載機種の場を 

1 @ (スタート）►「ずべてのプ□グラム 」 ►「Catalyst Control Center 」 
の順にクリックしまず。 

2 「 CCC 」 をクリックします。 

「ATI Catalyst ™ Control Center へようこそ」び表示されます。 

「ATI Catalyst ™ Control Center へようこそ」び表示されない場合は、「表 
示」を「基本表示」に設定してください。 

3 「使用の選択」の「基本[簡単設定ウィザードとクイック設定]」を選 
択し、「次へ」をクリックしまず。 



(これ iU 降の画面は機種や状況により異なります) 


4 「簡単設定ウィザード」で「ディスプレイ設定を設定しまず」が表示さ 
れていることを確認し、「移動ずる」をクリックしまず。 



「利用可能なディスプレイデバイス」び表示されます。 

5 表示ずるディスプレイを選択しまず。 

•1 つのディスプレイで表示する場合 

「メインディスプレイを選択」で表示するディスプレイを選択、「セカンド 
ディスプレイを選択」で「なし」を選択し、「次へ」をクリックします。 
「使用の選択」には、現在接続されているディスプレイの選択肢のみび表示 
されます。 



2. ディスプレイ 
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補足情報 


• 2 つのディスプレイで同時に表示ずる場合 

「メインディスプレイを選択」と「セカンドディスプレイを選択」で表示す 
るディスプレイをそれぞれ選択し、「次へ」をク U ックします。 

「使用の選択」には、現在接続されているディスプレイの選択肢のみび表示 
されます。 



^^oint 

► ディスプレイデバイス名は、それぞれ次のディスプレイを示します。 

-「ノートブックパネル」：このパソコンの液晶ディスプレイ 
-「アナ□グモニター」：外部ディスプレイコネクタに接続したディスプ 
レイ 

- 「 DTV 」 ： HDMI 出力端子に接続したデジタルテレビ 

► メインディスプレイとセカンドディスプレイの設定は次のようにして 
ください。 

-液晶ディスプレイと外部ディスプレイの場合 
-メインディスプレイを選択：ノートブックパネル 
-セカンドディスプレイを選択：アナ□グモニター 
-液晶ディスプレイとデジタルテレビの場合 
-メインディスプレイを選択：ノートブックパネル 
-セカンドディスプレイを選択 ： DTV 


6 「デスクトップモードの選択」で「複製」を選択し、「次へ」をクリッ 
クしまず。 

「ディスプレイマネージャー通知」び表示される場合は、「はい」をクリックし 
ます。 



7 「デスクトップエリア」で三 I をクリックして任意の解像度を選択し、 r 完 
了」をクリックしまず。 

「ディスプレイマネージャー通知」び表示される場合は、「はい」をクリックし 
ます。 



8 「終了」をクリックしまず。 

9 @ (スタート) ► lisinifea がぉ4 ■> il の 阿 ► 「再起動」の順にクリックしまず。 

Windows び再起動します。再起動することにより、設定した内容び有効にな 
ります。 


2. ディスプレイ 
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補足情報 


■ タイプ3のグラフィック-アクセラレーター搭載機種の場台 

タッチスクェア搭載機種は、「タッチスクェア（搭載機種のみ）」一「タッチスクェ 
アと外部ディスプレイ」（一 P .53) もあわせてご確認ください。 

1 デスクトップの何もないところをちクリックし、表示されるメニュー 
から、 「 NVIDIA コント□ールパネル」をクリックしまず。 

「 NVIDIA コント□ールパネル」ウィンドウび表示されます。 

2 左の一覧か5 r 複数のディスプレイの設定」をクリックしまず。 

3 表示ずるディスプレイを選択しまず。 

•1 つのディスプレイで表示する場合 

表示するディスプレイの左の□を回にします。 



(これ!; I 降の画面は機種や状況により異なります） 

タッチスクェアにも表示したい場合は、タッチスクェアのディスプレイの 
左の曰を固にします。 


2. 


•接続した外部ディスプレイで同時に表示ずる場合 

表示する2つのディスプレイの左の□を回にします。 































































補足情報 


ディスプレイ上でちクリックし、表示されるメニューから「ディスプレイ 
を複製する（〇〇〇をプライマリク□ーンとして使用）」（〇〇〇は複製す 
る先のディスプレイの名称）をクリックします。 


因 NVIDIA コント□-ルパネル 
フアイ jKF ) 巧集 (E) 表示が）プ□フイール (P) ディスプレイ (D》 〜レブが) 


3 3D 設定 

i- プレヒュ-によるイタ-ジ設定の調袋 
I ...犯設定の管理 

； LphysX の設定 
b ピデオ 

ヒテオカラー i さちの調楚 
ヒテオイタ-ジ設ミの調お 


稱巧度のを更 

!... デスウトップカラ'-設定の調楚 
デスウトップのサイズと位虽の調整 
ティスブレイの邸ミ 

巧ま^ isreiaggn 周 


lOgn 巧数のディスプレイの設定 



^^oint 

► 2つのディスプレイで同時に表示する場合、メインのディスプレイは、 
「NVIDIA Default Flat Panel 」 にしてください。 

4 「適用」をクリックし、ディスプレイを切り替えます。 

デスクトップの変更を確認するメッセージび表示されます。 

5 「はい」をクリックします。 

必要に応じて左の一覧から「解像度の変更」をクリックし、解像度を調整して 
ください。 

6 ずべてのウインドウを閉じまず。 


キーボードで切り替える 


キーボードで表示する画面を切り替えるには、次の2通りの方法びあります。 

• [ Fn ] + 【 F 10】 キーを押す 

タッチスクェア搭載機種の場合は、「タッチスクェア（搭載機種のみ)」一「表示 
するディスプレイの組み合わせ」（一 P .53) をご覧ください。 

2つのキーを押すごとに、「外部ディスプレイ表示^液晶ディスプレイと外部ディ 
スプレイの同時表示^液晶ディスプレイ表示^外部ディスプレイ表示…」の順で 
ディスプレイ表示び切り替わります。 

マルチモニター機能を使用中は、 [ Fn ] + 【 F 10】 キーでディスプレイの表示を 
切り替えることびでさません。 

• 【©】 （ Windows ) +问キーを押す 


コシビューターのみ 

復製 

おお 

プロジェクターのみ 

夕 

夕 

mm 



2つのキーを押すごとに、「コンピューターのみ（液晶ディスプレイ表示）一複製 
(液晶ディスプレイと外部ディスプレイの同時表示）^お張（液晶ディスプレイと 
外部ディスプレイのマルチモニター表示）ープ□ジェクターのみ（外部ディスプ 
レイ表示）…」の順でディスプレイ表示方法を選ぶことびでさます。 

な oint 

► プラグアンドプレイに対応していない外部ディスプレイの場合、キー 
ボードで切り替えることはでさません。「「画面の設定」で切り替える」 
(一 P .30) をご覧ください。 


2. ディスプレイ 
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補足情報 


マルチモニター機能を使う 


このパソコンには、パソコンの液晶ディスプレイと接続したディスプレイを使用し 
て、2つのディスプレイで]つのデスクトップを表示できる「マルチモニター機能」 
びあります。 



■ マルチモニター機能をお使いになるうえでのま意 

• マルチモニター機能をお使いになる前に、使用中のソフトウェアを終了してくだ 
さい。 

• マルチモニター機能をお使いになるときは、パソコンの液晶ディスプレイを主 
ディスプレイ（プライマリデバイス）、接続したディスプレイを2番目のディス 
プレイ（セカンダリデバイス）に設定してください。 

• マルチモニター機能の使用中のご注意 

-マルチモニター機能を使用中は、キーボードでディスプレイの表示を切り替え 
ることはでさません。 

•2 つのディスプレイにまたびるウィンドウびある場合は、表示するディスプレ 
イの設定を変更しないで < ださい。 

• 2番目のディスプレイ（セカンダリデバイス）のみに表示されているソフトウェ 
アを起動中に、2番目のディスプレイ（セカンダリデバイス）の使用を終了し 
ないでください。ソフトウェアおよび Windows の動作び不安定になり、デー 
夕び保存されないことびあります。 


♦主ディスプレイ（プライマ U デバイス）のみで表示されるちの 
-液晶ディスプレイの全画面表示 
•一部のスク U —ンセーバー 
-動画再生画面の全画面表示 
-アクセラレーター機能を使用しての動画再生画面 
•テレビ機能の映像（テレビチューナー搭載機種のみ） 

♦ 発色数についての注意 

•主ディスプレイ（プライマリデバイス）と2番目のディスプレイ（セカンダリ 
デバイス）で、別々の発色数を設定しないで<ださい。 

■ 7ルチモニター機能を設定ずる 

お使いの機種によつて設定方法び異なります。 

©□タイプ] のグラフィック-アクセラレーター搭載機種の場合（一 P .36) 

© □タイプ2のグラフィック-アクセラレーター搭載機種の場合（一 P .37) 

© □タイプ3のグラフィック-アクセラレーター搭載機種の場合（一 P .38) 

□タイプ1のグラフィック-アクセラレーター搭載機種の場合 

1 外部ディスプレイをパソコン本体にある外部ディスプレイコネクタに 
接続しまず。 

2 デスクトップの何もないところをちクリックし、表示されるメニュー 
から、 「グラフィックプ□パティ」をクリックしまず。 

「インテル®グラフィック/メディアコント□ール•パネル」ウインドウび表 
示されます。 


2. ディスプレイ 


36 





補足情報 


3 「ディスプレイ」の一覧で「マルチディスプレイ」をクリックし、「動 
作モード」の 〇 をクリックして「拡張デスクトップ」を選択しまず。 



(画面は機種や状況により異なります) 


4 「主ディスプレイ」が「内蔵ディスプレイ」、「2番目のディスプレイ」 
が 「 PC モニター」であることを確認しまず。 

設定び異なっている場合は 口を クリックして正しく設定してください。 

5 「適用」をクリックしディスプレイを切り替えまず。 

6 デスクトップの変更を確認するメッセージが表示された5 rOKJ をク 
リックし、ずべてのウィンドウを閉じまず。 

^^oint 

► 「主ディスプレイ」、「2番目のディスプレイ」の解像度やリフレッシュ 
レートなどの詳細な設定は、左の一覧の「ディスプレイ設定」をクリツ 
クして表示される設定項目から変更することびでさます。 


□タイプ2のグラフィック-アクセラレーター搭載機種の場合 

1 外部ディスプレイをパソコン本体にある外部ディスプレイコネクタに 
接続しまず。 

2 曾 （スタート）►「ずべてのプ□グラム 」 ►「Catalyst Control Center 」 
の順にクリックしまず。 

3 「 CCC 」 をクリックしまず。 

「ATI Catalyst ™ Control Center へようこそ」び表示されます。 

「ATI Catalyst ™ Control Center へようこそ」び表示されない場合は、「表 
示」を「基本表示」に設定してください D 

4 r 使用の選択」の「基本[簡単設定ウィザードとクイック設定]」を選 
択し、「次へ」をクリックしまず。 

5 「簡単設定ウィザード」で「ディスプレイ設定を設定します」び表示さ 
れていることを確認し、「移動ずる」をクリックしまず。 

6 表示ずるディスプレイを選択しまず。 

「メインディスプレイを選択」と「セカンドディスプレイを選択」で表示する 
ディスプレイをそれぞれ選択し、「次へ」をクリックします。 

「使用の選択」には、現在接続されているディスプレイの選択肢のみび表示さ 
れます。 


2. ディスプレイ 
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補足情報 


7 「デスクトップモードの選択」で「拡張デスクトップ」を選択し、「次 
へ」をクリックしまず。 

「ディスプレイマネージャー通知」び表示される場合は、「はい」をク U ックし 
ます。 



8 「デスクトップエリア」でこ]をクリックして任意の解像度を選択し、「次 
へ」をクリックします D 

「ディスプレイマネージャー通知」び表示される場合は、「はい」をク U ックし 
ます。 


9 「ディスプレイ構成」でデスクトップの表示ずる位置をミ夫めて、「完了」 
をクリックしまず。 

ディスプレイのイラストの配置により、「1」のディスプレイから「2」のディ 
スプレイへの移動方法び決定されます。イラストの位置をディスプレイの物理 
的な配置と対応させる必要はありません。 



_や。をし I _<戻る 巧）」 完了の」| 

10 「終了」をクリックしまず。 

□タイプ3のグラフィック-アクセラレーター搭載機種の場合 


口 な talyst™ Control Center - 


デスウ トゥ ブま示の単ーディスブ レイ 誌ち 

デスクトップ表示に巧装される設ミび事前に遇巧されています。 



i れ sfs の lS ィ t ス/レイでほ用するデスクトップエリア解を商を勃かれるか、また賊亂じれ]を如ツルな 


化のディスプレイ設定を調裝するには、陶単設君/ [クイッウ設定 1 ページの mm ポタンを如ッルます。 
デスクトップ1:巧ちの LCD デスウトップ之 



デスウトツプ王リア ： 

り 1366 x 7 朗 jJ ) 

でブレッシュに 一 F : 巧 rRz 

函面の色:最音 


柳をし 


デス々トツブ T リア： 

り 1024x7 说 jJ) 

"tJTV 、 み ュ ト [: cmiz 

画面の色:最高 

I <戻る巧） ( みへ ( N )>」 


1 外部ディスプレイをパソコン本体にある外部ディスプレイコネクタに 
接続しまず。 

2 デスクトップの何もないところをちクリックし、表示されるメニュー 
から、 「 NVIDIA コント□ールパネル」をクリックします。 

「 NVIDIA コント□ールパネル」ウィンドウび表示されます。 

3 左の一覧か5 r 複数のディスプレイの設定」をクリックします。 


2. ディスプレイ 
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補足情報 


4 接続した外部ディスプレイ上でちクリックし、表示されるメニューか 
5 「デスクトップをこのディスプレイに拡張ずる」をクリックしまず。 



(画面は機種や状況により異なります） 


5 「適用」をクリックしディスプレイを切り替えます。 

デスクトップの変更を確認するメッセージび表示されます。 

6 「はい」をクリックします。 

必要に応じて左の一覧から「解像度の変更」をクリックし、解像度を調整して 
ください。 

7 すべてのウインドウを閉じます。 


■ アダプターの 表/示位置を変更ずる 

ここでは使用する2つのアダプターの表示位置を変更する場合の手順について説明 
します。 

1 マルチモニター機能を設定しまず。 

2 デスクトップの何もないところをちクリックし、表示されるメニュー 
か5、 r 画面の解像度」をクリックしまず。 

「画面の解像度」ウィンドウび表示されます。 

3 ディスプレイのイラストを、表示ずる位置にドラッグしまず。 

ディスプレイのイラストの配置により、「1」のディスプレイから「2」のディ 
スプレイへの移動方法び決定されます。イラストの位置をディスプレイの物理 
的な配置と対応させる必要はありません。 

•マルチディスプレイ内を左ちに移動させたい場合 

「1」「2」と表示されたディスプレイを左ちに並べます。 



左ちに並べます。 


(画面は機種や状況により異なります) 


2. ディスプレイ 
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補足情報 


•マルチディスプレイ内を上下に移動させたい場合 

「1」「2」と表示されたディスプレイを縦に並べます。 


1 口に 回 ■IBan 


-[■ «ディスプレィ ► 画面のおな度 

ディスプレイ表示の蛮を 


，[— I [コント□-ルバみ1/¢が柔 



回 


L 巧化にし 1 


画 

し 

1 WWw 1 


デイスプレイの： 12. 

鮮賊脚 11024 X 768惟爱） ▼] 

向きの)： 


臣 


ををのディスプレイ化か示田 i 面を拡蛋ずる 
因これをメインディスプレイにする脚 

プ□ジエクターへの接捐 （または、みキーを巧しながら P を一巧に押ず） 
テキストやその他の巧目の入ささのをを 
どのデイスプレイ設定を巧がしまずか？ 


[ OK II キ f ン它 J レ I [ ] 


3 


(画面は機種や状況により異なります） 


4 「適用」をクリックしまず。 

分割したデスクトップを表示する位置び変更されます。 


上下に並べます。 


2. ディスプレイ 
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3 •タッチスクェア（搭載機種のみ) 


この章は、タッチスクェア搭載機種の方のみお読みください。 

タッチスクェアの使い方 


ここでは、タッチスクェアの各モードの使い方を説明しています。 

タッチスクェアの基本操作については、0『取扱説明書』一「取り扱い」一「タッチ 
スクェア」をご覧ください。 

スライド シヨーを 見る（フォトビ ューア ーモー ド） 

このパソコンに保存した画像をタッチスクェアに表示させて、スライドショーを楽 
しめます。画像を指で直接タッチしてスライドショーを操作することわでをます。 

1 な扇 ak (ベニユ ー)►「 フォトビューアーモード」の順に指で直接タッチ 
しまず。 

「フォトビューアーモード」び起動します 0 

2 操作ボタンを指で直接タッチしてスライドショーを操作しまず。 


操作ボタンび非表示になったとさは、画面を指で直接タッチすると操作ボタンび表 
示されます。また、操作ボタン表示中に操作ボタン外の画面を指で直接タッチす 
ると操作ボタンび非表示になります。 

a . 閉じるボタン 

フォトビューアーモードを終了します。 

b . ディスプレイ切替ボタン 

スライドシヨーで表示中の画像を液晶ディスプレイに表示します。 

液晶ディスプレイの表示を終了する場合は、次のいずれかの操作をしてくださ 
い。 

■タッチスクェアで「ディスプレイ切替ボタン」を指で直接タッチする。 

-タッチスクェアを指で直接タッチして、下方向にスライドさせる。 

-液晶ディスプレイで画像び表示されているウィン ドウの^ ボタンをクリッ 
クする。 

C. セッティングボタン 

フォトビューアーモードの設定をわいます。 

スライドショーに使用する画像の入ったフオルダーを指定したり、スライド 
ショーの切替時間を変更したりする場合に使用します。 



閉じるボタン 


ディスプレイ切替 
ボタン 

セッティングボタン 


送るボタン 
一時停止ボタン 
戻るボタン 


d . 送るボタン 

次の画像を表示します。 

e . 一時停止ボタン 

スライドショーを一時停止します。スライドショーの一時停止中は、スライド 
ショー再開ボタンになります。 

f . 戻るボタン 

前の画像を表示します。 


3. タッチスクェア（搭載機種のみ) 
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補足情報 


^^oint 

► 画像を指で直接タッチして、画像をスライドしたり、液晶ディスプレイ 
に大さく表示したりでさます。 

-画像を]枚ずつスライドする場合 
画像を指で直接タッチしてち（次へ）や左（前へ）にスライドさせます。 

-画像をまとめてスライドする場合 
画面に直接タッチした指を、一度左（前へ）にスライドさせてから、 
そのまま指を離さずにち（次へ）にスライドさせます。逆の動作をす 
ると前へスライドします。 



• 液晶ディスプレイに大さく表示する場合 
画像を指で直接タッチして上方向にスライドさせると、液晶ディスプ 
レイに大さく表示でさます。 

液晶ディスプレイに大さく表示した後に、下方向にスライドさせる 
と、大さく表示した画像び閉じます。 



液晶 X イスプレイ ；仪晶プ'イスプレイ 液晶プイスプレイ 



タッチスクェア タッチスクェア タッチスクェア 


3. タッチスクェア 


► スライドショーに使用する画像の指定方法 

1 . メニュ ー) ►「フ オトビューアーモード」の順に指で直接 
タッチします。 

2. タッチスクェアの画面ち下の13(セッティング）を指で直接タッ 
チします。 

3. 液晶ディスプレイの「フオトビューアー設定」ウィンドウで、 
G ] をクリックして、スライドショーに使用する画像び保管され 
ているフオルダーを指定します。 

(液晶ディスプレイの操作は、マウスまたはフラットポイントをお 
使いください） 


フブトビ ユーアー設を 


フオトむ-ア-の設定を行しなす。 


フオルタの場所を指ち 

_ ( \ 

C:¥Users¥Public¥Pictures¥Sample Pictures 



回サブフオルグを含む 
切を時問 


[1 分 


4. [ 0K ] をクリックします。 
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補足情報 

DVD 、 Blu-ray Disc を見る（コンパクト DVD モード) 


1 |2jj 西 

し、パソ 

ロンパク 


(メニユ ー) ►ロン パクト DVD モード」の順に指で直接タッチ 
パソコンに DVD 、 Blu-ray Disc をセットしまず。 

卜 DVD モード」び起動します。 


2 操作ボタンを指で直接タッチして DVD 、 Blu-ray Disc を操作しまず。 


操作ボタンび非表示になったとさは、画面を指で直接タッチすると操作ボタンび表 
示されます。また、操作ボタン表示中に操作ボタン外の画面を指で直接タッチす 
ると操作ボタンび非表示になります。 



a . コント □ ールパネル 


ボタン名称 

動作 

□ 

停止 

映像の再生を停止します。 

□ 

閉じる 

コンパクト DVD モードを終了します。 

□ 

再生 

映像を再生します。 

□ 

一時停止 

再生中の映像を一時停止します。 

□ 

巻さ戻し 

再生中の映像を巻さ戻します。 

□ 

早送り 

再生中の映像を早送りします。 

□ 

前へ 

前のチャプターに移動します。 

□ 

次へ 

次のチャプターに移動します。 


b . ディスプレイ切替ボタン 

-タッチスクェアに表示されている映像を液晶ディスプレイに切り替える場合 
液晶ディスプレイに切り替えた後のタッチスクェアは、自動的にミニリモコ 
ンモードになります。 

-液晶ディスプレイに表示されている映像をタッチスクェアに切り替える場合 
ミニリモコンモードのディスプレイ切替ボタンを押します。 

「 DVD 、 Blu-ray Disc を操作する（ミニリモコンモード)」（一 P .45) 

^%oint 

► 映像を指で直接タッチして、チャプター移動したり、液晶ディスプレイ 
に切り替えて表示したりでをます。 

. チャプター移動する場合 

映像を指で直接タッチして、ちにスライドすると次のチャプターに、 
左にスライドすると前のチャプターに移動します。 

-液晶ディスプレイに切り替える場合 
映像を指で直接タッチして、上にスライドするとタッチスクェアに表 
示されている映像を液晶ディスプレイに切り替えます。 


3. タッチスクェア（搭載機種のみ) 
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補足情報 

テレビを操作する(ミニリモコンモード) 


液晶ディスプレイで 「 Di 呂 itatVbox 」 を起動すると、タッチスクェアは自動的にミ 
ニリモコンモードになります。液晶ディスプレイでテレビの画面び一番手前になつ 
ているときに、テレビを操作することびできます。 


操作ボタンを指で直接タッチして、テレビを操作しまず。 


>[ ■選局」画面の場合 


I^HI 



. a . チヤンネルボタン 
■ b . 閉じるボタン 

■ C . 番組表ボタン 

d . 再生/操作ボタン 
選局ボタン 

e . スピーカー レベル 
モードボタン 

f . 放送切換ボタン 


a . チヤンネルボタン 

テレビのチャンネ j レを切り換えます。 

b . 閉じるボタン 

「 Di 呂 itatVbox 」 を終了し、ミニリモコンモードも終了します。 

C. 番組表ボタン 

放送中のテレビ番組の視聴中は番組表を表示し、録画したテレビ番組 
の再生中は、録画一覧を表示します。 

番組表は、ホームモードの | g | に指で直接タッチしても起動します。 

d . 再生/操作ボタン、選局ボタン（切り替え） 

テレビ番組の再生を操作する「再生/操作」と、チャンネルを変更す 
る「選局」の画面を切り替えます。 

6 . スピーカーレベルモードボタン 

スピーカーレベルモードび起動します。 

t 放送切換ボタン 

地上•目 S • CS 1 ]0度デジタル放送を切り換えます。 


• r 再生/操作」画面の場合 


g . コント□-ル 
パネル 



呂.コント□ールパネル 


ボタン名称 

動作 

□ 

再生 

テレビ番組を再生します。 

■ 

録画 

録画を開始します。 

□ 

一時停止 

テレビ番組の再生/録画を一時停止しま 
す。 

□ 

停止 

テレビ番組の再生を停止します。 

□ 

巻さ戻し 

テレビ番組の再生中に巻を戻します。 

□ 

早送り 

テレビ番組の再生中に早送りします。 

□ 

前へ 

テレビ番組を前の場面に戻します。 

□ 

次へ 

テレビ番組を先の場面に進めます。 


テレビ機能についての詳しい説明や操作方法については、0『テレビ操作ガイド』を 
ご覧ください。 



3. タッチスクェア（搭載機種のみ) 
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補足情報 


■ DVD 、 Blu-ray Disc を操作ずる（ミニリモコンモード） 

液晶ディスプレイで 「 WinDVD 」 を起動すると、タッチスクェアは自動的にミニリ 
モコンモードになります。 

液晶ディスプレイで 「 WinDVD 」 の画面び一番手前になっているときに、 DVD 、 
Blu-ray Disc の再生、停止などの操作びでをます。 


1 操作ボタンを指で直接タッチして DVD 、 Blu-ray Disc を操作しまず。 


HBSH 



(画面は機種や状況により異なります） 


a . コント□ールパネル 

b . 閉じるボタン 

C . 字幕切替ボタン 

d . 音声切替ボタン 

e . ディスク取り出し 
ボタン 

f . ディスプレイ切替 
ボタン 

g . スピーカー レベル 
モードボタン 


a . コント □ ールパネル 


ボタン名称 

動作 

□ 

再生 

映像を再生します。 

□ 

一時停止 

再生中の映像を一時停止します。 

□ 

停止 

映像の再生を停止します。 

□ 

早送り 

再生中の映像を早送りします。 

□ 

巻さ戻し 

再生中の映像を巻を戻します。 

□ 

次へ 

次のチャプターに移動します。 

□ 

前へ 

前のチャプターに移動します。 


b . 閉じるボタン 

「 WinDVD 」 を終了し、ミニリモコンモードも終了します。 

C. 字幕切替ボタン 

字幕の表示、非表示を切り替えます。 

d . 音声切替ボタン 

主音声、副音声を切り替えます。 

e . ディスク取り出しボタン 

ディスクを取り出します。 

f . ディスプレイ切替ボタン 

液晶ディスプレイに表示されている映像をタッチスクェア（コンパクト DVD 
モード）に切り替えます。 

呂.スピーカー レベル モー ドボタン 

スピーカー レベル モー ドび起動します。 


3. タッチスクェア（搭載機種のみ) 
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補足情報 

辞書機能を使う（電子巧書モード) _ 

「電モ辞書モード」では、調べたい単語の意味を表示することびでさます。「電子辞 
書モード」を使用するとさは、電子辞書モードを起動します。 

1 メニュ ー)►「 電子 S 辛書モード」の順に指で直接タッチしまず。 

「電子辞書モード」び起動します。 

2 操作ボタンを指でタッチして操作しまず。 

♦画面に指で直接タッチして上または下方向にスライドさせると、画面びスク□一 
J レします。 

♦ リンク先画面を表示する場合は、リンク文字を続けて2回、指で直接タッチしま 
す。 


インタ-ネット 1 口 IM 

圍间 

1 

インターネット 【 inte met] 

S ® 扭 み- Q 0 . 

0 f Cl み， 巧® . ft み 〇 

‘ を函 り口 C 0 み®®- 

口 a . 0 巧货〇 @ み 口 


圍国 


a . 

b . 

c . 

d . 


e . 

f . 


入力欄 

検索履歴表示ボタン 
辞書アイコン 
閉じるボタン 


辞書変更ボタン 
セッティングボタン 


a . 入力欄 

検索したい言葉をここに入力し、 Enter 】 キーを押すと、検索結果び表示され 


よ9 〇 


b . 検索履歴表示ボタン 

過去に検索した単語の履歴を表示します。 


C. 辞書アイコン 

現在使用している辞書を表示します。 

辞書アイコンをタッチして他の辞書を選ぶことちでさます。 

d . 閉じるボタン 

辞書モードを終了します。 

e . 辞書変更ボタン 

「辞書選択」ウィンドウを表示します。 

使用する辞書を選ぶことびでさます。 

f . セッティングボタン 

「電子辞書モードの設定」ウィンドウを表示します。 

検索結果の文字の大ささや、検索の操作方法を変更でさます。 


^^oint 

► 簡単な操作で、調べたい単語の意味を表示することびでをます。 

1. マウスまたはフラットポイントを使って、調べたい単語を選択しま 


す。 




a ップ 

© 

ドム 

L 

J らべ 1 

が 


お父さんかバソコンを買ってきて、インターネッ 
卜につないでくれたよ。でも、インターネットって 
巧なの？ 

インターネットは、世巧中にあるパソコン'':^芋 
校片妄化こある大きなコンピュータをつなぐせ 



組みだよ 


;つなが■っているんだ, 



惠のバソコンは、電話の線などを 



2.【 Ctrl 】 + 【 C 】 キーを2回押すと、タッチスクェアに調べたい単 
語の意味び表示されます。 


3. タッチスクェア（搭載機種のみ) 
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補足情報 

音楽を聴く （ミュージックモード) 


^^oint 

► [Windows Media Player 」 を起動したことびない場合は、次の手順で 
[Windows Media Player 」 の初期設定を行ってから操作を進めてくだ 
さい。 

1. @ (スタート）►「すべてのプ□グラム 」 ►「Windows Media 
Player 」 の順にクリックします。 

2. 「Windows Media Player へようこそ」画面び表示されたら、「推 
奨設定」の©をクリックしてみにし、「完了」をクリックします。 

1 iBik (メニュー） ► r ミュージックモード」の順に指で直接タッチしま 
ず。 

[Windows Media Player 」 び起動し、液晶ディスプレイに画面び表示されま 
す。 


2 操作ボタンを指で直接タッチして音楽を再生しまず。 



再生情報 
閉じるボタン 

ランダム再生ボタン 

連続再生ボタン 

音楽 U スト表示 
ボタン 

スピーカーレベル 
モードボタン 


(画面は機種や状況により異なります) 


客. コント□ールパネル 


a . 再生情報 

現在再生している音楽や音声の情報を表示します。 

b . 閉じるボタン 

[Windows Media PlayerJ を終了し、ミュージックモードも終了します。 

C. ランダム再生ボタン 

ランダム再生のオン/オフを切り替えます。 

d . 連続再生ボタン 

連続再生のオン/オフを切り替えます。 

e . 音楽リスト表示ボタン 

液晶ディスプレイに表示されている 「Windows Media PlayerJ の画面を最小 
化して、タッチスクェアにのみ再生情報を表示します。 

タッチスクェアにのみ再生情報び表示されている場合は 、 [Windows Media 
円 ayer 」 の画面を液晶ディスプレイに表示します。 

f . スピーカー レベル モー ドボタン 

スピーカーレベルモードび起動します。 


呂.コント□ールパネル 


ボタン名称 

動作 

□ 

前へ 

前の音声に移動します。 

□ 

停止 

音声の再生を停止します。 

□ 

再生 

音声を再生します。 

□ 

一時停止 

再生中の音声を一時停止します。 

m 

次へ 

次の音声に移動します。 


3. タッチスクェア（搭載機種のみ) 
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補足情報 

音楽を視覚的に楽しむ（スピーカーレベルモード）_ マルチモニターとして利用する（デスクトップモード) 


テレビや DVD 、 音楽の再生のとさに起動すると、音楽を視覚的に楽しむことびで 
さます。 

1 (メニュ ー) ► r スピーカーレぺ I レモード」の順に指で直接タッチ 
ずるか、各モードで表示された「スピーカーレベルモードボタン」を 
指で直接タッチしまず。 

スピーカー レベル モー ドび起動します。 



巧 

- 1 - ■ - — I-^r IZv = 

> 

画 UP — 

EEE vol. 

TweeterfL} 

• Tweeter 間麵 " 

— MainfL) 

MainfR) 

- 、‘ ^ub-Wnnff^T 


戸 Men い 

Mute 


^^oint 

► HDMI 出力端子に接続した機器で音楽を再生する場合は、スピーカーレ 
ベルモードをご利用になれません。 


タッチスクェアをパソコンの拡張ディスプレイとして利用することびできます。 

1 (メニユ ー) ► 「デスクトップモード」の順に指で直接タッチしま 

ず。 

画面び切り替わり、パソコンのディスプレイの下に続くディスプレイとして利 
用でさるよ5になります。 

2 デスクトップモードか 5 戻る場合は、 H を指で直接タッチしまず。 
^^oint 

► テレビの録画中には、デスクトップモードには変更でさません。 


3. タッチスクェア（搭載機種のみ) 
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補足情報 


r タッチスクェアユーティリティ J を使って移動する 


ウインドウ間の移動 


液晶ディスプレイに表示されているウインドウをタッチスクェアに移動したり、 
タッチスクェアに表示されているウインドウを液晶ディスプレイに移動することが 
でさます。 

ドラッグで移動する 


マウスまたはフラットポイントで液晶ディスプレイに表示されているウィンドウを 
ポイントして、左ボタンを押したまま、タッチスクェア画面までドラッグします。 
その逆の操作ちでさます。 




タッチスクェア 


■ 液晶ディスプレイに表示されているウインドウをタッチスクェア 
に移動ずる 


1 液晶ディスプレイで、画面下部に表示されたアイコンをクリックしま 
ず。 



また、操作ボタン表示中に操作ボタン外をタッチすると操作ボタンび非表示 
になります。 


2 ディスプレイ切替ボタンをクリックしまず。 



ディスプレイ切替ボタン 


3. タッチスクェア（搭載機種のみ) 
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補足情報 


■ タッチスクェアに表示されているウィンドウを液晶ディスプレイ 
に移動ずる 

1 imk (メニュ ー) ►お 動するウインドウのディスプレイ切替ボタンを 
指で直接タッチしまず。 



な oint 

► タッチスクェアでマウスポインターのサイズび小さく感じる場合は、 
「ゆったり設定2」などでお好みのサイズに調整してください。 

►「 WinDVD 」 のウインドウは移動しないでください。タッチスクェアで 
DVD 、 目 lu-「ay Disc を見たい場合は、コンパクト DVD モードを起動 
してください。 


タッ チスクェ ア を設定 

ホームモードにアイコンを登録する 


「ホームモード」には、スタートメニューや「お気に入り」、およびデスクトップに 
あるアイコンを、最大]日個まで登録することびでをます。 

■スタートメニュー、または「お気に入り」のアイコンをホーム 
モードに登録ずる 

1 0(セッティング）を指で直接タッチしまず。 

液晶ディスプレイに「ホームモードの設定」ウインドウび表示されます。 


3. タッチスクェア（搭載機種のみ) 
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補足情報 


2 「ホームモードの設定」ウィンドウの「未登録」アイコンをクリックし 
て 、 [ ] をクリックしまず。(於降、液晶ディスプレイの操作は、 
マウスまたはフラットポイントをお使いください。） 


3 「シヨートカツトの登録」ウインドウで、「スタートメニユーから選択」、 
または「お気に入りか 5 選択」のどち 5 かの◎をクリックして、をに 
しまず。 



(これ！; I 降の画面は機種や状況により異なります) 



4 登録ずるアイコンをクリックして 、[ 登録 1 をクリックしまず。 



3. タッチスクェア（搭載機種のみ) 
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補足情報 


5 「ホームモードの設定」ウィンドウで、 I 0K I をクリックしまず。 

^^oint 

►「Office 2010」びプレインス I -- ルされているモデルの場合、リカバ 
リをするとタッチスクェアの 「Outlook 2010」ボタンび消えてしま 
います。 

U カバリ後 、 「Office 2010」を標準のフオルダー構成にインス!-ール 
すると、次の手順で 「Outlook 2010」ボタンを表示させることびで 
さます。 

1. Q ( セッティング } を指で直接タッチする 

2. 「ホームモードの設定」ウインドウのも下にある I 巧ォルト庶す I をク 
U ックします。 

3. 「ボタンの設定をデフオルトに戻します。よろしいですか？」び表 
示されたら、「はい」をクリックします。 

4. 「ホームモードの設定」ウインドウで、~~ ] をクリックします。 


■ デスクトップにあるアイコンをホームモードに登録ずる 

デスクトップにあるアイコンをポイントして、マウスまたはフラットポイントの左 
ボタンを押したまま、タッチスクェア画面の何も登録されていないボタンまでド 
ラッグし、左ボタンを離すと登録できます。 


■ ホームモー ドのアイコンを削除ずる 

1 13(セッティング）を指で直接タッチしまず。 

液晶ディスプレイに「ホームモードの設定」ウィンドウび表示されます。 

2 「ホームモードの設定」ウィンドウの削除したいアイコンをクリックし 
て、 I 画 I をクリックしまず。 

OU 降、液晶ディスプレイの操作は、マウスまたはフラットポイントを 
お使いください） 



3 「上記の登録されているボタンを削除します。よろしいでずか？」とい 
うメッセージが表示された5、「はい」をクリックしまず。 

4 「ホームモードの設定」ウインドウで、~~ 1 をクリックしまず。 


3. タッチスクェア（搭載機種のみ) 
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補足情報 


タッチスクェアでカーソル移動やクリック操作をする 

ご購入時の状態では、タッチスクェア上のマウスポインターやカーソルを指でタッチ 
して動かしたり、指でクリックやタップなどの操作をしたりすることはでさません。 

設定を変更することで、これらの操作はでさるようになりますび、次の操作びでさ 
なくなりますのでご注意ください。 

♦テレビや DVD 視聴時の、ミニリモコンモードでの操作 
• [Windows Media Center 」 を液晶ディスプレイで全画面表示しているときの、 
タッチスクェアでの操作 

1 iKHak ( メニュー） ► (セッティング）の順に、指で直接タッチし 

まず。 

2 「標準の Windows のソフトウェア」をタッチしまず。 

3 「閉じる」をタッチしまず。 


タッ チスクェ ア と外部ディスプ レイ_ 

タッチスクェアが搭載されている場合、外部ディスプレイやデジタルテレビを接続 
し、表示でさるディスプレイの組み合わせを切り替えることがでさます。 

表/示するディスプレイの組み合わせ 


ディスプレイは、次のように組み合わせて表示することびでさます。 

ただし、タッチスクェア、液晶ディスプレイ、接続した外部ディスプレイ（または 
デジタルテレビ）の3つのディスプレイは同時に表示でさません。 

な oint 

► 外部ディスプレイの接続方法は、「ディスプレイ」一「外部ディスプレ 
イやデジタルテレビの接続」（一 P .22) をご覧ください。 

■ マルチモニターとして使用ずる場合 

タッチスクェアを使用するとさは、2番目のディスプレイに設定してお使いくださ 
い。ご購入時の状態では、タッチスクェアび2番目のディスプレイに設定されてい 
ます。 

• 液晶ディスプレイとタッチスクェア 

この場合、外部ディスプレイまたはデジタルテレビは表示でさません。 

♦ 外部ディスプレイとタッチスクェア 

この場合、液晶ディスプレイは表示でさません。 

• デジタルテレビとタッチスクェア 

この場合、液晶ディスプレイは表示でさません D 

♦ 液晶ディスプレイと、外部ディスプレイまたはデジタルテレビ 
この場合、タッチスクェアは表示でをません。 

■ 2 つのディスプレイに同時に表示させて使用ずる場台 

• 液晶ディスプレイと、外部ディスプレイまたはデジタルテレビ 
この場合、タッチスクェアは表示でさません。 


3. タッチスクェア（搭載機種のみ) 
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補足情報 


表示を切り替える _ 

ディスプレイの表示は 「Fujitsu Display Manager 」 で切り替えることびできます。 

1 [ Fn ] + 【 F 10】 夺一を押しまず。 

[Fujitsu Display Manager ] び起動します。 

2 表示したい組み合わせを選択しまず。 

何も操作しないで30秒待つと、表示先び選択した組み合わせになります。 

Fujitsu Display Manager 


3ツチスクェア（云ルチモニタま示) 


戸 RT とかツチスクIア风レチモこ5表示) 
jlCDtCRT 卿寺表示） 

Display Manager をお動する 
ル 


(画面は状況により異なります） 

-液晶ディスプレイとタッチスクェアに表示する場合 
「 LCD とタッチスクェア（マルチモニタ表示)」を選択します。 

-外部ディスプレイとタッチスクェアに表示する場合 
「 CRT とタッチスクェア（マルチモニタ表示)」を選択します。 

-液晶ディスプレイと外部ディスプレイで同時に表示する場合 
「 LCD と CRT (同時表示)」を選択します。 

-デジタルテレビとタッチスクェアに表示する場合 
「 HDMI とタッチスクェア（マルチモニタ表示)」を選択します。 

-液晶ディスプレイとデジタルテレビで同時に表示する場合 
「 LCD と HDMI (同時表示)」を選択します。 

上記 iU 外の組み合わせは、「ディスプレイ」一「「画面の設定」で切り替える」 
(一 P .30) で設定してください。 


タッチスクェアに表示できる解像度と発色数 


タッチスクェアは、画面の解像度を変更することびでをません。 


解像度（ピクセル）[ミち 1] 

設定可能な発色数[ま 2 ]じち 3 ] 

High Color 
(16 ビット） 

True Color 

(32 ビット） 

960 X 544 

〇 

〇 


注]:デスクトップモードのときじ(外は、タッチスクェアには480 X 272ドッ 
卜に変換して表示されます。 

注2 : 〇は表示可能 


注3 : High Color …約6万日千色 
True Color ••.約] 677万色 


3. タッチスクェア（搭載機種のみ) 
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ヴウン 


再生時/録音時のヴウンドを調節ずる 


このパソコンのヴウンドを調節するとさは、スピーカーから聞こえる音びひずまな 
い範囲に設定-調整してください。スピーカーび故障する原因となる場合びありま 
す。 


ソフトウエアごとに音量を調節する 


1 音量を調節したいソフトウェアを起動しまず。 

2 曾 （スタート） ►「 コント □ —ルパネル」 ► 「 A —ドウェアとサウンド」の 
順にクリックし、「サウンド」の「システム音量の調整」をクリックし 
まず。 

「音量ミキサー」ウインドウび表示されます。 

3 「アプリケーション」の一覧で、音量の設定を変更したいソフトウェア 
の音量つまみを上下にドラッグして、適切な音量に調節します。 


4. 


i 音畳ミキサー-スピーカー (Realtek High Definition Audio) |i£3h] 


デバイスに） アプリケーシヨン 

狂 游 

スピーカー システム音 



か) 


回 

切 


• 音重-^まみ 
下にドラッグすると音び 
ルさく、上にドラッグす 
ると音び大さくなります。 


-三ユート 


ここをク U ックして囚にすると音び消え、画面ち下の通知領 


域の表示び nfe に変わります。 

もう一度ク U ックして 因に すると元の音量に戻り、画面も下 


の通知領域の表示わか)に戻ります。 


(画面は機種や状況により異なります) 


• デパイス 

このパソコンのスピーカーから出る音量です。「画面の音量つまみ」で設定 
した音量と同じです。 

HDMI 出力端子に接続したテレビから音を出す場合は、 「 HDMI デバイス」 
と表示されます （ HDMI 出力端子搭載機種のみ)。 

• アプリケーション 

起動しているソフトウエアごとに音量を調節でをます。 

「デバイス」に設定した音量び最大値になります。 


4 閉じる）をクリックしまず。 

「音量ミキサー」ウインドウび閉じます。 
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補足情報 


再生や録音する機器ごとに音量を調節する _ 

^^oint 

► HDMI ケーブルで接続したテレビやディスプレイから音を出したい場合 
( HDMI 出力端子搭載機種のみ） 

音声の出力先は自動的に切り替わりません。次の手順で再生する機器を 
選択してください。 

■ 再生ずる機器を選択ずる 


このパソコンで音声を再生するとさに、音声の出力先を選択することびでさます。 

1 @ (スタート） ►「 コント□-ルパネル」ドウエアとサウンド」の 
順にクリックし、「サウンド」の「システムが出ず音の変更」をクリッ 
クしまず。 

「サウンド」ウインドウび表示されます。 


4. 


2 「再生」タブや「録音」タブで機器を選択し、 r 既定値に設定」をクリッ 
クしまず。 

;違サウンド 



(画面は機種や状況により異なります） 
選択した機器にチェックマークび付きます。 

3 「0 K 」 をクリックします。 

「サウンド」ウインドウび閉じます。 
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補足情報 


■ 再生ずる機器の音量を調節ずる 

ここでは、例としてスピーカーの音量を調節する方法を説明します。 

1 ©(スタート） ►「 コント□-ルパネル」ドウエアとサウンド」の 
順にクリックし、「サウンド」の「システムが出ず音の変更」をクリッ 
クしまず。 

「サウンド」ウインドウび表示されます。 

2 「再生」タブの「スピーカー」をちクリックし、表示されるメニューか 
5「プ□パテイ」をクリックしまず。 



(これ降の画面は機種や状況により異なります） 
「スピーカーのプ□パティ」ウインドウび表示されます。 


3 「レベル」タブをクリックしまず。 


4 . 


4 音量を調節したい項目で、音量つまみを左ちにドラッグして、適切な 
音量に調節しまず。 



音量つまみ 


•画： スピーカーから 音び聞こえます。 

•囚： スピーカーから音び聞こえません（ミュートになっています）。 
-「バランス」：左ちの音量のバランスを調節でさます D 

5 「0 K 」 をクリックします。 

「スピーカーのプ□パテイ」ウインドウが閉じます。 

6 「0 K 」 をクリックしまず。 

「サウンド」ウインドウび閉じます。 


ウンド 
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補足情報 


■ 録音ずる機器の音量を調節ずる 

ここでは、例としてライン入力の音量を調節する方法を説明します。 

1 ©(スタート） ►「 コント□-ルパネル」ドウエアとサウンド」の 
順にクリックし、「サウンド」の「システムが出ず音の変更」をクリッ 
クしまず。 

「サウンド」ウインドウび表示されます。 

2 「録音」タブの「ライン入力」をちクリックし、表示されるメニューか 
5「プ□パテイ」をクリックしまず。 



(これ Lil 降の画面は機種や状況により異なります） 

「ライン入力のプ□パティ」ウインドウび表示されます。 


3 「レベル」タブをクリックしまず。 


4. 


4 音量を調節したい項目で、音量つまみを左ちにドラッグして、適切な 
音量に調節しまず。 



音量つまみ 


•画： スピーカーから 音び聞こえます。 

•囚： スピーカーから音び聞こえません（ミュートになっています）。 
-「バランス」：左ちの音量のバランスを調節でさます D 

5 「0 K 」 をクリックします。 

「ライン入力のプ□パテイ」ウインドウが閉じます。 


6 「0 K 」 をクリックしまず。 


「サウンド」ウインドウび閉じます。 
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補足情報 


^^oint 

► 「録音」タブの「マイク」のプ□パティの「レベル」タブに表示される 
「マイクブースト」は、機種により動作び異なります。 

- LIFEBOOK NH シリーズの場合 

外部接続のマイクおよび内蔵マイク（搭載機種のみ）の「マイクブー 
スト」のレベルを調節でをます。 

-上記外の機種の場合 

内蔵マイクのマイクブーストのレベルを調節でさます（内蔵マイク搭 
載機種のみ)。 

ただし、次の手順で外部接続のマイクを調整することわでさます。 

1 . @ (スタート） ►「コン ト□ールパネル」 ►「八 ードウエアとサウ 
ンド 」 ►「Realtek HD 才ーディオマネージャ」の順にクリックし 
よ9 〇 

2. 「Realtek HD 才ーディオマネージャ」ウィンドウも 上の!^ をク 
リックします。 

3. 表示されるウィンドウで、「マイク端テのマイクブースト設定を 
固定します（マイクブーストの音量スライダーで調節でさませ 
ん)。」のチェックを外します。 


スピーカーの音質を調節する 


■ DTS Surround S 飢 sation | UltraPC ™ 

NH シ U —ズ、 AH 700シ U —ズ、 AH 己70シ U —ズ、 AH 己己〇シ U —ズの場合 

DTS Surround Sensation | UltraPC ™ は、パソ]ンに内蔵されているスピー 
力一を使用して、 クリアで広がりのあるサラウンド効果や、重厚感のある低音を実 
現します。 

ここでは、 DTS Surround Sensation | UltraPC ™ を使った、スピーカーの音質 
調節について説明します。 

1 @ (スタート） ►「 コント □ —ルパネル」 ► 「 A —ドウエアとサウンド」 
► TRealtek HD 才ーデイオマネージヤ」の順にクリックしまず。 


2 「 DTS 」 タブ ►「dts Surround Sensation UltraPC 」 の順にクリツ 
クしまず。 



4. サウンド 
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補足情報 


- dts On/Off 

DTS Surround Sensation | UltraPC ™ を使用する場合は、 「 On 」 の© を 
クリックしてみにします。 

- Voice Clarification を有効にする 

声の帯域信号の明瞭度を上げ、音質を向上させることで、台詞などび明瞭に 
聞こえます。 

- Bass Enhancement を有効にする 
倍音成分をコント□ールし、厚みのある豊かな低音になります。 

-コンテンツモード 

再生するコンテンツにより、 「 Movie 」 または 「 Music 」 を選択します。 

- LFE ミキシングを有効にする 

低音を左ち両方のスピーカーから出す場合は、 [ LFE ミキシングを有効にす 
る」の□をクリックして固にします。 

《 LFE ミキシングは日.1 ch 音源ソースの場合のみ有効です。 

3 各項目を設定して、スピーカーの音質を変更しまず。 


スピーカーの 音圧を調節する 

■ DTS Boost ™ 

NH シ U —ズ、 AH 700シ U —ズ、 AH 己70シリーズ、 AH 己己〇シリーズ、 

SH シリーズの場合 

DTS Boost ™ は、パソ]ンに内蔵されているスピーカーを使用して、迫力のある 
豊かな音を実現します。 

ここでは 、 DTS BoostTM を使った、スピーカーの音圧レベルの調節について説明 
します。 



► DTS 目 oostTM の音圧レベルの調節は、内蔵スピーカーのみ対象となり 
ふ^ 〇 

へッドホン/光デジタルオーディオ出力兼用端テおよびへッドホン•ラ 
インアウト兼用端子に接続した機器の音圧レベルの調節はでさません。 


4. サウンド 
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補足情報 


1 曾 （スタート） ►「 コント□-ルパネル」 ►「/、ー ドウエアとサウンド」 
► TRealtek HD 才ーデイオマネージャ」の順にクリツクしまず。 

2 「 DTS 」 タブ ►rdts Boost 」 の順にクリックしまず。 



3 DTS Boost ™ を使用ずる場合は、 ronj の©をクリックしてさにし 
まず。 


兼用端子の機能切り替え 

兼用端子搭載機種のみ 

お使いの機種に搭載されているオーディオの入出力端テは、複数の機能を兼用して 
いる場合があります。必要に応じて機能の切り替えを行ってください。 
オーディオの入出力端子の種類と場所については、0『取扱説明書』一「各部の名称 
と働さ」をご覧ください。 

■ へッドホン/光デジタルオーディオ出力兼用端子の場台 

端子に対応した機器を接続すると自動で機能び切り替わります。 

■へッドホン-ラインアウト兼用端子、マイク-ラインイン兼用端 
子の場台 

パソコン本体のへッドホン-ラインアウト兼用端テ、マイク-ラインイン兼用端子 
は、ご購入時はそれぞれ「ヘッドホン」「マイク入力」として機能します。設定を変 
要することにより、「ライン出力」「ライン入力」として機能させることびできます。 
これらの設定を変更するには、次の手順を行ってください。 


► 機能を切り替えたい端テに、あらかじめ外径 3.5 mm のミニプラグに対 
応した機器を接続しておいてください。機器を接続していないときは、 
切り替えられません。 

► マイク•ラインイン兼用端テに機器を接続するときは、接続した機器の 
音量をルさくするか、出力を停止してください。 


4. サウンド 


61 






































補足情報 


1 機能を切り替えたい端子に外径 3.5 mm のミニプラグに巧応した機器 
を接続しまず。 

2 @ (スタート） ►「 コント□-ルパネル」 ►「/、ー ドウエアとサウンド」 
► TRealtek HD 才ーデイオマネージャ」の順にクリックしまず。 

3 切り替えたい端子のアイコンをダブルクリックしまず。 



(これ降の画面は機種や状況により異なります) 
デバイスを選択するウインドウび表示されます。 


4. 


4 使用ずるデバイスを回にしまず。 



(画面はへッドホン-ラインアウト兼用端テの設定画面です） 

•へッドホン-ラインアウト兼用端子の場合 

-「へッ ドフオン」 ：へッ ドホン出力として動作します。内蔵スピーカーから音 
び出な < なります。 

-「ライン出力」：ライン出力として動作します。内蔵スピーカーからも音び出 
ます。 

参マイク-ラインイン兼用端子の場合 

-「マイク入力」：マイク入力として動作します。 

-「ライン入力」：ライン入力として動作します。 

^^oint 

► 機器を接続するとデバイスを選択するウィンドウび表示されるように 
設定する場合 

「オーディオ端子の機能の選択：」ウィンドウで「オーディオ機器を接続 
したときに、自動的にこのウィンドウを表示します。」の□を固にしま 
す。各端テに機器を接続すると、デバイスを選択するウィンドウび表示 
されるようになります。 

5 「0 K 」 をクリックし、ずべてのウインドウを閉じまず。 
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5 •ジェスチヤーコント□—ル機能（搭載機種のみ) 


ジェスチャーコント□ール機能搭載機種のみ 

ジェスチャーコント□ール機能とは、パソコンに取り付けられたカメラに向かって 
手を動かすことで、パソコンに触れずに操作する機能です。 

Web カメラに向かって手を振ると、次のような画面が表示されます。 



操作パネル 


カメラ映像 


(画面は機種や状況により異なります） 

ジェスチャーコント□—ル機能をお使いになるうえでの注意については、0『取扱 
説明書』をご覧ください。 


ジェスチ ャーコント □ — ) レ 機能の 使 い方 

ジェスチヤーコント□-ル機能の動作 


ジェスチャーコント□ール機能の動作を次のように設定することができます。 

-オン（自動） 

-オン牌時） 

-オフ 

• オン（自動） 

ジェスチャーコント□ール機能に対応したソフトウェアを起動すると、自動的に 
ジェスチャーコント□ール機能を使えるようになります。 

♦オン（常時） 

ジェスチャーコント□ール機能び常に使えます。 

• オフ 

ジェスチャーコント□ール機能び使えません。 

■ 起動設定の変更 

起動設定を変更する手順は下のとおりです。 


^^oint 

► ジェスチャーコント□ール機能の練習びできるチュート U アルを次の 
手順で見ることびでさます。 

1. 画面ち下の通知領域にある 回を クリックし、表示されたを、 み、 
または良 •をち クリックします。 

2. 「設定」をクリックします。 

3. 「チュートリアルを表示する」をクリックします。 


1 画面ち下の通知領域にある 0 をクリックし、表示され た圈、みまた は 
をを ちクリックします。 

2 「オン（自動)」、「オン（常時)」、「オフ」か5選択します。 

これで、起動設定び変更されました。 


己.ジェスチヤーコント□-ル機能（搭載機種のみ) 
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補足情報 


^^oint 

► ジェスチャーコント□ール機能のアイコンは、色によって動作状況を示 
します。 

を （グ U —ン）：動作中 
み （オレンジ）：待機中 
を （グレー):オフ 

写真を見る 


1 写真のファイルをクリックしまず。 

「 Windows ® フオトビューアー」び起動します。写真を見るソフトウェアを 
変更している場合は、ジェスチャーコント□ール機能び使えない場合びありま 
す。 

2 Web カメラに向かって、手を振りまず。 

操作パネルび表示されます。 

3 手を動かして、画面上の手のアイコンを移動しまず。 

4 各ボタンの上に手のアイコンを移動すると、操作ができまず。 


嚇 

-音量を調節します 

ボタン上に手のアイコンを移動した後、手を時計回りに動かすと 
音量び大さく、反時計回りに動かすと音量びノ」\さくなります。 
手を動かすときは、指び真上を向いたままで動かすように注意し 
て < ださい。 

-マウスモードに切り替えます 

ボタン上に手のアイコンを置き、 Web カメラに向かって手を 
まっすぐ前に出し、すばやく元に戻すと、マウスポインターを操 
作することびできるようになります。マウスモードについては、 
本章の「マウスを操作する」（一 P .70) をご覧ください。 

働 

ランチャーモードに切り替えます 

ボタン上で手のアイコンを止めていると、本機能に対応している 
ソフトウェアを起動するためのランチャーび表示されます。ラン 
チャーモードについては、本章の「ソフトウェアを起動する」（一 
P .69) をご覧ください。 


な 

次の写真を表示します 

ボタン上で手のアイコンを止めていると、動作を繰り返します。 

な 

前の写真を表示します 

ボタン上で手のアイコンを止めていると、動作を繰り返します。 


己.ジェスチヤーコント□-ル機能（搭載機種のみ) 
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補足情報 


ディスクを再生する 


ここでは、 DVD と Blu-ray Disc の再生方法について説明します。 

音楽ディスクについては 、 「Windows Media 円 ayer 」 で再生してください。 
[Windows Media Player 」 使用時のジェスチヤーコント□—ル機能の使い方につ 
いては、阳巧及説明書』をご覧ください。 

1 パソコンにディスクをセツトしまず。 

2 「自動再生」ウィンドウに表示されている項目の一覧で 「 WinDVD 」 
(3 D 巧応ディスプレイ搭載機種で Blu-ray Disc を再生ずる場合は 
rPowerDVDJ ) を選択しまず。 

3 Web カメラに向かって、手を振りまず。 

操作パネルび表示されます。 

4 手を動かして、画面上の手のアイコンを移動しまず。 

5 各ボタンの上に手のアイコンを移動ずると、操作ができまず。 


動 

一時停止/再生します 


次のチャプターに移動します 

ボタン上で手のアイコンを止めていると、動作を繰り返します。 


前のチャプターに移動します 

ボタン上で手のアイコンを止めていると、動作を繰り返します。 


早送りします 

ボタン上で手のアイコンを止めていると、速度び変わります。 


巻さ戻します 

ボタン上で手のアイコンを止めていると、速度び変わります。 


な 

停止します 

m 

•音量を調節します 

ボタン上に手のアイコンを移動した後、手を時計回りに動かすと 
音量び大さく、反時計回りに動かすと音量びノ」\さくなります。 
手を動かすときは、指び真上を向いたままで動かすように注意し 
て < ださい。 

-マウスモードに切り替えます 

ボタン上に手のアイコンを置き、 Web カメラに向かって手を 
まっすぐ前に出し、すばやく元に戻すと、マウスポインターを操 
作することびできるようになります。マウスモードについては、 
本章の「マウスを操作する」（一 P .70) をご覧ください。 


ランチャーモードに切り替えます 

ボタン上で手のアイコンを止めていると、本機能に対応している 
ソフトウェアを起動するためのランチャーび表示されます。ラン 
チャーモードについては、本章の「ソフトウェアを起動する」（一 
P .69) をご覧ください。 

な 

カーソルモードに切り替えます 

マウスカーソルを上下左ちに移動するなど、カーソルを操作する 
ことびでをるようになります。カーソルモードについては、「その 
他の操作」（一 P .71) をご覧ください。 


己.ジェスチヤーコント□-ル機能（搭載機種のみ) 
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補足情報 


テレビを見る 


テレビチユーナー搭載機種のみ 

1 リモコンの「テレビ」ボタンを押しまず。 

テレビを視聴するためのソフトウエアび起動します。 

2 Web カメラに向かって、手を振りまず。 

操作パネルび表示されます。 

3 手を動かして、画面上の手のアイコンを移動しまず。 

4 各ボタンの上に手のアイコンを移動ずると、操作ができまず。 


• DigitaITVbox 搭載機種の場合 


0 

再生します 


約30秒早送りします 

ボタン上で手のアイコンを止めていると、動作を繰り返します。 


約]0秒巻さ戻します 

ボタン上で手のアイコンを止めていると、動作を繰り返します。 

m 

一時停止します 


次のチヤンネルに切り替えます 

ボタン上で手のアイコンを止めていると、動作を繰り返します。 


前のチヤンネルに切り替えます 

ボタン上で手のアイコンを止めていると、動作を繰り返します。 


m 

-音量を調節します 

ボタン上に手のアイコンを移動した後、手を時計回りに動か 
すと音量び大さく、反時計回りに動かすと音量びルさくなり 
ます。 

手を動かすとさは、指び真上を向いたままで動かすように注 
意してください。 

-マウスモードに切り替えます 

ボタン上に手のアイコンを置き、 Web カメラに向かって手を 
まっすぐ前に出し、すばやく元に戻すと、マウスポインター 
を操作することびでをるようになります。マウスモードにつ 
いては、本章の「マウスを操作する」（一 P .70) をご覧くだ 
さい。 


ランチヤーモードに切り替えます 

ボタン上で手のアイコンを止めていると、本機能に対応してい 
るソフトウェアを起動するためのランチヤーび表示されます。 
ランチヤーモードについては、本章の「ソフトウェアを起動す 
る」（一 P .69) をご覧ください。 


己.ジェスチヤーコント□-ル機能（搭載機種のみ) 
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補足情報 


諭 

ランチヤーモードに切り替えます 

ボタン上で手のアイコンを止めていると、本機能に対応してい 
るソフトウェアを起動するためのランチヤーび表示されます。 
ランチヤーモードについては、本章の「ソフトウェアを起動す 
る」（一 P .69) をご覧ください。 

な 

カーソルモードに切り替えます 

マウスカーソルを上下左ちに移動するなど、カーソルを操作す 
ることびでさるようになります。カーソルモードについては、 
「その他の操作」（一 P .71) をご覧ください。 


•地デジ対応 Windows Media Center 搭載機種の場合 



一時停止/再生します 


約 30 秒早送りします 

ボタン上で手のアイコンを止めていると、動作を繰り返します。 


約 7 秒巻さ戻します 

ボタン上で手のアイコンを止めていると、動作を繰り返します。 

な 

停止します 


次のチャンネルに切り替えます 

ボタン上で手のアイコンを止めていると、動作を繰り返します。 

巧 

前のチャンネルに切り替えます 

ボタン上で手のアイコンを止めていると、動作を繰り返します。 

m 

-音量を調節します 

ボタン上に手のアイコンを移動した後、手を時計回りに動か 
すと音量び大さく、反時計回りに動かすと音量び小さくなり 

On 9 〇 

手を動かすとさは、指び真上を向いたままで動かすように注 
意してください。 

-マウスモードに切り替えます 

ボタン上に手のアイコンを置き、 Web カメラに向かって手を 
まっすぐ前に出し、すばやく元に戻すと、マウスポインター 
を操作することびでさるようになります。マウスモードにつ 
いては、本章の「マウスを操作する」（一 P.70) をご覧くだ 
さい。 



己.ジェスチヤーコント□-ル機能（搭載機種のみ) 
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補足情報 


PowerPoint でスライドを見る 


PowerPoint 搭載機種のみ 

1 PowerPoint のファイルをクリックしまず。 

「 PowerPoint 」 び起動します。 

2 Web カメラに向かって、手を振りまず。 

操作パネルび表示されます。 


3 手を動かして、画面上の手のアイコンを移動しまず。 

4 各ボタンの上に手のアイコンを移動ずると、操作ができまず。 


參 

次のスライドを表示します 

ボタン上で手のアイコンを止めていると、動作を繰り返します。 


前のスライドを表示します 

ボタン上で手のアイコンを止めていると、動作を繰り返します。 


最初のスライドを表示します 


最後のスライドを表示します 


スライドショーを開始します D 


スライドショーを終了します D 



-音量を調節します 

ボタン上に手のアイコンを移動した後、手を時計回りに動かすと 
音量び大さく、反時計回りに動かすと音量びノ」\さくなります。 
手を動かすときは、指び真上を向いたままで動かすように注意し 
て < ださい。 

-マウスモードに切り替えます 

ボタン上に手のアイコンを置き、 Web カメラに向かって手を 
まっすぐ前に出し、すばやく元に戻すと、マウスポインターを操 
作することびできるようになります。マウスモードについては、 
本章の「マウスを操作する」（一 P .70) をご覧ください。 


ランチャーモードに切り替えます 

ボタン上で手のアイコンを止めていると、本機能に対応している 
ソフトウェアを起動するためのランチャーび表示されます。ラン 
チャーモードについては、本章の「ソフトウェアを起動する」（一 
P .69) をご覧ください。 


な oint 

► PowerPoint じ(外のソフトウエアを起動していると、 PowerPoint の操 
作びでさないことびあります。 


己.ジェスチヤーコント□-ル機能（搭載機種のみ) 
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補足情報 

ソフトウエアを起動する 


1 ジェスチャーコント□—ル機能の動作中に、 Web カメラに向かって、手 
を振りまず。 

操作パネルび表示されます。 

2 @ に手のアイコンを移動ずると、ランチャーモードに切り替わりまず。 


3 各ボタンの上に手のアイコンを移動ずると、巧応ずるソフトウェアが 
起動しまず。 

表示されるアイコンは機種や状況により異なります。 



Windows Media Player を起動します 


テレビを起動します（テレビチューナー搭載機種のみ） 

m 

Windows Media Center を起動します 


PowerDVD を起動します （3 D 対応ディスプレイ搭載機種のみ） 

0 

WinDVD を起動します 

な 

元の画面に戻ります 


m 

-音量を調節します 

ボタン上に手のアイコンを移動した後、手を時計回りに動かすと 
音量び大さく、反時計回りに動かすと音量びノ」\さくなります。 
手を動かすときは、指び真上を向いたままで動かすように注意し 
て < ださい。 

-マウスモードに切り替えます 

ボタン上に手のアイコンを置き、 Web カメラに向かって手を 
まっすぐ前に出し、すばやく元に戻すと、マウスポインターを操 
作することびできるようになります。マウスモードについては、 
本章の「マウスを操作する」（一 P .70) をご覧ください。 

諭 

ランチャーモードに切り替えます 

ボタン上で手のアイコンを止めていると、本機能に対応している 
ソフトウェアを起動するためのランチャーび表示されます。ラン 
チャーモードについては、本章の「ソフトウェアを起動する」（一 
P .69) をご覧ください。 


己.ジェスチヤーコント□-ル機能（搭載機種のみ) 
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補足情報 

マウスを操作する 


マウスポインターの移動やクリックの操作がでさます。また、設定を変更すること 
で、ダブルクリックなどを実行することがでさます。 

■ マウスの操作 

1 ジェスチャーコント□—ル機能の動作中に、 Web カメラに向かって、手 
を振りまず。 

操作パネルび表示されます。 

2 中央にあるに手のアイコンを置き、 Web カメラに向かって手をまっ 
ずぐ前に出し、すばやく元に戻しまず。 

マウスモードに切り替わります。 

3 クリックずる位置に手のアイコンを移動し、手のアイコンが円で囲ま 
れるまで静止しまず。 

クリックび実行されます。 


■ 7ウスメニューを有効に設定ずる 

マウスメニューを有効に設定すると、次のようなボタンび表示されます。各ボタン 
に手のアイコンを移動すると、対応するマウス操作び実行されます。 



マウスモードに 
戻る 



な 


トフツグ 

(範囲指定) 


1 画面ち下の通知領域にある回をクリックし、表示されたを、 を または 
ををちクリックしまず。 

2 「設定」をクリックしまず。 

「 PointGrab 八ンドジェスチヤーコント□-ルの設定」ウインドウび表示され 
ふ 〇 

3 「マウスポインター」タブをクリックしまず。 

4 「マウスメニューを有効にずる」の□をクリックして回にしまず。 



5 「0 K 」 をクリックしまず。 

これで、設定が変更されました。 


己.ジェスチヤーコント□-ル機能（搭載機種のみ) 


70 


























補足情報 


その他の操作 


画面ち下の通知領域にある 回を クリックし、表示され たみ または咳をちクリック 
し、「オン（常時）」をクリックすると、ジェスチャーコント□ール機能に対応して 
いないソフトウェアでも上下左ちの力 ー ソルキ ー、 Back Space キ ー、 Enter キ ー 
と同じ操作がでさるようになります。ただし、すべてのソフトウェアについての動 
作を保証するものではありません。 

1 操作したいソフトウェアを起動しまず。 

2 Web カメラに向かって、手を振りまず。 

操作パネルび表示されます。 

3 手を動かして、画面上の手のアイコンを移動しまず。 

4 各ボタンの上に手のアイコンを移動ずると、操作ができまず。 


Q 〇 
& 〇 

上下左ちのキーとして動作します 

ボタン上で手のアイコンを止めていると、動作を繰り返 

します。 


Back Space キーとして動作します 

ボタン上で手のアイコンを止めていると、動作を繰り返 

ぃよ9 〇 

馨 

Enter キーとして動作します 

ボタン上で手のアイコンを止めていると、動作を繰り返 
します。 


微 

-音量を調節します 

ボタン上に手のアイコンを移動した後、手を時計回り 
に動かすと音量び大さ<、反時計回りに動かすと音量 
びルさくなります。 

手を動かすとさは、指び真上を向いたままで動かすよ 
うに注意してください。 

-マウスモードに切り替えます 
ボタン上に手のアイコンを置き、 Web カメラに向かっ 
て手をまっすぐ前に出し、すばやく元に戻すと、マウ 
スポインターを操作することびできるようになりま 
す。マウスモードについては、本章の「マウスを操作 
する」（一 P .70) をご覧ください。 


ランチヤーモードに切り替えます 
ボタン上で手のアイコンを止めていると、本機能に対応 
しているソフトウエアを起動するためのランチヤーび 
表示されます。ランチヤーモードについては、本章の 
「ソフトウエアを起動する」（一 P .69) をご覧ください。 

◎ 

地デジ対応 Windows Media Center でテレビを見て 
いる場合や、ディスクを再生している場合、元の操作パ 
ネルに戻ります 


己.ジェスチヤーコント□-ル機能（搭載機種のみ) 
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補足情報 

ジェスチヤーコント□—ル機能の設定 ジェスチヤーコント □ —ル機能で困った！5 


1 画面ち下の通知領域にある回をクリックし、表示され た应、みまた は 
をを ちクリックします。 

2 「設定」をクリックしまず。 

「 PointGrab 八ンドジェスチヤーコント□-ルの設定」ウインドウび表示され 
ふ 〇 



3 設定を変更し、 「0 K 」 をクリックします。 

•カメラ映像 （「Video Window 」） の設定を変更ずる 

1. 「全般」タブをクリックします。 

2. 「カメラの映像」のをクリックします。 

画面ち下のカメラ映像を表示しない場合は「オフ」、ルさなウインドウで 
表示する場合は「オン（ルさい)」、大さ目のウインドウで表示する場合は 
「オン（通常)」をクリックします。 

•操作ずるソフトウェアを設定ずる 

1. 「ソフトウェア」タブをクリックします。 

2. 「対応ソフトウェア」で、ジェスチャーコント□ール機能で操作するソフ 
トウェアの 回 をクリックして 图 にします。 

3. 最前面に表示されているソフトウェアを操作する場合は、「選択された 
ウインドウを操作する」の□をクリックして回にします。 

この設定び□の場合は、「対応ソフトウェア」で選択されているソフト 
ウェアび先頭から順番に操作対象となります。 


次の表をご覧になり、発生したトラブルの解決方法がないかご確認ください。 


症状 

寿えられる原因 

対処方法 

手を振ってわ、操 
作パネルび表示 
されない 

ジェスチャーコン 
卜□ール機能び才 
フになっている 

画面ち下の通知領域にある 回を クリッ 
クし、表示されたををちクリックし、「才 
ン（自動）」または「オン（常時)」をク 
リックしてください。 

手び Web カメラに 
写っていない 

カメラ映像を見て、手び Web カメラに 
写っていることを確認しなびら操作して 
ください。 

最前面に表示さ 
れているソフト 

ウエアを操作で 
さない 

最前面に表示され 
ているソフトウェ 
アを操作するよう 
に設定されていな 

い 

最前面に表示されているソフトウェアを 
操作する場合は、 [ PointGrab 八ンド 
ジェスチヤーコント□-ルの設定」ウイ 
ンドウの「ソフトウェア」タブで「選択 
されたウインドウを操作する」の□をク 
リックして 回に してください。 

「手をこちらへ」 
と表示される 

手のアイコンび画 
面の中央から離れ 
すぎている 

手のアイコンび画面の中央にくるよう 
に、手を動かしてください。 

音量び変更でさ 
ない 

手を動かすとさに 
手の向をび変わっ 

ている 

手を動かすとさは、指び真上を向いたま 
ま、手を動かすよう注意してください。 

- 

操作パネル上のアイコンの動さを気にせ 
ず、手を時計回りか反時計回りに動かし 
続けてください。 


己.ジェスチヤーコント□-ル機能（搭載機種のみ) 
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LAN 


ここでは、 LAN (有線 LAN) を使うために必要となるものや LAN ケーブルの接続 
方法、ネットワークの設定方法について説明しています。 

無線 LAN が搭載された機種をお使いの方は、無線 LAN を使用することができます。 
無線 LAN をお使いになる場合には、「無線 LAN」 （一 P.78) をご覧ください。 



► ネットワーク設定時のご注意 

TCP / IP などのネットワークの設定は、有線 LAN と無線 LAN で異な 
ります。お使いになる状況に合わせて、必要な設定を行ってください。 


► セキュリティ対策をしてください 

初めてインターネットに接続するとさは必ずセキュリティ巧策をして 
ください。 

このパソコンの出荷後、お客様にご購入いただくまでの間にち、セキュ 
リティの脆弱性び新たに見つかったり、悪質なコンピューターウイルス 
び出現していたりする可能性びあります。初めてインターネットに接続 
する場合は、マニュアルの手順に従って、パソコンを最新の状態にし、 
セキュリテイ巧策を行ってください D 


6. 通 


お要なものを用意する 


LAN を利用してインターネットに接続するには、次のような機器び必要です。 
♦ネットワーク機器 

ネットワーク接続の目的に合わせて、このパソコンで使える LAN のスピードを 
確認してから必要なわのをご用意ください。ネットワーク機器には次のようなわ 
のびあります。 

-ダイヤルアップルーター 
-ブ□-ドバンドルーター 
- ブ□ー ドバンドモデム 
•八ブ 

• LAN ケーブル 

ストレートタイプとク□スタイプびあります。また、お使いになるネットワーク 
のスピードに合ったものび必要です。接続するネットワーク機器のマニュアルを 
ご覧になり、必要なものをご用意ください。 

• ネットワーク機器のマニュアル 

お使いになるネットワーク機器によって、接続や設定の方法び異なります。必ず 
ネットワーク機器のマニュアルや、プ□バイダーや回線事業者から提供されるマ 
ニュアルもご覧ください。 










補足情報 


LAN ケーブルを接続する 


A 言口 

^ • 雷び鳴り出したとさは、落雷の可能性びなくなるまでパソコン本体や 

^ ケーブル類に触れないでください。ケーブル類の接続作業は、落雷の 

可能性びなくなるまで行わないでください。 

落雷の可能性びある場合は、あらかじめパソコン本体の電源を切り、 
その後電源コードをコンセントから抜さ、ケーブル類を取り外してお 
いてください。 

落雷による感電、乂災の原因となります。 

么ミ主意 

A ♦ LAN コネクタに指などを入れないでください。 

W 感電の原因となることびあります。 

A ♦ LAN ケーブルを接続する場合は、必ず LAN コネクタに接続してくださ 

U ぃ。 

接続するコネクタを間違えると、故障の原因となることびあります。 


1 パソコン本体の電源を切り、 AC アダプタを取り外しまず。 

2 パソコン本体の LAN コネクタに、 LAN ケーブルの一方を接続し、も 
う一方を、お使いになるネットワーク機器のコネクタに接続しまず。 



す。 

3 ネットワーク機器の電源を入れまず。 

4 パソコン本体に AC アダプタを取り付け、電源を入れまず。 

LAN を使用する場合は、消費電力び大さいので、 AC アダプタのご使用をお 
勧めします。 
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補足情報 


^^oint 

► スリープ/休止状態の解除をお勧めします 

LAN 機能を使ってネットワーク（インターネットなど）に接続中は、ス 
リープや休止状態にしないことをお勧めします。お使いの環境によって 
は、ネットワーク（インターネットなど）への接続び正常に行われない 
場合びあります。 

なお、ご購入時の状態では、一定時間パソコンを操作しないとスリーブ 
になるよう設定されていますので、前述のような不都合びある場合に 
は、「スリープ/休止状態」一「スリープ/休止状態の設定変更」 
P .94) をご覧になり、自動的にスリープにしない設定に変更してくだ 
さい。 

► 省電カユーティリティ搭載機種の方は 

有線 LAN 機能を使ってネットワーク（インターネットなど）に接続す 
る場合は「省電カユーティリティ」の「有線 LAN 」 の設定を「無効に 
する」にしたまま、省電カモードにしないでください。有線 LAN び使 
用でさず、通信を行うことびでさません。詳しくは「省電カユーティ U 
ティ（搭載機種のみ)」（一 P .97) をご覧ください。 

► LAN ケーブルを取り外すとさは 

LAN コネクタから LAN ケーブルを取り外すときは、プラグのツメを押 
さえなびら引さ抜いてください。ツメを押さえずに無理に引を抜くと破 
損の原因となります。 

続いてネットワークの設定をします。 


ネットワークの設定をする 


ネットワークへは、 「 TCP / IP の設定」と「フルコンピューター名とワークグループ 
の確認」を行うことにより接続することびでさます。 

■ TCP / IP の設定 

^^oint 

► TCP / IP の設定を変更する場合は、 Windows に「コンピューターの管 
理者」アカウントまたは 「 Administrators 」 グループのメンバーとし 
て□グオンして < ださい。 

1 @ (スタート） ►「コン ト□—ルパネル」 ►「 ネットワークとインター 
ネット」の「ネットワークの状態とタスクの表示」の順にクリックし 
まず。 


2 「ネットワークと共有センター」ウインドウ左の「アダプターの設定の 
変更」をクリックしまず。 



(これ Lil 降の画面は機種や状況により異なります) 


ネットワーク接続の一覧び表示されます。 
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補足情報 


3 一覧か！5 r □—カルエリア接続」をちクリックし、表示されるメニュー 
から 「プ□パティ」をクリックしまず。 



「ユーヴーアカウント制御」ウインドウび表示されたら、「はい」をクリックし 
て次に進みます。 

管理ちアカウントのパスワードび必要な場合は、そのパスワードを入力してか 
ら「はい」をクリックします。 


4 「この接続は次の項目を使用しまず」の一覧か5、「インターネットプ 
□トコルバージョン4 ( TCP / IPV 4)」 をクリックし、口□パテイ」 
をクリックしまず。 


， □-カルエリア接括のプ□パテイ 

ネット。-。 r 共ち I _ 

祐待のホ法： 


を Marvell Yukon 88 E 8057 PC 卜 E Gigabit Ethernet Controller 


r 巧ぶ似… 1 

この巧榻はホの巧目を棟用します(の： 



^啦日城 パ社嗦卜 ぶな W 曜 


.. . .. -! ーイ、ツト __ 

ル潔-。間編言を謝る、巧刪ドエリア 



続されたさまざまな 
ネットワーウプ□トコ 


][ キャンむレ 


他のプ〇トコルのネットワークに接続する場合は、お使いのネットワークにあ 
わせて設定してください。 


5 IP アドレスの設定をしまず。 



♦ネットワーク上にブ〇— ドバンドルーターなどの DHCP ヴーバーびある 

■I ■日 A 
场口 

1.「 IP アドレスを自動的に取得する」と 「 DNS サーバーのアドレスを自動 
的に取得する」び I 浮 になっていることを確認します。 

◎ になっている場合は、 ◎ をクリックして1 货 にします。 

参ネットワーク上に DHCP ヴーバーびない場合 

1. 「次の IP アドレスを使う」 の© をクリックして 感 にします。 

2. 「 IP アドレス」に IP アドレスを入力します。 

例： 192.168.0.1 

3. 「サブネットマスク」にサブネットマスクを入力します。 

イ列： 25己.25己.2己己.0 


^^oint 

► IP アドレスの重複にご注意ください 

パソコン本体の IP アドレスをブ□ー ドバンドモデムやルーター、お使 
いのネットワーク上にある他のパソコンと重複しないように設定して 
ください。 IP アドレスび重複すると、ネットワークによる通信びでさ 
ません。 
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補足情報 

6 「0K」 をクリックしまず。 

7 「閉じる」をクリックしまず。 

8 画面ち上の^をクリックし、表示されているずべてのウインドウを閉 
じまず。 

続いて、フルコンピューター名、ワークグループを確認します。 


6. 通信 


■ フルコンピューター名とワークグループの確認 



► フルコンピューター名、ワークグループを変更する場合は、管理者権限 
を持つユーヴーアカウントで□グオンしてください。 

1 曾 （スタート） ►「 コント□-ルパネル」 ►「 システムとセ夺ュリテイ」 
►r システム」のロンピューターの名前の参照」の順にクリックしまず。 

「システム」ウインドウび表示されます。 

2 「コンピューター名、ドメインおよびワークグループの設定」の「フル 
コンピューター名」、「ワークグループ」を確認しまず。変更ずる場含 
は「設定の変更」をクリックしまず。 



(これ降の画面は状況により異なります) 
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補足情報 

3 「システムのプ□パテイ」ウインドウで「変更」をクリックして、「フ 
ルコンピューター名」または「ワークグループ」を変更しまず。 



参フルコンピューター名 

ネットワーク上で、パソコンを識別するための名前です。設定するときは、 
他のパソコンと重複しないように、半角英数字 ] 5文字内で名前を付け 
てください。機種名やパソコンの使用者名などをフルコンピューター名に 
設定すると、識別しやすくなります。 

•ワークグループ 

ネットワークにつなびったパソコンの集まりを表します。複数のパソコン 
に共通のワークグループの名前を付けると、同じネットワークにつなびっ 
ている「仲間」として、ネットワーク上でファイルやプ U ンターの共有び 
行えます。 

ワークグループは、半角英数字 ] 5文字 iU 内で好さな名前を付けることび 
でさます。通常、ネットワークを組むときは、各パソコンに同じワークグ 
ループを設定して<ださい。 

4 「0K」 をクリックしまず。 

再起動を確認するメッセージび表示された場合は、画面の指示に従って再起動 
してください。 


無線 LAN 


無線 LAN 搭載機種のみ 

無線 LAN でインターネットに接続する方法については、0『取扱説明書』一「セッ 
トアップする」一「インターネットの設定をする」一「無線 LAN でインターネッ 
卜に接続する」をご覧ください。 

無線 LAN をお使いになるうえでのミ主意 


ここでは、無線 LAN をお使いになるうえで注意していたださたいことについて説 
明しています。 

お使いのパソコンに搭載されている無線 LAN の種類をご確認ください。お使いの 
機種に搭載されている無線 LAN の種類は、「仕様確認表」（一 P .5) でご確認いた 
だけます。 
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補足情報 


■ 無線 LAN 製品ご使用時におけるセ丰ュリティに関ずる注意 



► お客様の権利（プライバシー保護）に関する重要な事項です。 

無線 LAN では、 LAN ケーブルを使用する代わりに、電波を利用してパソコンなど 
と無線 LAN アクセスポイント（ワイヤレス LAN ステーション、ワイヤレスブ□一 
ドバンドルーターなど）間で情報のやり取りを行うため、電波の届く範囲であれば 
自由に LAN 接続び可能であるという利点びあります。 

その反面、電波はある範囲内であれば障害物（壁など）を越えてすべての場所に届 
くため、セキュリティに関する設定を行っていない場合、次のような問題び発生す 
る可能性びあります。 

♦通信内容を盗み見られる 
悪意ある第兰者び、電波を故意に傍受し、 

• ID やパスワードまたはクレジットカード番号などの個人情報 
-メールの内容 

などの通信内容を盗み見られる可能性びあります。 

• 不正に侵入される 

悪意ある第兰ちび、無断で個人や会社内のネットワークへアクセスし、 

-個人情報や機密情報を取り出す（情報漏洩） 

•特定の人物になりすまして通信し、不正な情報を流す（なりすまし） 

•傍受した通信内容を書さ換えて発信する（改ざん） 

-コンピューターウイルスなどを流しデータやシステムを破壊する（破壊） 
などの行為をされてしまう可能性びあります。 


本来、無線 LAN アクセスポイントやパソコンに搭載されている無線 LAN は、これ 
らの問題に対応するためのセキュリティのしくみをもっています。 

そのため、別途ご購入された無線 LAN アクセスポイントなどの無線 LAN 製品の、 
セキュリティに関する設定を正しく行うことで、これらの問題び発生する可能性を 
少なくすることびでさます。 

しかし、無線 LAN アクセスポイントなどの無線 LAN 製品は、ご購入時の状態では 
セキュリティに関する設定び施されていない場合びあります。 

上記のようなセキュ U ティ問題び発生する可能性を少なくするためには、無線 LAN 
アクセスポイントなどの無線 LAN 製品に添付されている取扱説明書に従い、これ 
らの製品のセキュ U ティに関するすべての設定を必ず行ってください。 

なお、無線 LAN の仕様上、特殊な方法によりセキュリティ設定び破られることわ 
あり得ますので、ご理解のうえ、ご使用ください。 

セキュリティの設定などについて、お客様ご自身で対処できない場合には、情±通 
パーソナル製品に関するお問い合わせ窓□」までお問い合わせください。 

当社では、お客様びセキュリティの設定を行わないで使用した場合の問題を充分理 
解したうえで、お客様ご自身の判断と責任においてセキュリティに関する設定を行 
い、製品を使用することをお勧めします。 

セキュリティ対策を施さず、あるいは、無線 LAN の仕様上やむを得ない事情により 
セキュ U ティの問題び発生した場合、当社は、これによって生じた損害に巧する責 
任を負いかねます。 
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補足情報 


■曰 GHz 帯のチヤンネル（周液数帯）の種類 

「IEEE 802.11 a / b / g / n 準拠の無線 LAN 」 を搭載した機種をお使いの場合は、 
己 GHz 帯を利用した無線 LAN を使用できます。 

日 GHz 帯を利用した無線 LAN には、 W 日2、 W 日3、 W 56 という3種類のチヤン 
ネル（周波数帯）びあります。これは、2007年]月 3] 曰および2005年日月 
] 6曰に総務省により発表された「電波法施行規則の一部を改正する省令」により、 
日 GHz 帯のチャンネル（周波数帯）の変更と、新チャンネルの追加び行われたため 
です。 


IEEE 802.11 b/g 

I 

回 

IEEE 802.1 1 a 

W52W53 W56 


^^oint 

► アドホック通信の場合は 

このパソコンのアドホック通信では、己 GHz 帯を使用でさません。 

►「IEEE 802.11 a / b / g / n 準拠の無線 LAN 」 を搭載した機種をお使いの 
場合は 、 IEEE 802.1 In では、 2.4 GHz /5 GHz 両方の周波数帯のチヤ 
ンネルを使用します。 


■ 電波放射の環境への影響 

•このパソコンは、他の高周波デバイス同様に、高周波エネルギーを放出していま 
すび、このパソコンび放出するエネルギーのレベルは、例えば携帯電話のような 
無線デバイスび放出する電磁エネルギーよりはるかに低く抑えられています。 

• このパソコンは、高周波安全基準および勧告のガイドライン内で動作するため、 
本製品の使用者に巧し、安全性を確信しています。本基準および勧告は、科学巧 
の統一見解を反映しており、研究班の審議および広範な研究文献を継続的に調査 
し解釈する科学者たちの委員会を根本としています。 

♦ある状況や環境において、このパソコンの使用は、建物の所有者や団体の責任あ 
る代表ちにより制限されることびあります。例えば、下記にあげる場合です。 
•他のデバイスやサービスに対し干渉の危険びある環境での使用 

♦特定の団体や環境（例えば空港）で無線デバイスの使用に適用される方針び明確 
にわからない場合は、機器の電源を入れる前に本製品の使用許可について問い合 
わせをして < ださい。 

■ 電液放射の人体への影響 

このパソコンから放射される出カパワーは、例えば携帯電話び放射する電波のレべ 

ルよりはるかに低くなっています。それでを、このパソコンは、通常の動作中に人 

間の接触に対し電位び最小限にとどめられるように使用されなくてはなりません。 

使用中はこのパソコンのアンテナ部分に極力触れないでください。 

無線 LAN アンテナの場所については、0阳又扱説明劃一「各部の名称と働き」を 

ご覧ください。 
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■ 無線 LAN による通信を巧うためのま意 

♦「IEEE 802.1 ] a / b / 呂 / n 準拠の無線 LAN 」 を搭載した機種をお使いの場合、電波 
法の定めにより W 日6のチャンネルは屋外でご利用になれますび、 W 日2、 W 53 
のチャンネルは屋外でご利用になれません。このパソコンに内蔵の無線 LAN を 
日 GHz 帯でご使用になる場合、特定のチャンネルの電波の発信を停止することは 
でさないため、屋外ではご利用になれません。 

•このパソコンは、日本国内での無線規格に準拠し、認定を取得しています。日本 
国内でのみお使いいただけます。また、海外でご使用になると罰せられることび 
あ0ます。 

• 航空機内での使用は、各航空会社に事前にご確認ください。 

• IEEE 802.1]呂と IEEE 802.1 ] b わくミ屋在する環境では 、 IEEE 802.1]呂は IEEE 
802.1 lb との互換性をとるため 、 IEEE 802.1 Ig 本来の性能び出ない場合び 
あります 。 IEEE 802.1]呂本来の性能び必要な場合は 、 IEEE 802.1 Ig と IEEE 
802.1 lb を別の無線 LAN ネットワークにし、使用しているチャンネルの間隔 
を日チャンネル上空けてお使いください。 

• このパソコンの使用中、特に無線 LAN で通信中はアンテナ部分に極力触れないで 
ください。通信性能び低下する場合びあります。 

また、このパソコンを設置する場合には、周囲び金属などの導体（電気を通しや 
すいもの）ででさている場所を避けてください。通信性能び低下し、設置環境に 
よつては通信でさなくなることびあります。 

無線 LAN アンテナの場所については、0阳又扱説明書』一「各部の名称と働を」 
をご覧ください。 

• このマニュアルに従わずに設定したり使用したりすると、無線通信に有害な干渉 
を生じることびあります。 


• このパソコンびラジオ、テレビの受信機に有害な干渉を与える原因となっている 
場合は（このパソコンの電源を入/切することで原因となっているかび判別でさ 
ます）、次の方法で干渉を取り除くようにしてください。 

-このパソコンと受信機の距離を離す 

-受信機を接続しているコンセントと別系統回路のコンセントにこのパソコンを 
接続する 

-経験のあるラジオ/テレビ技術者に相談する 
♦ このパソコンの不正な改造は行わないで<ださい。不正な改造により発生した、 
ラジオやテレビへの干渉についての責任は負いません。 

♦近くに他のチャンネルを使用している無線 LAN 機器びある場合、干渉により本来 
の性能び出ない場合びあります。この場合、他のチャンネルを使用している無線 
LAN 機器と使用しているチャンネルの間隔を空けるように変更して、干渉の影響 
び最ルとなるチャンネルでお使いください。それでも解決しない場合は、他の 
チャンネルを使用している無線 LAN 機器から 3 m 上離して干渉の影響び最小 
となる場所でお使いください。 


■ 良好な通信を巧うために 

•パソコン本体と通信相手の機器との推奨する最大通信距離は、次のとおりです。 


無線 LAN の種類 

推奨する最大通信距離 

IEEE 802.1 ]a 準拠 

見通し半径] 5 m 内 

IEEE 802.1 lb . IEEE 802.]] 呂準拠 

見通し半径 25 m 内 

IEEE 802.1 ]n 準拠 

見通し半径 50 m 内 


ただし、無線 LAN の特性上、ご利用になる建物の構造•材質、障害物、ソフトゥェ 
ア、設置状況、電波状況などの使用環境により通信距離は異なります。また、通信 
速度の低下や通信不能となる場合もありますのであらかじめご了承ください。 
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♦パソコン本体は、他の電気機器から離して設置してください。パソコン本体と電 
源び入った電気機器を近づけていると、正常に通信できなかったり、電気機器の 
障害になったり することび あります。正常に通信でさない場合は、使用するチヤ 
ンネルや使用場所を変更してください。特に、電子レンジなどの強い高周波エネ 
ルギーを出す機器の使用時は、影響を受けやすく、正常に通信できないことがあ 
ります。 

♦放送局や無線機などび近く、正常に通信でさないとさは、パソコン本体の設置場 
所を変えてみて<ださい。周囲の電波び強すざると、正常に通信でさないことび 
あ0ます。 

♦ このパソコンの無線 LAN は、目 luetooth ワイヤレステクノ □ジー機器と同じ周波 
数帯 （2.4 GHz 帯）を使用するため、パソコン本体のお辺で目 luetooth ワイヤ 
レステクノ□ジー機器を使用すると電波干渉び発生し、通信速度の低下や接続不 
能になる場合びあります。 

• Bluetooth ワイヤレステクノ□ジー機器との電波干渉を防ぐには、次の対策を行 
うと、電波の干渉を防ぐことびでさる場合びあります。 

-目 luetooth ワイヤレステクノ□ジー機器とパソコン本体との間は ]0 m じ(上離 
して使用する。 

- Bluetooth ワイヤレステクノ□ジー機器の電源を切る。 

( Bluetooth ワイヤレステクノ□ジー機器を内蔵している場合や、単独で電源 
を切れないちのを除 <) 

-目 luetooth ワイヤレステクノ□ジー機器の電波を、ユーティリティを使って停 
止する （ Bluetooth ワイヤレステクノ□ジー機器を内蔵している場合)。 

- 「IEEE 802.11 a / b / g / n 準拠の無線 LAN 」 を搭載した機種をお使いの場合、 
無線 LAN の 5 GHz 帯を利用する（ただし利用できるのは屋内のみ)。 

•「IEEE 802.1 la / b / 呂 / n 準拠の無線 LAN 」 を搭載した機種をお使いの場合、己 GHz 
帯チヤンネルの W 53 (己2〜 64 ch )、 W 56 (100〜1 40 ch ) では、無線 LAN 
アクセスポイントの DFS 機能び作動した場合、 W 53/ W 56 の通信はいったん切 
断されます。 DFS 機能により、その無線 LAN アクセスポイントび再起動した場 
合は、 W 53/ W 56 外のすべての通信もいったん切断されます。 


無線 LAN の仕様 

お使いの機種に搭載されている無線 LAN の種類は、「仕様確認表」（一 P .5) でご 
確認いただけます。 

お使いの機種によって、無線 LAN の仕様び異なります。選んだ無線 LAN デバイス 
に対応した仕様をご覧ください。 

■タイプ1の無線 LAN 搭載機種の場合 


項目 

仕様 

ネットワーク種類 

IEEE 802.1 ]b 準拠 、 IEEE 802.1 ]g 準拠、 

IEEE 8日 2.1 ]n 準拠、 （ Wi - Fi ® 準拠）[を ]] 

転送レート 

DS-SS : ]] 〜] Mbps (自動切り替え） 

OFDM :150 ~ 6 Mbps 

(自動切り替え、4日 MHz 帯域幅システム/ HT 4 日時)、 

6己〜 6 Mbps 

(自動切り替え、2日 MHz 帯域幅システム/ HT 2 日時)、 

54 ~ 6 Mbps (自動切り替え、レガシーモード時） 

使用周波数 

2,4日日 MHz 〜2,483.己 MHz 

チャンネル数[を 7 ] 

IEEE 802.1 ]b 準拠：]〜] 3 ch ( DS - SS ) (その5ち ] ch を使用） 
IEEE 802.11 g 準拠：]〜] 3 ch (0 FDM ) (そのうち] ch を使用） 
IEEE 802.1 ] n 準拠： 20 MHz 帯域巾畐システム （ HT 20) ( OFDM ) 
(下記のうち] ch を使用） 

2.4 GHz モード 

] 〜 13 ch 

4日 MHz 帯域幅システム ( HT 40) ( OFDM ) (下記のうち ] ch を 
使用）ほ 2 ]じ主 3 ] 

2.4 GHz モード 

[1、 引/に、 6]/[3、7]/[4、 到/[日、 9]/[6、10]/[7、 ] l]ch ほ 4] 
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項目 

仕様 

セキユ U テイ 

SSID (ネットワーク名） 

WEP (セキュ U ティキー ( WEP キ ー) : 64/128ビット）じ主己] 
VVPA - パーソナル ( WPA - PSK ) ( TKIP / AES ) 

VVPA 2 -ノ くーソナ J レ ( WPA 2- PSK ) ( TKIP / AES ) 

VVPA - エンタープライズ ( WPA ) ( TLS / PEAP ) ( TKIP / AES ) 
VVPA 2 -てンタープライズ （ VVPA 2) ( TLS / PEAP ) ( TKIP / AES ) 
IEEE 802 . IX ( TLS / PEAP ) 

無線 LAN の最大接続 
推奨台数（アドホック 
通信時） 

] 日台 LU 下[注目] 


を]: Wi - Fi ® 準拠とは、無線 LAN の相互接続性を保証する団体 「 Wi-Fi Alliance ®」 の相 
互接続性テストに合格していることを示します。 


を2 : IEEE 802.1 In では4日 MHz 帯域幅システム ( HT 40) に対応しています。 HT 4 日 
を利用するには、無線 LAN アクセスポイントも HT 4 日に対応している必要びあります。 
を3 : IEEE 802.1 In では無線 LAN アクセスポイントの設定において HT 4 日の機能を有 
効にする場合には、周囲の電波状況を確認して他の無線局に電波干渉を与えないこと 
を事前に確認してください。万一、他の無線局において電波干渉び発生した場合には、 
ただちに HT 4 日の機能を無効にしてください。 

を4: [ m 、 n ] は、2つの m および n チヤンネルの周波数帯び]つにまとまったチヤンネ 
ルを表します。 

を己： WEP による暗号化は上記ビット数で行いますび、ユーヴーび設定可能なビット数は 
固定長24ビットを弓 I いた4日ビット/1日4ビットです。 

を目 ： IEEE 802.1 In ではアドホック通信はできません。アドホック通信時は自動的にレ 
ガシーモード (IEEE 802.1 Ib/IEEE 802.11 g ) で接続されます。また、お使いに 
なる環境によっては接続可能台数び減少することびあります。 

を7:このパソコンに搭載されている無線 LAN の IEEE 8日 2.1 lb では、無線チヤンネル 
としてチヤンネル]〜 ] 3を使用しています。 

無線 LAN アクセスポイントのチヤンネルを、]〜] 3の間で設定してください。設 
定方法については、無線 LAN アクセスポイントのマニュアルをご覧ください。 


■タイプ2の無線 LAN 搭載機種の場合 


項目 

仕様 

ネットワーク種類 

IEEE 802.1 lb 準拠 、 IEEE 802.1 Ig 準拠 、 IEEE 802. ] ] n 準 
拠 （ Wi - Fi ® 準拠）[を 1] 

転送レート 

DS-SS : ]] 〜] Mbps (自動切り替え） 

OFDM : 3日日〜 6 Mbps じ主 2] 

(自動切り替え、4日 MHz 帯域幅システム/ HT 4 日時)、 

130-6 Mbps [を 2] 

(自動切り替え、2日 MHz 帯域幅システム/ HT 2 日時)、 

54 ~ 6 Mbps (自動切り替え、レガシーモード時） 

使用周波数 

2,4日日 MHz 〜2,483.己 MHz 

チャンネル数[注 8] 

IEEE 802.1 ]b 準拠：]〜] 3 ch ( DS - SS ) (その5ち ] ch を使用） 
IEEE 802.11 g 準拠：]〜] 3 ch (0 FDM ) (そのうち] ch を使用） 
IEEE 802.1 ] n 準拠： 20 MHz 帯域巾畐システム （ HT 20) ( OFDM ) 
(下記のうち] ch を使用） 

2.4 GHz モ ー K 

] 〜 13 ch 

4日 MHz 帯域幅システム ( HT 40) ( OFDM ) (下記のうち ] ch を 
使用）[注 3 ][ミ主 4 ] 

2.4 GHz モ ー K 

[1、引/に、6]/[3、7]/[4、到/[己、9]/[6、]0]/[7、 ] l ] ch [を引 

セキュリティ[を 9] 

SSID (ネットワーク名） 

WEP (セキュ U ティキー ( WEP キ ー) : 64/] 28ビット）じち目] 
WPA - パーソナル （ WPA - PSK ) ( TKIP / AES ) 

VVPA 2 -ノ くーソナ J レ ( WPA 2- PSK ) ( TKIP / AES ) 

WPA - エンタープライズ （ WPA ) ( TLS / PEAP ) ( TKIP / AES ) 
VVPA 2 -てンタープライズ （ VVPA 2) ( TLS / PEAP ) ( TKIP / AES ) 
IEEE 802 . IX ( TLS / PEAP ) 

無線 LAN の最大接続 
推奨台数（アドホック 
通信時） 

] 日台！;(下ほ 7 ] 
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を]: Wi - Fi ® 準拠とは、無線 LAN の相互接続性を保証する団体 [ Wi-Fi Alliance ®」 の相 
互接続性テストに合格していることを示します。 

を2 :受信時の速度であり、送信時の速度は HT 4 日時：1己日〜 6 Mbps . HT 20 時： 6己〜 
目 Mbps となります （UFEBOOK AH 己己日/3目 T 、 AH 己己日/ BNT のみ)。 

を3 : IEEE 802.1 In では4日 MHz 帯域幅システム ( HT 40) に巧応しています。 HT 4 日 
を利用するには、無線 LAN アクセスポイントも HT 4 日に対応している必要びあります。 

を4: IEEE 802.1 ] n では無線 LAN アクセスポイントの設定において HT 4 日の機能を有 
効にする場合には、周囲の電波状況を確認して他の無線局に電波干渉を与えないこと 
を事前に確認してください。万一、他の無線局において電波干渉び発生した場合には、 
ただちに HT 4 日の機能を無効にしてください。 

を己： [ m 、 n ] は、2つの m および n チヤンネルの周波数帯び]つにまとまったチヤンネ 
ルを表します。 

を6: WEP による暗号化は上記ビット数で行いますび、ユーヴーび設定可能なビット数は 
固定長24ビットを弓 I いた4日ビット/1日4ビットです。 

を7 : IEEE 802.1 In ではアドホック通信はできません。アドホック通信時は自動的にレ 
ガシーモード (IEEE 802.1 Ib/IEEE 802.11 g ) で接続されます。また、お使いに 
なる環境によっては接続可能台数び減少することびあります。 

を8:このパソコンに搭載されている無線 LAN の IEEE 8日2.] ] b では、無線チヤンネル 
としてチヤンネル]〜 ] 3を使用しています。無線 LAN アクセスポイントのチヤン 
ネルを、]〜] 3の間で設定してください。設定方法については、無線 LAN アクセ 
スポイントのマニュアルをご覧ください。 

を9 : IEEE 802.1 ] n で接続するためには、パスフレーズ ( PSK ) を AES に設定する必 
要びあります。 


■タイプ3の無線 LAN 搭載機種の場合 


項目 

仕様 

ネットワーク種類 

IEEE 802.1 la 準拠 、 IEEE 802.1 lb 準拠 、 IEEE 802. ] ] g 準 
拠 、 IEEE 802.1 In 準拠、（己 GHz 帯®チヤンネ J レは W 52/ W 53 / 
W 己目です） （ Wi - Fi ® 準拠）じ主 1] 

転送レート 

DS-SS : ]] 〜] Mbps (自動切り替え） 

OFDM : 3日日〜 6 Mbps 

(自動切り替え、4日 MHz 帯域幅システム/ HT 4 日時)、 

13日〜 6 Mbps 

(自動切り替え、2日 MHz 帯域幅システム/ HT 2 日時)、 

54 ~ 6 Mbps (自動切り替え、レガシーモード時） 

使用周波数 

2,4日日 MHz 〜2,483.己 MHz 

己，1日日 MHz 〜己，34日 MHz 

己，46日 MHz 〜己，74日 MHz 
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項目 

仕様 

チヤンネル数 

IEEE 802. ]] b 準拠：]〜] 3 ch ( DS - SS ) (その5ち ] ch を使用） 
IEEE 802.11 g 準拠：]〜] 3 ch (0 FDM ) (そのぅち] ch を使用） 
IEEE 802.1 la ( W 52/ W 53/ W 56) 準拠： 36/40/44/48/ 

己2/己6/60/64/100/]04/]08/] ] 2/116/120/124/ 

128/1 32/136/] 4日 ch ( OFDM ) (そのうち] ch を使用）じ主 2] 
IEEE 802.1 ]n 準拠： 

2日 MHz 帯域幅システム ( HT 20) ( OFDM ) (下記のうち ] ch を 

使用） 

己 GHz モード 

W 52 (36/40/44/48) / W 53 (己2/己 6/60/64) / W 56 (100/ 

104/1 08/1 12/1 16/1 20/1 24/1 28/1 32/1 36/1 40) かじが] 
2.4 GHz モード 

] 〜 13 ch 

4日 MHz 帯域幅システム ( HT 40) ( OFDM ) (下記のうち ] ch を 
使用）[注 3 ][注 4 ] 

己 GHz モード 

W 己2 ([36. 40] / [44、48]) / W 己3 ([己2、己 6] / [60. 64]) 
/ W 己6 ([1日日、 104] / [108. 112] / [116. 120] / [1 S 4、 
128] / [132. 136]) ch じ主 2] じ主已] 

2.4 GHz モード' 

[1、引/に、6]/に、7]/[4、8]/[己、9]/[6、]0]/[7、 ] l]ch [を己] 

セキュリティじち 7] 

SSID (ネットワーク名） 

WEP (セキュ U ティキー ( WEP キ ー) : 64/128ビット）[汪目] 
VVPA - パーソナル ( WPA - PSK ) ( TKIP / AES ) 

VVPA 2 -ノ くーソナ J レ ( WPA 2- PSK ) ( TKIP / AES ) 

VVPA - エンタープライズ ( WPA ) ( TLS / PEAP ) ( TKIP / AES ) 
VVPA 2 -てンタープライズ （ VVPA 2) ( TLS / PEAP ) ( TKIP / AES ) 
IEEE 802 . IX ( TLS / PEAP ) 

無線 LAN の最大接続 
推奨台数（アドホック 
通信時） 

] 日台 LU 下[を 8] 


注]: Wi - Fi ® 準拠とは、無線 LAN の相互接続性を保証する団体 [ Wi-Fi Alliance ®」 の相 
互接続性テストに合格していることを示します。 

注2:次のチヤンネルび使用可能です。 

- W 己2: 36 ( 己，1 80 MHz ) MO (己，200 MHz ) /44 (己， 220 MHz ) /48 (己， 240 MHz ) 

- W 己3:己2 (己， 260 MHz ) /己6 (己， 280 MHz ) /60 (己，300 MHz ) /64 (己， 320 MHz ) 

• W 56 :100 (己，己00 MHz ) /104 (己，己 20 MHz ) /108 (己，己 40 MHz ) / I 12 
(5,560 MHz ) / I 16 (己，己 80 MHz ) / I 20 (己，600 MHz ) / I 24 (己， 620 MHz ) / 
128 (己， 640 MHz ) /] 32 (己， 660 MHz ) /] 36 (己， 680 MHz ) /] 40 (己，700 MHz ) 

を 3: IEEE 8 日 2.1] n では 4 日 MHz 帯域巾畐システム ( HT 40) にタオ応してし^ます。 HT 40 
を利用するには、無線 LAN アクセスポイントも HT 4 日に対応している必要びありま 
す。 

注4 : IEEE 802.1 In を使用する際の無線 LAN アクセスポイントの設定で、 HT 4 日の機 
能を有効にする場合には、周囲の電波状況を確認して他の無線局に電波干渉を与えな 
いことを事前に確認して<ださい。万一、他の無線局において電波干渉び発生した場 
合には、ただちに HT 4 日の機能を無効にしてください。 

を己： [ m 、 n ] は、2つの m および n チヤンネルの周波数帯び]つにまとまったチヤンネ 
ルを表します。 

を6: WEP による暗号化は上記ビット数で行いますび、ユーヴーび設定可能なビット数は 
固定長24ビットを弓 I いた4日ビット/1日4ビットです。 

注7: IEEE 8日2.] ] n で接続するためには、パスフレーズ ( PSK ) を AES に設定する必 
要びあります。 

注8 : IEEE 802.1 In ではアドホック通信はできません。アドホック通信時は自動的にレ 
ガシーモード （IEEE 8日 2.1 Ib/IEEE 802.11 g ) で接続されます。また、お使いに 
なる環境によっては、接続可能台数は減少することびあります。 
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補足情報 

Bluetooth ワイヤレステクノ□ジー 

Bluetooth ワイヤレステクノ□ジー搭載機種のみ 

ここでは、 Bluetooth ワイヤレステクノ□ジーを使用する方法について説明してい 
ます。 

Bluetooth ワイヤレステクノ□ジーとは 


Bluetooth ワイヤレステクノ□ジーとは、へッドセットやモデム、携帯電話などの 
周辺機器や他の目 luetooth ワイヤレステクノ□ジー搭載のパソコンなどに、ケーブ 
ルを使わず電波で接続でさる技術です。 

Bluetooth ワイヤレステクノ□ジーの特長 

このパソコンの目 luetooth ワイヤレステクノ □ジーの主な特易ま、次のとおりです。 

• 出力 Class 2、 目 luetooth 無線規格 2.1 + EDR に準拠しています。 Bluetooth 無 
線規格 2.1 + EDR およびそれ前の規格に準拠した機器と接続び可能です。 
なお、すべての目 luetooth ワイヤレステクノ□ジー機器に接続可能なことを保 
証するものではありません。 


お要なものを用意する 


参目 luetooth ワイヤレステクノ□ジー機器 
Bluetooth ワイヤレステクノ□ジーを利用してパソコンと接続する機器です。 
Bluetooth ワイヤレステクノ□ジー機器には次のようなものびあります。お使い 
になる目的に応じてご用意ください。 

. キーボード 
-マウス 
-プリンター 
. へッドセット 
-携帯電話 

• Bluetooth ワイヤレステクノ□ジー機器のマニュアル 
お使いになる目 luetooth ワイヤレステクノ□ジー機器によって設定方法び異な 
る場合びあります。必ず目 luetooth ワイヤレステクノ□ジー機器のマニュアル 
もご覧ください。 


• 最大通信速度は 2.1 Mbps 旧 luetooth 無線規格2.] + EDR の理論上の最大値)で 
す。ただし、実際の通信速度はお使いの環境により異なります。 
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補足情報 


Bluetooth ワイヤレステクノ □ ジーを使うための設定をする 


► ペアリングコード （ PIN またはパスコード）について 

パソコンと Bluetooth ワイヤレステクノ□ジー機器の接続（ペアリン 
グ）設定をするときには、機器によっては「ペアリングコード （ PIN ま 
たはパスコード）」び必要になる場合びあります。「ペア U ングコード 
( PIN またはパスコード)」については、後述の 「 Windows ヘルプとヴ 
ポート」および Bluetooth ワイヤレステクノ□ジー機器のマニュアル 
をご覧ください。 

► プ□ファイルについて 

目 luetooth ワイヤレステクノ□ジーには「プ□ファイル」という仕様び 
あり、同じプ□ファイルをもつ目 luetooth ワイヤレステクノ□ジー機器 
どうしを接続し、そのプ□ファイルの機能を使用することびできます。 
このパソコンには、このパソコンびサポートしているプ□ファイルに対 
応した目 luetooth ワイヤレステクノ□ジー機器を使用することびでき 
ます。このパソコンびサポートしているプ□ファイルは HID 、 HCRP 、 
DUN 、 SPP 、 OPP 、 PAN 、 A 2 DP 、 AVRCP 、 HSP 、 HFP 、 FTP 、 巨 IP 
です。 


パソコンと目 luetooth ワイヤレステクノ□ジー機器を接続するためには、「デバイ 
スとプ U ンター」を使用します。 

「デバイスとプリンター」の使用方法については、 「 Windows ヘルプとヴポート」の 
「 Bluetooth デバイスを追加する」をご覧ください。 

[ Windows ヘルプとヴポート」の 「 Bluetooth デバイスを追加する」は次の手順 
で起動します。 

1 @ (スタート） ►「 ヘルプとヴポート」 ►「 亞 (ヘルプの参照）」►「/、ード 
ウェア、デバイス、ドライバー」 ►「 Bluetooth 」►「 Bluetooth デバイ 
スを追加ずる」の順にクリックしまず。 

「 Windows ヘルプとヴポート」の 「 Bluetooth デバイスを追加する」び起動 
しよ9 〇 
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補足情報 


Bluetooth ワイヤレステクノ□ジーの電波を発信する/ 

イ旱 11 す々 


パソコンに搭載されている目 luetooth ワイヤレステクノ □ジーの電波を発信/停止 
する方法について説明します。 

病院や飛行機内、その他電子機器使用の規制びある場所では、あらかじめ目 luetooth 
ワイヤレステクノ□ジーの電波を停止してください。 


パソコン本体の「ワイヤレススイッチ」と、電波の発信/停止状態は次のようにな 
ります。 


ワイヤレススイッチの状態 

Bluetooth ワイヤレステクノ□ジーの 

電波発信状態 

日 N 班 

〇発信 

OFF 

X 停止 


を ： 「Bluetooth Feature Pack 」 の設定び、「アダプターを無効にする」になって 
いると、ワイヤレススイッチの状態び 「 ON 」 のとさでも、電波発信は「停止」 
状態になります。 


^^oint 

►「Bluetooth Feature Pack 」 で「アダプターを無効にする」にしてい 
る場合には、「アダプターを有効にする」にしてください。 

「Bluetooth Feature Pack のヘルプファイル」は次の手順で起動しま 
す。 

@ (スタート） ►「すべての プ□グラム 」 ►「Bluetooth Feature Pack 
5.0」 ►「ヘルプ Bluetooth Feature Pack 己.0」 

► 省電カモードで目 luetooth ワイヤレステクノ□ジーを無効にする設定 
にしている場合は、通常モードにしてください（省電カユーテイ U テイ 
搭載機種のみ)。 


□ワイヤレススイッチで電波を発信/停止ずる 

ワイヤレススイッチの場所については、0阳又扱説明書』一「各部の名称と働さ」を 
ご覧ください。 

^^oint 

► ワイヤレススイッチで電波を発信/停止した場合、無線 LAN の電波わ、 
同時に発信/停止されます。 

1 パソコン本体のワイヤレススイッチを矢印の方向にスライドして、電 
液を発信しまず。 

[off © ON I 

(これ Lil 降のイラストは機種や状況により異なります） 

Bluetooth ワイヤレステクノ□ジーの電波の発信を開始します。 

2 パソコン本体のワイヤレススイッチを矢印の方向にスライドして、電 
波を停止しまず。 

I OFF い ON I 

Bluetooth ワイヤレステクノ□ジーの電波び停止します。 

□「Bluetooth Feature Pack 」 で電波を発信/停止ずる 

パソコン本体のワイヤレススイッチび日 N になっている状態で、目 luetooth ワイヤ 
レステクノ □ ジーの電波だけを切り替えます。 
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補足情報 

1 画面ち下の通知領域にある回をクリックし、表示された Bluet 00 th ア 
イコン 四を ちクリックし、表示されるメニューか5「アダプターを有 
効にずる」をクリックして、電波を発信しまず。 

デバィスの追加 (A) 

デバイスの巧賴を許可 (L) 

Bluetooth デバイスの表示 (D) 

ファィ信 ( S ) 

ファィ信(の 

バーソナルエリアネツトワークへ参加り） 

設をを閱く (0) 


グプターをち巧にずる (N) ) 

アイコンの削除(I) 



(これ 1 U 降の画面は機種や状況により異なります） 

2 画面ち下の通知領域にある回をクリックし、表示された Bluetooth ア 
イコン 四を ちクリックし、表示されるメニューか5「アダプターを無 
効にずる」をクリックして、電波を停止しまず。 

デバイスの ii 加 (A) 

デバイスの巧賴を許可 (L) 

Bluetooth デバイスのを示 (D) 

ファイ信 ( S ) 

ファイ信 ( R) 

パーソカレエリアネツトワークへ参加の 
話をを閱く (0) 


アダプターを無効にする (り) 

アイコンの削除(I) 



Bluetooth ワイヤレステクノ □ ジーをお使いになるうえで 
のミ主意 


ここでは、 Bluetooth ワイヤレステクノ□ジーをお使いになるうえで注意していた 
ださたいことについて説明しています。 

■ Bluetooth ワイヤレステクノ□ジーご使用時におけるセ丰ュリ 
テイに関ずるま意 



► お客様の権利（プライバシー保護）に関する重要な事項です。 

Bluetooth ワイヤレステクノ□ジーでは、電波を利用して周辺機器や他のパソコン 
との間で情報のやり取りを行うため、電波の届<範囲であれば自由に接続び可能で 
あるという利点びあります。 

その反面、電波はある範囲内であれば障害物（壁など）を越えてすべての場所に届 
くため、セキュリティに関する設定を行っていない場合、下のような問題び発生 
する可能性びあります。 

•通信内容を盗み見られる 

悪意ある第兰者び、電波を故意に傍受し、 ID やパスワード、その他の個人情報な 
どの通信内容を盗み見る可能性びあります。 

• 不正に使用される 

悪意ある第兰者び、無断で個人や会社内の周辺機器やパソコンへアクセスし、次 
の行為をされてしまうおそれびあります。 

-個人情報や機密情報を取り出す（情報漏洩） 

•特定の人物になりすまして通信し、不正な情報を流す（なりすまし） 

•傍受した通信内容を書さ換えて発信する（改ざん） 

-コンピューターウイルスなどを流しデータやシステムを破壊する（破壊） 
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補足情報 


このパソコンおよび一部の周辺機器や他のパソコンに内蔵されている目 luetooth ワ 
イヤレステクノ□ジーは、これらの問題に対応するためのセキュリティのしくみを 
ちっています。 

そのため、別途ご購入された目 luetooth ワイヤレステクノ□ジー搭載の周辺機器や 
他のパソコンびセキュリティのしくみをもっている場合、セキュ U ティに関する設 
定を正しく行うことで、これらの問題び発生する可能性を少なくすることびでさま 
す。しかし、 Bluetooth ワイヤレステクノ□ジー内蔵の周辺機器や他のパソコンは、 
ご購入時の状態ではセキュリティに関する設定び施されていない場合びあります。 
上記のようなセキュリティ問題び発生する可能性を少なくするためには、周辺機器 
や他のパソコンに添付されている取扱説明書に従い、これらの製品のセキュ U ティ 
に関するすべての設定を必ず行ってください。 

なお、目 luetooth ワイヤレステクノ□ジーの仕様上、特殊な方法によりセキュリ 
ティ設定び破られることわあり得ますので、ご理解のうえ、ご使用ください。 

セキュリティの設定などについて、お客様ご自身で対処できない場合には、情±通 
パーソナル製品に関するお問い合わせ窓□」までお問い合わせください。 

当社では、お客様びセキュリティの設定を行わないで使用した場合の問題を充分理 
解したうえで、お客様ご自身の判断と責任においてセキュ U ティに関する設定を行 
い、製品を使用することをお勧めします。 

セキュリティ対策を施さず、あるいは、目 luetooth ワイヤレステクノ□ジーの仕様 
上やむを得ない事情によりセキュリティの問題び発生した場合、当祉よ、これによっ 
て生じた損害に対する責任を負いかねます。 


■ Bluetooth ワイヤレステクノ□ジーによる通信を行うための注意 

•パソコン本体と通信相手の機器との推奨する最大通信距離は、見通し半径1 
内（出力 Class 2 の最大値）です。 

ただし、目 luetooth ワイヤレステクノ□ジーの特性上、ご利用になる建物の構 
造•材質、障害物、ソフトウェア、設置状況、電波状況などの使用環境により通 
信距離は異なります。また、通信速度の低下や通信不能となる場合わありますの 
であらかじめご了承ください。 

• このパソコンの目 luetooth ワイヤレステクノ□ジー用アンテナは、パソコン本体 
に内蔵されています。このパソコンの使用中、特に目 luetooth ワイヤレステク 
ノ□ジーの通信中はアンテナ部分に極力触れないでください。通信性能び低下す 
る場合びあります。 

また、このパソコンを設置する場合には、周囲び金属などの導体（電気を通しや 
すいもの）ででさている場所を避けてください。通信性能び低下し、設置環境に 
よっては通信でさなくなることびあります。 

Bluetooth ワイヤレステクノ□ジー用アンテナの場所については、0阳又扱説明 
書』一「各部の名称と働さ」をご覧ください。 

♦パソコン本体は、他の電気機器から離して設置してください。パソコン本体と電 
源び入った電気機器をおづけていると、正常に通信できなかったり、電気機器の 
障害になったりすることびあります。正常に通信でをない場合は、使用場所を変 
要してください。特に、電子レンジなどの強い高周波エネルギーを出す機器の使 
用時は、影響を受けやすく、正常に通信でさないことびあります。 

•放送局や無線機などびおく、正常に通信できないとをは、パソコン本体の設置場 
所を変えてみて<ださい。周囲の電波び強すざると、正常に通信でさないことび 
あ0ます。 

• 目 luetooth ワイヤレステクノ□ジーは IEEE 802.11 bJEEE 802.1]呂や IEEE 
802.] ] n の 2.4 GHz 帯規格の無線 LAN と同じ周波数帯の電波を使用します。 
そのため、ご使用の状態によっては無線 LAN と目 luetooth ワイヤレステクノ〇 
ジーの 電波び干渉し、他のパソコンなどとの通信速度び低下したり、目 luetooth 
ワイヤレステクノ□ジーで接続したワイヤレスへッドホンなどの音質び悪く 
なったりする場合びあります。 


6. 通信 


90 



補足情報 

• 無線 LAN 機器との電波干渉を防ぐには、次の巧策を行うと、電波の干渉を防ぐこ 
とびでさる場合びあります。 

-無線 LAN 機器とパソコン本体との間は] Om じ(上離して使用する。 

-無線 LAN 機器の電源を切る。 

-無線 LAN 機器の電波を、ユーティリティを使って停止する D 

-無線 LAN の日 GHz 帯を利用する（ただし利用できるのは屋内のみ)。 

• このパソコンに US 目アダプタ型などの他の目 luetooth ワイヤレステクノ〇ジー 
機器を取り付けて、同時に使用しないでください。 

■ 電液放射の環境への 影響 

•このパソコンは、他の高周波デバイス同様に、高周波エネルギーを放出していま 
すび、このパソコンび放出するエネルギーのレベルは、例えば携帯電話のような 
無線デバイスび放出する電磁エネルギーよりはるかに低く抑えられています。 

• このパソコンは、高周波安全基準および勧告のガイドライン内で動作するため、 
このパソコンの使用者に巧し、安全性を確信しています。本基準および勧告は、 
科学界の統一見解を反映しており、研究班の審議および広範な研究文献を継続的 
に調査し解釈する科学者たちの委員会を根本としています。 

♦ある状況や環境において、このパソコンの使用は、建物の所有者や団体の責任あ 
る代表ちにより制限されることびあります。例えば、下記にあげる場合です。 

-他のデバイスやサービスに巧し干渉の危険びある環境での使用 

♦特定の団体や環境（例えば空港）で無線デバイスの使用に適用される方針び明確 
にわからない場合は、機器の電源を入れる前にこのパソコンの使用許可について 
問い合わせをしてください。 

■ 電波放射の人体への 影響 

♦ このパソコンから放射される出カパワーは、例えば携帯電話び放射する電波のレ 
ベルよりはるかに低くなっています。それでも、このパソコンは、通常の動作中 
に人間の接触に対し電位び最小限にとどめられるように使用されなくてはなり 
ません。使用中はこのパソコンのアンテナ部分に極力触れないでください。 


■ 干渉に関ずる注意 

• このマニュアルに従わずに設定したり使用したりすると、無線通信に有害な干渉 
を生じることびあります。 

• このパソコンびラジオ、テレビの受信機に有害な干渉を与える原因となっている 
場合は（このパソコンの電源を入/切することで原因となっているかび判別でさ 
ます）、次の方法で干渉を取り除くようにしてください。 

-このパソコンと受信機の距離を離す 

-受信機を接続しているコンセントと別系統回路のコンセントにこのパソコンを 
接続する 

-経験のあるラジオ/テレビ技術者に相談する 

• このパソコンの不正な改造は行わないで<ださい。不正な改造により発生した、 
ラジオやテレビへの干渉についての責任を負いません。 
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7. スリープ / 休止が態 


スリープ/休止が態とは 


このパソコンは、 Windows を終了することなく消費電力を抑える省電力機能を使 
うことがでをます。 

省電力機能には、次のような機能びあります。 

♦パソコンびバッテリで動作するときは、 AC アダプタで動作しているときよりも 
液晶ディスプレイを暗めに調整する。 

♦ 一定時間パソコンを操作しないとスリープや休止状態に切り替わり、消費電力を 
節約する。 

• 省電カモードで消費電力を節約する（省電カユーティ U ティ搭載機種のみ)。 
省電カモードについては、「省電カユーティリティ（搭載機種のみ)」（一 P .97) 
をご覧ください。 

スリープ 


パソコンの電源を切らずに、作業中のデータなどをメモ U に保存してパソコンを待 
機状態にすることです。スリープ中は、メモリに保存したデータなどを保持するた 
めに少しずつ電力を消費しています。ご購入時の設定では、スリープしてから一定 
時間経過するか、バッテリの残量び少なくなると、データなどの保存先をメモ U か 
ら八ードディスクに切り替えて、パソコンの電源を切るようになっています。 

スリープへ切り替える操作については、ご]『取扱説明書』 一 「取り扱い」 一 「電源を 
入れる/切る」一「スリープにする/復帰させる」をご覧ください。 


休止状態 


作業中のデータなどを八 ー ドディスクに保をして、パソコン本体の電源を切ること 
です。そのため、ス U —プよりも待機状態にしたり復帰（レジューム）したりする 
ための時間び長<なりますび、消費電力は削減されます。 

■ 休止状態に切り替える操作 

•曾 (スタート） ► tea 励ぉ4 」|。1の闷 ►「休止 状態」の順にクリックします。 

ディスプレイの表示び消え休止状態になります。 

• 液晶ディスプレイを閉じます。 

このパソコンは、ご購入時の状態では、液晶ディスプレイを閉じるとスリープへ 
切り替わるように設定されています。液晶ディスプレイを閉じたとさに休止状態 
になるように設定するには、「電源ボタンを押したときと、液晶ディスプレイを 
閉じたときの省電力機能を変更する」(- P .95) をご覧ください。 
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補足情報 


スリープ/休止が態にずるうえでの注意 

♦パソコンをお使いの状況によっては、スリープや休止、復帰（レジューム）に時 
間びかかる場合びあります。 

♦スリープや休止状態にした後、すぐに復帰（レジューム）しないでください。必 
ず、] 0秒じ(上たってから復帰（レジューム）するようにしてください。また、 
再度スリープや休止状態にする場合は、復帰（レジューム）させた後、必ず] 0 
秒じ(上たってから、スリープや休止状態にするようにしてください。 

• 接続している周辺機器のドライバーび正しくインス I -ールされていない場合、ス 
リープや休止状態にならないことびあります。 

♦スリープや休止状態、復帰（レジューム）のとさに、画面に一瞬ノイズび発生す 
る場合びありますび、故障ではありません。 

♦ネットワーク（インターネットなど）に接続中は、ス U —プや休止状態にしない 
ことをお勧めします。お使いの環境によっては、ネットワーク（インターネット 
など）への接続び正常に行われない場合びあります。 

なお、ご購入時の状態では、一定時間パソコンを操作しないとスリープになるよ 
うに設定されています。「電源オプション」ウィンドウで、設定の変更を行って 
ください。 

• スリープ中は、周辺機器の取り付け/取り外しをしないでください。 

•別売の US 目マウス接続時に、 [ Fn ] + [ F 4] キーを使ってフラットポイントを無 
効にしても、復帰（レジューム）するとフラットポイントび有効になります。 

♦テレビの視聴中は、スリープや休止状態になりません。（テレビチューナー搭載 
機種のみ） 

♦周辺機器を接続した状態で休止状態にすると、復帰（レジューム）するときに周 
辺機器の情報び初期化されるため、休止状態にする前の作業状態に戻らないこと 
びあります。 


• 次の場合は、ス U —プや休止状態にしないでください。 

•日 S の起動処理中または終了処理中 

•パソコンび何か処理をしている最中（プリンター出力中など)、および処理完了 
直後 

-八ードディスクにアクセス中 

-才ートラン CD - R 日 M / DVD - ROM (セットすると自動で始まる CD - R 日 M / DVD - 
ROM ) を使用中 

-ビデオ CD や Blu-ray Disc ( Blu-「ay Disc ドライブ搭載機種のみ)、 DVD-VIDEO 
などを再生中 

-音楽 CD やゲームソフトなどのヴウンドを再生中 
-ディスクにデータを書さ込みまたは書さ換え中 

-ドライバーのインス!-ールび必要な周辺機器を取り付けて、ドライバーをイン 
ス I -ールしているとさ 
-マルチモニター機能を使用中 
. ネットワークに接続して通信中 

-デジタルテレビに表示しているとき （ HDMI 出力端子搭載機種のみ） 
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補足情報 

スリープ/休止が態の設定変更 


ここでは、省電力機能が働くまでの時間などを変更する方法を説明しています。 

ご購入時には、一定時間パソコンを操作しないと自動的に「スリープ」になるよう 
に設定されています。 

ディスクにデータを書き込むときや、 LAN を使用するときなど、必要に応じて設定 
を変更してください。 

電源プランを変更する 


ご購入時は「バランス」、「省電力」、「高パフオーマンス」の3つの電源プランび用 
意されています。 

1 @ (スタート） ►「 コント□-ルパネル」 ►「 システムとセ夺ュリテイ」 
► r 電源オプション」の順にクリックしまず。 

「電源オプション」ウインドウび表示されます。 

2 お使いになるが況に適した電源プランの ◎ をクリックして 择 にしまず。 



「高パフ オー マンス」 
を選択する場合は、 
「追加のプランを表示 
します」の®をク 
U ツクして「高パ 
フ オー マンス」を表 
示させます。 


3 ^ をクリックしまず。 

なお、各電源プランにある「プラン設定の変更」をクリックすると、各プランの設 
定を変更することびでさます。 



► テレビ視聴時には、電源プランを「バランス」か「高パフオーマンス」 
にしてください（テレビチューナー搭載機種のみ)。 

► 電源プランを「高パフオーマンス」に設定すると、バッテリ駆動時間び 
短くなります。 

スリープになるまでの時間を変更する 


1 @ (スタート） ►「 コント□-ルパネル」 ►「 システムとセ夺ュリテイ」 
► r 電源オプション」の順にクリックしまず。 

「電源オプション」ウインドウび表示されます。 

2 「電源オプション」ウインドウ左の「コンピューターがスリープ態に 
なる時間を変更」をクリックしまず。 
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補足情報 

3 「コンピューターをスリープ態にずる」の設定を変更しまず。 


@〇 承 


1 で - r 回- l uey 


► ttS ブプシ3ン ► プランまの* QS 


' 1 ♦， ) I 」ント- 


巧のブランの巧壬の巧®:バラシス 

おあゆコンピユーターで併す《スリ ーTtt* とデイスブレイの鉛 S 道巧して < だれ、 


〇 デイスプレイを g くする： 
£1 テイスブレイの SSS 巧る： 


防 


=5] 也 


[10 巧 


，| [10 巧 


ーター t スソープな*にする： 


f プランの巧るミを， S: 


巧巧ち！巧主の夕更に） 

このプ5ンで身ミのをミを宗ミド） 



4 「変更の保存」をクリックしまず。 

^^oint 

► 設定を元に戻す 

変更した設定は次の手順で元に戻すことびでさます。 

1. 「電源オプション」ウインドウ左の「コンピューターびス U —プ状 
態になる時間を変更」をクリックします。 

2. 「このプランの既定の設定を復元」をク U ックします。 

3. 「はい」をクリックします。 

4. ^ をクリックします。 


電源ボタンを押したときと、液晶ディスプレイを閉じたと 
さの省電力機能を変更する 


パソコン本体の電源ボタンを押したとさや、液晶ディスプレイを閉じたとさに働く 
省電力機能は、次の手順で変更することびできます。 

なお、ご購入時の状態では、次のように設定されています。 

♦ 電源ボタンを押したとさ：スリープ状態 
• 液晶ディスプレイを閉じたとさ：スリープ状態 

1 曾 （スタート） ►「 コント□-ルパネル」 ►「 システムとセ夺ユリティ」 
► r 電源オプション」の順にクリックしまず。 

「電源オプション」ウィンドウび表示されます。 

2 「電源オプション」ウィンドウ左の「電源ボタンの動作の選択」または 
「カバーを閉じたときの動作の選択」をクリックしまず。 

-電源ボタンを押したとさの動作を変更する場合は、「電源ボタンの動作の選 
択」をクリックします。 

-液晶ディスプレイを閉じたとさの動作を変更する場合は、「カバーを閉じた 
とさの動作の選択」をクリックします。 


嘗い ，み* 


システムとたキユリテイ ► 巧反イブシ3ン 


- ] I r 3 ン ^"D— ィレパネ ^^3^>^ 


コント □ —ルノ t ネルホーム 

スリーブ招を時のノなワード 
巧巧 _ 

巧巧でタンの巧巧の S 巧 


を站 G たとさのか巧の 1 


(巧で‘ 

。八一 


公 S プランの巧ぶ 
} デイスブレイのモ巧を巧る時 
W0>fS 志 

>コシビユーターがス U— プ巧 
贈になる6巧を巧ち 


巧 S ブランの巧巧 

巧35ブラシによつてコンピユーターのパフブーマンスを S 六にしをり、を力を節巧した0できまず. 
プランを巧巧してアクティブにするか、ブランを巧巧してかろ6力技ホを巧ちすることでカスタマイ 
スして<だミい • 泄巧ブ5ンのな巧 

プランはバジテリメーターに S 示されます 
バラシス（が巧） 

八ードウエアでヴポートされてI 
ぞ巧〇ます. 


プランを去のをミ 
、旨巧的にパフォーマンスとが巧 a のバランス 


-奋ノ C フブーマンス 

/くフブーマシスを巧免しますが、巧力のおちげ任无る巧おをがわ0ます. 


坦な!のブランを巧をします 


S 人游 
WirxJows モビ 
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補足情報 

3 電源ボタンとカバーの設定の項目を「休止状態」または「スリープ状 
態」に変更しまず。 



にの画面は機種や状況より異なります) 


な oint 

► パソコンびスリープから復帰（レジューム）するとき、あらかじめ 
Windows に設定してあるパスワードの入力を必要とすることで、この 
パソコンのセキュリテイを高めることびできます。 

指紋認証で指紋情報を登録しておくと、パスワード入力を省略すること 
ができます（指紋センサー搭載機種のみ)。 

1. 「現在利用可能ではない設定を変更します」をクリックします。 

2. 「ユーヴーアカウント制御」ウインドウで「続衍をクリックします。 
標準ユーヴーで Windows に□グオンしている場合は、管理者アカ 
ウントのパスワードを入力し、 「0 K 」 をクリックします。 

3. 「パスワードを必要とする（推奨)」の左の◎をク U ックしてをに 
しふ 〇 


4 「変更の保存」をクリックしまず。 
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8 ■省電カ ユーテイリテイ （搭載機種の み) 


この章は、省電カユーテイリテイ搭載機種の方のみお読みください。 

r 省電カユーテイリテイ」とは 


「省電カユーティリティ」とは、「省電カモード」を使い、パソコン本体の動作を中 
断させずに消費電力を抑えることがでさるソフトウェアです。 

ここでは、このパソコンで使える「省電カユーティリティ」を使った「省電カモー 
ド」について説明しています。 


省電カモード 

一部の機能の使用を制限することで、パソコン本体の動作を中断させずに、消費電 
力を抑えることびでさます。 

そのため、パソコン本体の動作を中断させるスリープや、休止状態ほどパソコンの 
消費電力は節約でさません。 

■ 次の機能により消費電力が節約されまず 

• オーディオをミュートにする。 

• 液晶ディスプレイの明るさを変更する。 

• LAN (有線 LAN ) を使用できなくする。 

■ お使いの機種に応じて、次の機能により消費電力が節約されまず 

• 無線 LAN を使用でさなくする。 

• Bluetooth ワイヤレステクノ□ジーを使用できなくする。 

• ダイレクト-メモ U —ス□ットを使用でさなくする。 

• ExpressCard ス□ットを使用できなくする。 

• スーパーマルチドライブを使用でさなくする。 


• IEEE 1394 ( DV ) 端テを使用できなくする。 

• 画面のリフレッシュレートを低くする。 

♦ワンタッチボタン、フラットポイントの周囲を消打する。 

^^oint 

► Blu-ray Disc ドライブは省電カモードでも使用できます。 
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補足情報 

省電カモードにするうえでの注意 


♦ 省電カモードにする前にそれぞれの機能の使用を中止してください。 

省電カモードにすると次の機能び使用できなくなります。 

-オーディオ 
- LAN 馆線 LAN ) 

その他、お使いの機種に応じて、次の機能び使用でをなくなります。 

-無線 LAN 

- Bluetooth ワイヤレス テクノロジー 
- ExpressCard スロット 
-ダイレクト-メモリース□ット 
-スーパーマルチドライブ 
- IEEE 1394 ( DV ) 端テ 

• 省電カモードにする前に、マルチモニター表示を解除してシングルディスプレイ 
表示に切り替えてください。 

• 才ーディオをミュートにする設定になっている場合、省電カモードにすると省電 
カモードの間はスピーカーから音び聞こえません（ミュートになっています）。 
•省電カモードにすると画面の明るさび「省電カユーティリティ」で設定された状 
態になります。 

省電カモードに設定後も、キーボードで画面の明るさを調節でをます。 

調節方法については、0阳巧及説明書』一「取り扱い」一「画面の明るさ」をご覧 
ください。 

• 省電カモードにすると ExpressCard ス□ットび無効になる設定をしている場合 
は、省電カモードから通常モードに切り替えるとさに、必ず ExpressCard ス 
□ットからカードを抜いてください （ LIFE 目日日 K AH 700 シリーズ、 LH シリー 
ズのみ)。 

ExpressCard を使うときは、省電カモードから通常モードに戻してから再度 
セツトしてください。 


• 省電カモードにすると内蔵スーパーマルチドライブ ユニッ トの電源び切れる設 
定にしている場合は、省電カモード時には CD / DVD 取り出しボタンを押しても 
内蔵スーパーマルチドライブ ユニッ トのトレイは開をません ( LIFE 目日日 K SH シ 
リーズ、 PH シリーズのみ)。 

ディスクの取り出しは通常モードで行ってください。 

♦省電カモードにするとリフレッシュレートを変更する設定になっている場合は、 
「省電カユーティ U ティ」で設定された状態になります。 

省電カモードに設定後ち「コント□ールパネル」の「画面の設定」で変更するこ 
とびでさます。 



► 省電カモードの状態は、画面ち下の通知領域にある 回を クリックし、表 
示された「省電カユーティリティ」のアイコンの色で確認することびで 
さます。省電カモードのとをは、アイコンびカラーで表示されます。 

省電カモードのとを 通常モードのとさ 



(画面は機種や状況により異なります) 
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補足情報 

省電カモードの使い方 


省電カモードに切り替える 


■ ECO (エコ） ボタンを使う 

1 Windows が起動しているときに ECO (エコ） ボタンを押しまず。 

ECO (エコ）ボタンの場所については、0阳ス扱説明書』一「各部の名称と働 
き」をご覧ください。 

LIFE 目 00 K AH 530 シリーズ、 LH 520/3 目は、 【 Fn 】 +【川】キーを押 
し cjN 9 〇 

「省電カモードへの切り替え」ウインドウび表示された場合は、 「0 K 」 をクリツ 
クします。 

このパソコンび省電カモードになります。 


■ r 省電カユーティリティ」のアイコンを使う 


画面ち下の通知領域にある回をクリックし、表示された「省電カユー 
ティリティ」のアイコン@をちクリックしまず。表示されたメニュー 
から 「モードの切り替え」を選択してクリックしまず。 

CD/DVD ドラィブ 
才ーディォ 
無線 LAN 
有緩固 
デイスプレイ 
リフレッシュレート 

現在のデバィス状患をま对が 

【 E- ドの切り替え间 j 

昔置た =E- ドの設を巧） 


攻 *) わ 

感‘な 笛 @ 

をを か @ 



(これ Lil 降の画面は機種や状況により異なります） 


「省電カモードへの切り替え」ウインドウび表示された場合は、 「0 K 」 をクリツ 
クします。 

「省電カユーテイ U テイ」のアイコン@び カラー® になり、このパソコンび 
省電カモードになります。 
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補足情報 


通常モードに切り替える 


■ ECO (エコ）ボタンを使う 

1 省電カモードのときに ECO (エコ） ボタンを押しまず。 

ECO (エコ）ボタンの場所については、ご]阳巧及説明書』一「各部の名称と働 
き」をご覧ください。 

LIFE 目 00 K AH 530/3 A 、 LH 己20/3目は、 【 Fn 】 + 【 F ] ]】キーを J 甲します。 
「通常モードへの切り替え」ウィンドウび表示された場合は、「日に」をクリツ 
クします。 

通常モードに戻ります。 


■ r 省電カユーティリティ」のアイコンを使う 

1 画面ち下の通知領域にある回をクリックし、表示された「省電カユー 
ティリティ」のアイコン 0 をちクリックしまず。表示されたメニュー 
から 「モードの切り替え」を選択してクリックしまず。 



(画面は機種や状況により異なります） 

「通常モードへの切り替え」ウィンドウび表示された場合は、「日に」をクリッ 
クします。 

「省電カユーテイ U テイ」のアイコン 1® びグレー@になり、通常モードに戻 
ります。 
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補足情報 

省電カモードの設定変更 


「省電カユーティリティ」の各機能を設定することで、より少ない電力でパソコンを 
使用することがでさます。 

設定方法について、詳しくは「省電カユーティリティ」のヘルプをご覧ください。 
「省電カユーティリティ」のヘルプは、 @ (スタート） ►「すべての プ□グラム」 ►「省 
電カユーティリティ」 ► 「ヘルプ」の順にクリックして表示します。 

省電カモードの設定を変更する 


省電カモードの設定は、「省電カユーティリティ」の設定画面で行います。 

1 @ (スタート） ► r ずべてのプ□グラム」 ► r 省電カユーティリティ」 ► r 省 
電カモードの設定-省電カユーティリティ」の順にクリックしまず。 

「省電カユーティリティ」の設定画面び表示されます。 



次の設定ち変更でさます。 

-「省電カモードで起動する際にメッセージを表示する」 

□を回にすると、省電カモードのまま Windows の電源を切って再び 
Windows を起動したときに、メッセージを表示します。 

-「切替時に確認メッセージを表示する」 

□を回にすると、省電カモードと通常モードの切り替えのとさに、メッセー 
ジを表示します。 

-「モード切替に失敗した際にメッセージを表示する」 

□を 回 にすると、省電カモードと通常モードの切り替えに失敗した場合、 
メッセージを表示します。 

2 設定を変更したいデバイスをクリックして、省電カモード時の動作の 
設定を変更しまず。 

3 「 OK 」 をクリックしまず。 

^^oint 

► モードの切り替えを行って、通常モードの状態になってもデバイスび正 
しく動作しない場合は、「デバイスの状態を初期化」ボタンを使用して、 
各デノ くイスを初期化してください。 

デバイスの省電カモードの設定び解除され、無効になっていたデバイス 
び有効になり、画面ち下の通知領域の「省電カユーティリティ」のアイ 
コンび@になります。 

► 省電カモードに変更しても、お使いの状況によってはバッテリ駆動時間 
や消費電力び異なる場合びあります。 


(画面は機種や状況により異なります) 


8. 省電カユーテイ U テイ（搭載機種のみ) 
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補足情報 


ECO ランプの機能について 


LIFE 目日日 K SH シリーズ、 PH シリーズには、 EC 日ランプび搭載されています。 

本パソコンは、バッテリ運用時の消費電力を監視し、少ない電力で動作していると 
さに ECO ランプを点打させます。ランプび点打することで、省電力の状態で動作 
していることび確認でさ、長時間パソコンをご使用いただくためのインジケーター 
としてお使いいただくことびでさます。 

^^oint 

► このパソコンをご使用中に ECO ランプび突然消なしたり、点なしたり 
することびあります。これはソフトウエアび自動で動作することなどに 
より、パソコンの消費電力び急に増加したり、減少したりするためです。 


8. 省電カユーテイ U テイ（搭載機種のみ) 
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9. HDD プ□テクシヨン（搭載機種な 


この章は、 HDD 加速度センサー搭載機種の方のみお読みください。 

「 HDD テクシヨン」とは 

「 HDD プ□テクシヨン」とは、パソコン本体に落下の兆候などによる加速度が加 
わったことを感知して、自動的に八ードディスクドライブ ( HDD ) 内のデータを守 
る機能です。 

「 HDD プ□テクシヨン」はに hock Sensor Utility 」 で設定を変更することがで 
きます。（ご購入時にフラッシュメモリディスクを選択した場合は、 HDD 加速度セ 
ンヴーは搭載されておりません。） 


「 HDD プ□テクシヨン J の特長 


八ードディスクドライブの中では、磁気へッドび八ードディスク上のデータを読み 
書きしています。落下などによりパソコンに強い衝撃び加わると、磁気へッドや八一 
ドディスクびダメージを受け、大切なデータを一瞬で失う危険性びあります。 

「 HDD プ□テクシヨン」はパソコンに搭載されている 「 HDD 加速度センサー」に 
より、落下の兆候などによる加速度を感知し、磁気ヘッドを八ードディスクから自 
動的に退避して、磁気へッドや八ードディスクの損傷を防ぎます。 

「 HDD 加速度センサー」び加速度を感知している間は、画面ち下の通知領域にある 
に hock Sensor Utility 」 のアイコンび 目から 田に 変わり、いドディスクの磁 
気へッドを一時的に退避しました。」というメッセージび表示されます。 


9. HDD プ□テクシヨ 


八ードディスクにデータ 
び書さ込まれています。 


八ードディスク 
ドライブ 



夕の読み書さを行つ 
ています。 


落下の兆候などの加速度を感知！ 



磁気へッドび八ード 
ディスクから退避し、 
予期せめ事故から大切 
なデータを守ります。 



►「 HDD プ□テクシヨン」の有効範囲について 

すべての状況に対して八ードディスクの破損防止やデータ保護を保障 
するちのではありません。 


腊載機種のみ) 
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補足情報 

「Shock Sensor UtilityJ の使い方 

「 HDD プ□テクシヨン」は、 「 HDD 加速度センサー」がこのパソコンに加わる落下 
の兆候などの加速度を3次元（前後-左ち-上下）で感知することにより働きます。 
に hock Sensor U 川 ity 」 のメイン画面には、 「 HDD 加速度センサー」が感知した 
加速度が表示されます。 

[Shock Sensor UtilityJ のメイン画面を表示する 


1 @ (スタート）►「ずべてのプ□グラム 」 ►「Shock Sensor UtilityJ 

►「設定」の順にクリックしまず。 

|~Shock Sensor UtilityJ のメイン画面び表示されます。 



X : 「 HDD 加速度センサー」び感知した「左ち」の加速度を表示します。 
y : 「 HDD 加速度センサー」び感知した「前後」の加速度を表示します。 
Z : 「 HDD 加速度センサー」び感知した让下」の加速度を表示します。 


[Shock Sensor UtilityJ の設定 


に hock Sensor Utility 」 では、 「 HDD プ□テクシヨン」を働かせるための 、 「HDD 
加速度センサー」の感度を調節することびでさます。 

|"Shock Sensor UtilityJ の詳しい設定方法については 、 |"Shock Sensor UtilityJ 
のヘルプをご覧ください。 

1 [Shock Sensor UtilityJ のメイン画面にある赤いボタンをクリック 
しまず。 



|"Shock Sensor UtilityJ の設定画面び表示されます。 

「ヘルプ」ボタンをクリックすると、に hock Sensor Utility 」 のヘルプび表 
示されます。 


9. HDD プ□テクシヨン（搭載機種のみ) 
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補足情報 

「 HDD 加速度センサ ー J の感度の切り替え 


安全性を高めたい場合には「高感度モード」、電車の中など振動の多い場所でご使用 
の場合には「モバイルモード」というように、状況に合わせた設定び可能です。 
「 HDD 加速度センサー」の感度の切り替えは、画面ち下の通知領域にあるアイコン 
をちクリックして表示されるメニューから簡単に変更することびでさます。 

1 画面ち下の通知領域にある 回を クリックし、表示されたちをちクリツ 
クしまず。 



言啓度モード ( H ) 

通里 E — ド 〔 N ) 

/ E バイルド 〔 M ) 
お劇 g = E - ド ( M ) 
ユーザー設定 ( U ) 

封作を一持信止 ( S ) 


(画面は機種や状況により異なります) 


に hock Sensor Utility ] のメニューび表示されたら、お使いの状況に合った 
モードを選択してください。 


9. HDD プ□テクシヨン（搭載機種のみ) 
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10 •電源オフ USB 巧電（搭載機種のみ) 


この章は、電源オフ US 目充電ユーティリティ搭載機種の方のみお読みください。 

電源オフ USB 巧電とは _ 

電源オフ USB 充電とは、パソコンび電源オフ、スリープ、休止状態のとさでも、 
USB 充電に対応した周辺機器を充電することびできる機能です。 

電源オフ US 目充電は、ご購入時には無効に設定されています。 

「電源オフ US 目充電ユーティリティ」で設定を変更することびでさます。 


電源オフ USB 充電を行ううえでの注意 

• 電源オフ US 目充電対応の US 目コネクタの場所については、0阳又扱説明書』一「各 
部の名称と働さ」をご覧ください。 

♦ 周辺機器によっては、電源オフ US 目充電をできない場合びあります。 

• 電源ボタンを4秒 iU 上押してこのパソコンの電源を切った場合は、電源オフ USB 
充電はでさません。 


10. 電源オフ US 目充電（搭載機種のみ) 
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補足情報 

「電源オフ USB 巧電ユーティリティ」の 
使い方 


1 ©(スタート） ►「 ずべてのプ□グラム」 ►「 電源オフ USB 充電ユーティ 
リティ」►「設定」の順にクリックしまず。 

「電源オフ US 目充電ユーティリティ」ウィンドウび表示されます。 

「ユーヴーアカウント制御」ウインドウび表示された場合は、「はい」をクリツ 
クします。 


2 お使いになる設定を選択しまず。 

隊 lilTT っ USB 晶三万 — 

「電源才 7 USB 巧軍」はバリ〕:/がお旣してげよいがおでも USB 概器を巧をできる欄おです。 

'族 . 左記のマーウげついた USB ポートのみげ巧象け州ます。 

み 「 i 醉ゴ却 SB で更」を丰おしん n 胁 
© 「巧想わ USB 巧巧」を巧巧する ( AC アグブクー運用時のみ)做 

©「軍源わ USB 充電」がま巧する ( A ぴヴブク-もしくはバッ刊-運卸寺)お 

•パッ刊-運脚寺で、お旣中りスリ-プ中にパッ刊-巧畳げ少わくなった该含は、充ををや於 
てホ止が態にお巧します。 

蛮を出） 閉 b る粒 


• r 電源オフ USB 巧電」を使用しない 

電源オフ US 目充電び無効になります（ご購入時の設定)。 

• r 電源オフ USB 充電」を使用ずる （ AC アダプター運用時のみ） 

AC アダプタび接続されている場合のみ電源オフ USB 充電び有効になりま 
す。 

• r 電源オフ USB 巧電」を使用ずる ( AC アダプターもしくはバッテリ運用時) 

AC アダプタび接続されていない場合でわ電源オフ USB 充電び有効になり 
ます。 


^^oint 

► バッテリ運用時にバッテリ残量び] 2%1^(下になると、電源オフ US 目充 
電は停止します。 AC アダプタを接続すると、電源オフ US 目充電を再 
開します。 


3 「変更」をクリックしまず。 

「設定を変更しました。」というメッセージび表示されます。 

4 「0 K 」 をクリックしまず。 


10. 電源オフ US 目充電（搭載機種のみ) 
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ソフトウエアをインス I -ール/アンインス 
トールずるうえでのま意 


このパソコンには、あらかじめたくさんのソフトウェアがインス I -ールされていま 
す。一度削除したソフトウェアをちう一度使いたいとさや、ソフトウェアの動作が 
おかしくなったとき、ソフトウェアをインス I -ールし直すことがでさます。 

ソフトウェアをインス I -ール/アンインス I -ールする場合は、次の点に注意してく 
ださい。 

♦ ソフトウェアをインス I -ールする前には、必ずソフトウェアのマニュアルなどを 
読んで、インス!-ールの方法を確認する 
♦ インス I -ールし直す場合は、元のソフトウェアを削除する 
♦ 管理者権限を持つユーヴーアカウントで□グオンする 
ユーヴーアカウントの種類び、「標準アカウント」、 「 Guest アカウント」の場合 
はソフトウェアの削除がでさません。管理者権限を持ったユーヴーアカウントで 
□グオンしてください。 

ユーヴーアカウントの種類は、次の手順で確認でをます。 

1 . @ (スタート） ►「コン ト□-ルパネル」 ►「ユ ーヴーアカウントと家族のため 
の安全設定」の順にクリックします。 

2. 「ユーヴーアカウント」をクリックします。 

「ユーヴーアカウント」ウィンドウび表示されます。 

3. 画面ちのアカウント名の下に表示されている、アカウントの種類を確認しま 
す。 

「 Administrator 」 は、管理者アカウントであることを意味します。 


• 起動しているソフトウェアをすべて終了する 
他のソフトウェアび起動していると、エラーび発生する場合びあります。ソフト 
ウェアの削除をする前に、次の作業を行ってください。 

-起動しているソフトウェアをすべて終了する 
-タスクバーに常駐するタイプのソフトウェアをすべて終了する 
•スク U —ンセーバーを「なし」に設定する 

1 . @ (スタート） ►「コン ト□-ルパネル」 ►「デスク トップのカスタマイズ」 
の順にクリックします。 

2. 「個人設定」の「スクリーンセーバーの変更」をクリックします。 

3. 「スク IJ - ンセーパ'-」を「(なし)」にして、 「0 K 」 をクリックします。 

♦共有ファイルは削除しない 

ソフトウェアの削除中に、「共有ファイルを削除しますか？」というメッセージ 
び表示されることびあります。 

共有ファイルは削除しないことをお勧めします。共有ファイルを削除すると、イ 
ンストールされている他のソフトウエアび影響を受け、正しく動作しなくなる場 
合びあります。 


11. ソフトウェア 
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補足情報 

インストール 


搭載ソフトウエアをインス I ルする 


次の手順で、八ードディスクのリカバリ領域からソフトウエアをインス I -ールする 
ことびでをます。 

1 @ (スタート） ►「 ずべてのプ□グラム」 ►「 ソフトウエアディスク検索」 
► r ソフトウエアデイスク検索 （ A - ドディスク)」の順にクリックしま 
ず。 


2 「ユーザーアカウント制御」ウィンドウが表示された5、「はい」をク 
リックしまず。 

3 「ソフトウェアディスク検索」ウィンドウが表示された5、 「0 K 」 をク 
リックします。 

4 「機種名」欄のち側の三]をクリックし、表示されたリストか5お使い 
の機種名（品名）をクリックして選択しまず。 

パソコンの品名は、パソコン本体前面、または保証書で確認することびでさま 
す。 

5 rosj 欄のち側の三]をクリックし、表示されたリストか 5 お使いの 
0 S をクリックして選択しまず。 

6 「種別」欄のち側の互をクリックし、表示されたリストか5更新した 
いドライバーの種類をクリックして選択します。 

「ソフトウェアー覧」に、選択した種別のドライバーび表示されます。 


11. ソフ 


7 「ソフトウェアー覧」か5インス!ルずるソフトウェアの名称をク 
リックしてインス I -ールしまず。 

ソフトウエアの名称をクリックすると、ソフトウエアに含まれるファイルび画 
面ち側に表示されます。 



ソフトウエアの名称 


含まれるファイル 


(画面は機種や状況により異なります) 


8 ソフトウェアのインス!^ール方法は、各ソフトウェアによって異なり 
ます。それぞれの 「 readme . txt 」、 finstalLtxtJ などでインストール 
方法を確認してください。 

^^oint 

► リカバリ領域を削除している場合は、ご自身で作成した@「ソフトウェ 
アディスク」から、ソフトウェアをインス!-ールしてください。 

なお 、 Windows 7 (64 ビット版）と Windows 7 (32 ビット版）の 
両方に対応した機種をお使いの方は、ソフトウェアやドライバーをイン 
ストールする場合は、必ずお使いの 0 S に合ったソフトウェアをインス 
卜ールしてください 0 

例えば、64ビット版でお使いのときに感)「ソフトウェアディスク] 
(32 ビット版)」や感)「ソフトウェアディスク2 (32 ビット版)」か 
b Windows 7 (32 ビット版）用のソフトウェアをインス!-ールして 
わ動作しません。 
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補足情報 

「Office 2010」をインス!ルずる 

「日 ffice 20]0」 搭載機種をお使いの方は、添付のディスクから次のディスクを用 
意してインス I -ールしてください。 

• ri ) [Office Personal 2010」 

• 〔巧 j 「 Office Home and Business 2010」 

インス I -ール中にプ□ダクトキーとライセンス認証び必要になります。認証手順に 
ついてはパッケージに同捆されているマニュアルをご覧ください。 

^^oint 

► 「日 ffice 20] 0」を再インストールした場合は 、 「Microsoft Outlook 
2010」び既定のメールソフトに登録されません。 

[Microsoft Outlook 2010」を既定のメールソフトとして登録する場 
合は、次の手順で登録してください。 

1. @ (スタート）ボタン►「既定のプ□グラム」►「既定のプ□グラム 
の設定」の順にクリックします。 

2. [Microsoft Outlook 」 ►「すべての項目に巧し、既定のプ□グラム 
として設定する」 ►「日 K 」 の順にクリックします。 

また、 「 Microsoft 日 utlook 2010」をスタートメニューに登録する場 
合は、次の手順で登録してください。 

1. @ (スタート）ボタン►「すべてのプ□グラム 」 ►「Microsoft 
Office 」 の順にクリックします。 

2. [Microsoft Outlook 2010」をちクリックし、表示されたメニュ ー 
から、「スタートメニューに表示する」をクリックします。 


ドライバーをインス I -ールし直す 


ヴウンドの再生や画面表示などび正常に行われないとさ、ドライバーを更新すると 
問題び解決でさる場合びあります。 

^^oint 

► インターネットに接続してドライバーを更新する 

各ドライノ（一は、改善のため事前連絡なしに変更することびあります。 
ご購入時に添付されているものよりち新しいノ（ージョンのドライバー 
びインターネット上で公開されている場合びあります。 

•「アップデートナビ」で最新のドライバーを確認する 
お使いのパソコンに搭載されているドライバーなどの最新情報は、 
「アップデートナビ」で確認することびでさます。更新情報の確認後、 
そのままインス I -ールすることわでさるので便利です。 

-ホームページで最新のドライバーを確認する 
ドライバーなどの最新情報は、サポートページ 
( http :// azby . fmworlcl . net / support /) の「ダウン□—ド」をご覧 
ください。 

► このパソコンに添付されていない周辺機器のドライバーについて 
プ U ンターなど、このパソコンに添付されていない周辺機器のドライ 
バーについては、お使いの周辺機器のマニュアルをご覧ください。 

ドライバーの削除や、再インス!-ール手順については、各ドライバーのフオルダー 
内にある 「 reaclme . txt 」「 install . txt 」 などのファイルをご覧ください。 


11. ソフトウェア 


110 





補足情報 

ドライバーの格納されているフオルダーは、次の手順でご確認ください。 
インターネット上に最新のドライバーびない場合は、ドライバー削除し、再インス 
卜ールしてください 0 

1 曾 （スタート） ►「 ずべてのプ□グラム」 ►「 ソフトウェアディスク検索」 
►「ソフトウェアディスク検索 （ A - ドディスク)」の順にクリックしま 
ず。 

2 「ユーザーアカウント制御」ウィンドウが表示された5、「はい」をク 
リックしまず。 

3 「ソフトウェアディスク検索」ウィンドウが表示された5、 「0 K 」 をク 
リックしまず。 

「ソフトウェアディスク検索」ウィンドウび表示されます。 

4 「機種名」欄のち側の司をクリックし、表示されたリストか5お使い 
の機種名（品名）をクリックして選択しまず。 

パソコンの品名は、パソコン本体前面、または保証書で確認することびでさま 
す。 

5 rosj 欄のち側の三]をクリックし、表示されたリストか 5 お使いの 
0 S をクリックして選択します。 

6 「種別」欄のち側の互をクリックし、表示されたリストか5更新した 
いドライバーの種類をクリックして選択します。 

「ソフトウェアー覧」に、選択した種別のドライバーび表示されます。 

7 「ソフトウェアー覧」か5更新したいドライバーをクリックして選択し 
まず。 

選択したドライバーの格納されているフオルタ'一の内容び表示されます。 


アンインストール 


ソフトウエアのアンインス I ル機能を使う 


Windows に対応したソフトウェアには、アンインス!ル機能（ソフトウェアを 
削除する機能）び用意されているものびあります。ソフトウェアによって操作方法 
び異なります。詳しくは、ソフトウェアのマニュアルまたはヘルプをご覧ください。 

「プ□グラムのアンインス!ル J 機能を使う 


「コント□ールパネル」にある「プ□グラムのアンインス!-ール」機能で、ソフト 
ウェアを削除でさます。削除方法は次のとおりです。 

1 起動しているソフトウェアをずべて終了しまず。 

2 曾 （スタート） ►「 コント□-ルパネル」 ►「 プ□グラム」の「プ□グラム 
のアンインス!-ール」の順にクリックします。 

3 一覧か5削除したい項目をクリックします。 

4 「アンインス!ルと変更」（または「アンインス!ル」）をクリック 
し、画面の指示に従ってソフトウェアを削除しまず。 

5 ソフトウェアの削除が終了した!5、「プ□グラムと機能」ウィンドウで、 
^ をクリックしまず。 

^^oint 

► 「プ□グラムのアンインス!-ール」機能で削除できないソフトウェアに 
ついては、ソフトウェアのマニュアルまたはヘルプをご覧ください。 

► 「いくつかのファイルは削除されませんでした」と表示されても、削除 
び完了していれば通常問題ありません。 
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補足情報 


ソフトウェアを削除した後に 


■ 削除したソフトウェア名がメニューに残った場合 

削除しても、 @ (スタート） ►「すべての プ□グラム」で表示されるメニューの中に削 
除したソフトウェア名び残り、ポイントすると「（なし）」と表示される場合びあり 
ます。ソフトウェア名をちクリックし、表示されるメニューから「削除」をクリッ 
クして、「はい」をクリックするとメニューから削除でさます。 

■ パソコンを起動ずるたびにエラーが表示されるときは 

ソフトウェアを削除しても、「スタートアップ」フオルダーに、そのソフトウェアの 
ショートカットアイコンび登録されたままになっていると、「ショートカットエ 
ラー」というメッセージび表示されることびあります。 

次の手順で、「スタートアップ」フオルダーから、該当するショートカットアイコン 
を削除して < ださい。 

1 @ (スタート）をクリックします。 

2 「ずべてのプ□グラム」をちクリックし、表示されるメニューか5「開 
く - All Users 」 をクリックしまず。 

「スタートメニュー」ウィンドウび表示されます。 

3 「プ□グラム」 ►「 スタートアップ」の順にクリックしまず。 

登録されているソフトウェアの一覧び表示されます。 

4 削除したいソフトウェアをちクリックし、表示されるメニューか5、 
「削除」をクリックします。 

5 「はい」をクリックしまず。 


11. ソフトウェア 
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12. BIOS の設定 


BIOS セツトアップの操作 


BIOS セットアップとは 


BIOS セットアップとは、パソコンの環境を設定するためのプ□グラムです。パソ 
コンご購入時は、すでに最適な八ードウエア環境に設定されています。通常の使用 
状態では、目 I 日 S セットアップで環境を設定（変更）する必要はありません。 

BIOS セットアップの設定は、次の場合などに行います。 

•特定の人だけびパソコンを使用でさるように、パスワード（暗証番号）を設定す 
るとさ 

• 起動時の自己診断テストで BI 日 S セツトアップに関するエラーメッセージび表示 
されたとさ 
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► BIOS セットアップの設定項目については、目 IOS セットアップ画面の 
「項目ヘルプ」をご覧ください。 

► BIOS セットアップ画面の表示について 

BIOS セットアップ画面は、 HDMI 出力端子に接続したテレビやディス 
プレイには表示されません ( HDMI 出力端子搭載機種のみ)。 

► 起動時の自己診断テスト (POST (ポスト)） 

パソコンの電源を入れたとさや再起動したとさに、八ードウエアの動作 
に異常びないか、どのような周辺機器び接続されているかなどを自動的 
に調べます。これを「起動時の自己診断テスト 」 (POST : Power On 
Self Test ) といいます。 

-起動時の自己診断テスト中は電源を切らないでください。 

- P 日 ST の画励ま、液晶ディスプレイのみに表示されることびあります。 
また、 HDMI 出力端子に接続したテレビやディスプレイには表示され 
ません （ HDMI 出力端子搭載機種のみ)。 

■パソコンは、自己診断テスト中の異常終了の回数を数えており、3回 
続いた場合は4回目の起動時に「前回の起動び正常に完了しませんで 
した。」というメッセージを表示します （ LIFE 目日 OKAH 日30シリー 
ズ、 LH 己20シリーズを除く）。 
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補足情報 

BIOS セツトアップを起動する 


BI 日 S セットアップは、電源び切れた状態から操作を始めてください。 

1 AC アダプタを接続し、パソコンの電源を入れまず。 

2 「 FUJITSU 」 の□ゴマークが表示され、画面の下にメッセージが表示 
されまず。 

• r マウスをクリックずるか、 〈 Enter 〉 を押してください。」と表示されてい 
る場合 

メッセージび表示されている間に [ F 2] キーを押します（にが目「】キーを 
押し、表示されたポップアップメニューから 「 BIOS セットアップ」を選択 
して、もう一度 Enter 】 キーを押しても同じです）。 

BI 日 S セットアップ画面び表示されます。 BIOS セットアップの画面ではな 
く Windows び起動してしまった場合は、起動び完了するのを待って、わ 
う一度手順]からやり直してください。 

BI 日 S セツトアップ画面の各部の名称と役割は、次のとおりです。 


メニューノ、一 

メニューの名称び表示されます。 
カーソル 

設定する項目に合わせます。 


項目ヘルプ 

カーソルを合わせた項目の説明 
び表示されます。 

設定フイールド 

各メニューで設定する項目名と 
設定値び表示されます。 

キーー覧 

(画面は機種や状況により異なります） 設定時に使つキーの一覧です。 


システム時巧： [:>■] 

システム 日付： [刚 IpA 〜 

► ドライブ© [•■ — ■■■ftp] 

► ドライブ 1 [**■ • ■ ] 

Sii (language)； 【日本 IS (Jf)] 

巧目ヘルプ 

現在の時巧を、時:分: が一 
でおをします。【パ時抽 «) 

<1*い キ ー 、 <EWer> キー 
でちの巧目に巧動します。 

な i け 1-1* い 年一で 
左の巧目に巧動します。 




巧目巧が 


巧 


值のをま 


1 一ぷ巧 


なホ設定 _ 

巧巧して巧了 
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•「[ F 2] 巨 IOS セットアップ， [ F 12] 起動メニュ ー 」と表示されている場合 

メッセージび表示されている間に、 [ F 2] キーを押します。 

BI 日 S セットアップ画面び表示されます。 BI 日 S セットアップの画面ではな 
く Windows び起動してしまった場合は、起動び完了するのを待って、も 
う一度手順]からやり直してください。 


BIOS セットアップ画面の各部の名称と役割は、次のとおりです。 





[ 



旧本 B 


巧なの巧別定、巧；好；け 
でIを定します。 （2 がり） 

<Tab> キー、 <Encer>+ — 
でちの巧目に巧れします C 


<Shift-Tab> キーで 
(JP)] をの目に巧かしまず。 


(画面は機種や状況により異なります) 


メニューバー 

メニューの名称び表示されます。 
カーソル 

設定する項目に合わせます。 
項目ヘルプ 

カーソルを合わせた項目の説明 
び表示されます。 

設定フィールド 

各メニューで設定する項目名と 
設定値び表示されます。 
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補足情報 


設定を変更する 


• [[ Esc ] Diagnostic Screen , [ F 2] BIOS Setup , [ FI 2] Boot Menu 」 

と表示されている場合 

メッセージび表示されている間に、 [ F 2] キーを押します。 

BIOS セットアップ画面び表示されます。 BIOS セットアップの画面ではな 
く Windows び起動してしまった場合は、起動び完了するのを待って、わ 
う一度手順]からやり直してください。 

BIOS セットアップ画面の各部の名称と役割は、次のとおりです。 

メニューバー 

メこューの 名称び表示されます。 
カーソル 

設定する項目に合わせます。 


項目ヘルプ 

カーソルを合わせた項目の説明 
び表示されます。 

設定フィールド 

各メニューで設定する項目名と 
設定値び表示されます。 

キ—覧 

設定時に使うキーの一覧です。 


設定の変更はキーボードで操作します。 



► BIOS セットアップの設定を間違えると、パソコンび起動でさなくなっ 
たり、正常に動作しなくなったりすることびあります。 
このような場合には、変更した設定値を元に戻すか、ご購入時の設定に 
戻してパソコンを再起動してください。 

1 【-】夺一または【一】夺一でカーソルを移動し、設定したいメニュー 
を選びまず。 

選択したメニュー画面び表示されます。 

2 【 i 】 キーまたは 【 t 】 夺一でカーソルを移動し、設定したい項目を選 
びまず。 

項目名に「►」び付いている項目にはサブメニューびあります。 

項目名に力ーソルを移動して Enter 】 キーを押すと、ヴブメニューび表示さ 
れます。元のメニュー画面に戻るとさは Esc 】 キーを押します。 

3 に pace 】 夺一または圓を押して、選択している項目の設定値を変更 
しまず。 

続けて他の設定項目を変更する場合は、手順]〜3を繰り返してください。 

4 設定を保存して終了しまず。 


Systen 

Systen "ne : •] 

systoi Date : 

► Drlue e： 於 ♦♦ •• 

► Drloe 1: [>♦> ] 

Iten Specific Help 

MJust calendar Clock. - 

<Tab>,<Shift-Tab>ar 
<Eiwter>selects field. 



Help Select Item Change 化 lues Setup Defaults 圓 

Exit Select Nenu Select ^Sub-fenu Sauc and Exit 
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補足情報 


^^oint 

► 設定時に使う各キーの役割 

設定時によく使用するキーは、次のとおりです。 

•【す】 キー、 【 i 】 キー 
設定する項目にカーソルを移動します。 

【卜】 キー、 【一】 キー 
メニューを切り替えます。 

. に Piter 】 キー 

「►」印び付いた項目のサブメニュー画面を表示します。また、「終了」 
メニューなどでは、各項目の処理を行います。 

設定する項目で押すと、設定値び一覧で表示されます。 

-に pace 】 キー 

キーボー ド手前中央にある、何も書かれていない横長のキーのことで 
す。各項目の設定値を変更します。 

この他、使用するキーの案内び画面に表示されます。 


変更内容を取り消す _ 

設定した内容を取り消すには、保をしてある変更前の設定値を読み込みます。 

1 [ Esc ] 夺一を押しまず。 

「終了」 （「 Exit 」） メニューび表示されます。サブメニューを表示しているとさ 
は、「終了」 （「 Exit 」） メニューび表示されるまで、 【 Esc 】 キーを2〜3回押 
してください。 

2 【 t 】夺一または【 i 】キーを押して r 変更前の値を読み込む 」 （「Discard 
Changes 」） を選択し、 【 Enter 】 夺一を押しまず。 

「変更前の値を読み込みますか ？」 （「Load previous configuration now ?」） 
というメッセージび表示されます。 

3 【卜】夺一または【一】夺一で「はし、」 （「 Yes 」） を選択し、 [ Enter ] 
夺一を巧しまず。 

目 IOS セットアップのすべての設定項目に変更前の値び読み込まれ、すべての 
変更び取り消されます。 

^^oint 

► 設定した内容を保存せずに BIOS セットアップを終了する 

1. 「終了」 （「 Exit 」） メニューの「変更を保存せずに終了する 」 （「Exit 
Discarding Changes ]) を選択し、 Enter 】 キーを押します。 
設定値を変更していないとさは、これで目 IOS セットアップび終了 
しふ 〇 

設定値を変更しているとさは、「設定び変更されています！変更し 
た内容を保存して終了しますか？」 （ l"Setup Warning ]) という 
メッセージび表示されます。 

2. 【卜】キーまたは【一】キー で 「いいえ」 （「 No 」） を選択し、に Piter 】 
キーを押します。 

すべての変更び取り消されて、 BI 日 S セツトアップび終了します。 
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補足情報 

BIOS セツトアップを終了する 


変更した設定を有効にするためには、設定内容を保をしておく必要びあります。 
次の操作を行って、設定内容を保存してから BIOS セットアップを終了してくださ 
い。 

1 [ Esc ] 夺一を押しまず。 

「終了」 （「 Exit 」） メニューび表示されます。サブメニューを表示している場合 
は、「終了」メニューび表示されるまで、 に SC 】 キーを2〜3回押してくださし、 


2 【 t 】夺一または【 U 夺一を押して r 変更を保巧して終了ずる」 （「Exit 
Saving Changes」） を選択し、 【Enter】 夺一を押しまず。 

次のいずれかの確認メッセージび表示されます。 


セットアップ確認 


Setup Con£irmation 

変更した内容を保存して終了しますか？ 

または 

Save configuration changes and exit now? 

「曲 [ いいえ ] 


[ 画 ] [No] 


(画面は機種や状況により異なります) 


3 【卜】夺一または【一】夺一で r はし、」 （rvesj) を選択し、 [Enter] 
夺一を巧しまず。 

すべての設定値び保存された後、 BIOS セットアップび終了し、このパソコン 
び再起動します。 
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► BIOS セットアップを終了せずに設定内容を保存する 

次の操作をすると、いったん設定内容を保をした後、続けて他の項目を 
設定でさます。 

1 . 「終了」 （「 Exit 」） メニューの「変更を保をする 」 asave Changes 」） 
を選択し、 Enter 】 キーを押します。 

「変更した内容を保存しますか ？」 （JSave configuration changes 
now ?」） というメッセージび表示されます。 

2. 【卜】 キーまたは 【一】 キーで「はしり （「 Yes 」） を選択し、 Enter 】 
キーを押します。 
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補足情報 

BIOS をご購入時の設定に戻す 


ここでは、設定を変更した目 I 日 S を、ご購入時の状態に戻す手順について説明して 
います。 

1 BIOS セットアップを起動しまず。 

2 [Esc] 夺一を押しまず。 

「終了」 （「 Exit 」） メニューび表示されます。 

3 【 t 】夺一または【 U 夺一を押して r 標準設定値を読み込む」 （「Load 
Setup Defaults」） を選択し、 【Enter】 夺一を押しまず。 

確認のメッセージび表示されます。 

4 【卜】夺一または【一】夺一で r はし、」 （rvesj) を選択し、 [Enter] 
夺一を巧しまず。 

目 IOS セットアップの設定項目に、標準設定値び読み込まれます。 

5 【 t 】夺一または【 i 】夺一を押して r 変更を保存して終了ずる」 （「Exit 
Saving Changes」） を選択し、 【Enter】 夺一を押しまず。 

確認のメッセージび表示されます。 

6 【卜】夺一または【一】夺一で「はし、」 (rVesJ) を選択し、 [Enter] 
夺一を巧します。 

読み込んだ標準設定値が保存された後、目 IOS セットアップび終了し、このパ 
ソコンび再起動します。 


BIOS のパスワード機旨!_ 

このパソコンでは、不正使用を防止するために BIOS パスワードを設定することが 
でさます。パスワードを設定すると、正しいパスワードを知っている人じ(外はこの 
パソコンを使用でさなくなります。 

BIOS のパスワードは Windows が起動する前の設定なので、 Windows の□グオ 
ンパスワードよりもさらにセキュリティを高めたいときに有効です。 

BIOS のパスワー ドを設定するとできること 


BIOS のパスワードを設定すると、次の場合にパスワードの入力を要求され、パス 
ワードを知っている人のみこのパソコンを使用でさるようになります。 

•パソコンの電源を入れたとを 
♦パソコンを再起動したとさ 
• BIOS セットアップを始めるとき 
♦ 休止状態からレジュームするとさ 

また、八ードディスク用のパスワードを設定すると、このパソコンの八ードデイス 
クを他のパソコンに取り付けても使用でさないようにすることびでさます。 
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補足情報 

BIOS パスワード機能をお使いになるうえでのミち意 

このパソコンの目 IOS パスワード機能を使うときは、次の点に注意してください。 

• パスワード設定時に必ず行うこと 

管理者用パスワ ー ドや八 ー ドディスク用パスワ ー ドを忘れると、パスワ ー ド機能 
び解除でさなくなり、修理び必要となります。 

そのため、パスワードを設定したら、次のことを行ってください。 

•解除する手順び書かれたこのページを印刷しておく 
•設定したパスワードを忘れないよう、書さ留めておく 
また、これらは安全な場所に保管しておいてください。 

管理者用パスワ ー ドや八 ー ドディスク用パスワ ー ドを忘れてしまった場合は、 
「富±通パーソナル製品に関するお問い合わせ窓□」、またはご購入元までご連 
絡ください。なお、保証期間にかかわらず修理は有償となります。 

•パスワードを忘れるとすべてのデータび消えてしまいます 
A - ドディスク用パスワードは、盗難などによる不正な使用を防止することを目 
的としています。これは強固なセキュ U ティであるため、もしもパスワードを忘 
れてしまうと、たとえ修理をしても、パスワードの解除や八ードディスク内のプ 
□グラムやデータの復元びでさず、これらのデータは完全に失われてしまいます。 
パスワードの管理には充分注意してください。 


パスワードの種類 

このパソコンで設定でさるノ くスワードは次の3つです。 

• 管理者用パスワード (Supervisor Password ) 

このパソコンをご購入になった方などび使用するパスワードです。パスワード機 
能を使用するとさは必ず設定してください。 

•ユーヴー用パスワード (User Password ) 

「管理者」 iU 外でこのパソコンをお使いになる方（ご家族など）び使用するパス 
ワードです。目 IOS セットアップで変更可能な項目に制限びあります。「管理ち用 
パスワード」を設定した場合のみ設定でさます。 

•八ードディスク用パスワード (HDD Password ) 

このパソコンの八ードディスクを、他のパソコンでは使用でさないようにしたい 
とさに使用するパスワードです。八ードディスクを他のパソコンに取り付けて使 
用する場合に認証び必要となるため、八ードディスクび盗難にあったとさなどに 
情報漏洩や不正使用を防止します。「管理者用パスワード」を設定した場合のみ 
設定でさます。 
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補足情報 


パスワードを設定する 


管理者用パスワード/ユーヴー用パスワード、八ードディスク用パスワ ー ドを設定 
する方法を説明します。 

■ 管理者用パスワード/ユーザー用パスワードを設定ずる 
1 BIOS セットアップを起動しまず。 

2 「セ夺ュリティ」 （「Security」） メニューの 憎 理者用 パ スワード設定」 
(rSet Supervisor Password」）、 または「ユーザー用 パ スワード設 
定」 （rSet User Pass word J) を選択して [Enter] キーを巧しまず。 

ノ くスワード入力用のウィンドウび表示されます。 

3 パスワードを入力しまず。 

-入力でさる文字種はアルファベットと数字のみです。なお、アルファベット 
の大文字とル文字は区別されません。 

■入力した文字は表示されず、代わりに「■」や「*」び表示されます。 

-ユーヴー用のパスワードの最低文字数は、「ユーヴー用パスワード文字数」 
で設定することびできます (LIFEBOOK AH 530 シリーズ、 LH 520 シ 
リーズを除<)。 


6 【Enter】 夺一を押して、設定を終了しまず。 

再入力したパスワードび間違っていた場合は、「セットアップ警告 」 asetup 
Warning ]) と書かれたウィンドウか、「パスワードび一致しません。もう一 
度パスワードを入力して下さい 。」 ([Passwords do not match . Re-enter 
password 」） というメッセージび表示されます D に Piter 】 キーを押して、手 
順3からやり直してください。 

パスワードの設定を中止するとさは、 Esc 】 キーを押してください。 

7 「セ夺ュリティ」 （「Security」） メニューの「起動時のパスワード」 
(「Password on Boot」） を「使用しない」 （「Disabled 」） 外に設 
定しまず。 

パソコンを起動したときに、 BIOS のパスワードを求めるウインドウび表示さ 
れる設定になります。 


4 パスワードを入力した5 [Enter] 夺一を押します。 

パスワードの再入力を求められます。 


5 手順3で入力した/なワードを再度入力して [Enter] 夺一を押しまず。 

「セットアップ通知 」 （「Setup Notice 」） と書かれたウインドウび表示される 
か、「変更び保存されました〇 」 ([Changes have been saved 」） というメッ 
セージび表示されます。 
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■ J \- ドディスク用パスワードを設定ずる 
1 BIOS セットアップを起動しまず。 

2 「セ夺ユリティ」 （「 Security 」） メニユーの「ノ V - ドディスクセ夺ユリ 
ティ」一「ドライブ0用パスワード設定 （rset Drived HDD 
Password 」）」 を選択して 【 Enter 】 夺一を巧しまず。 

ノ くスワード入力用のウィンドウび表示されます。 

3 パスワードを入力しまず。 

入力でをる文字種はアルフアベットと数字です。アルフアベットの大文字とル 
文字は区別されません。 

入力した文字は表示されず、代わりに「■」や「*」び表示されます。 

4 パスワードを入力した5 [ Enter ] 夺一を押しまず。 

パスワードの再入力を求められます。 

5 手順3で入力したノなワードを再度入力して [ Enter ] 夺一を押しまず。 

「セットアップ通知」（に etup Notice 」） と書かれたウィンドウか、「変更び 
保存されました〇 」 ([Changes have been saved 」） というメッセージび表 
示されます。 

6 [ Enter ] 夺一を押して、設定を終了します。 

再入力したパスワードび間違っていた場合は、「セットアップ警告 」 asetup 
Warning ]) と書かれたウィンドウか、「パスワードび一致しません。もう一 
度パスワードを入力して下さい〇 」 ([Passwords do not match . Re-enter 
password .]) というメッセージび表示されます。 Enter 】 キーを押して、手 
順3からやり直してください。 

パスワードの設定を中止するとさは、 Esc 】 キーを押してください。 


パスワード機能を使う 

パスワードを設定すると、設定状態によって次の場合にパスワードの入力び必要に 
なります。 

♦パソコンの電源を入れたとさ 
♦パソコンを再起動したとさ 

• BIOS セットアップを始めるとき 
♦ 休止状態からレジュームするとさ 

パスワードの入力を求めるウィンドウび表示されたら、パスワードを入力し、 
Enter 】 キーを押してください。 

• 設定したパスワードと違うパスワードを入力すると、「パスワードび間違ってい 
ます。どれかキーを押してください 。」 ([Invalid Password ]) というメッセー 
ジび表示されます。その場合は、 Enter 】 キーを押し、正しいパスワードを入力 
してください。 

•誤ったパスワードを3回入力すると、「システムは使用できません 。」 aSystem 
Disabled 」） というメッセージび表示され、警告音び鳴り続けます。その場合は、 
パソコン電源ボタンを押してパソコンの電源を切ってから]0秒ほど待って、も 
う一度電源を入れます。その後、正しいパスワードを入力してください。 

■ パソコンの電源を入れたときなどのパスワード入力 

パソコンの電源を入れたとさやパソコンを再起動したとさ、 BIOS セットアップを 
始めるとさ、休止状態からレジュームするとさには、パスワードの入力を求めるウィ 
ンドウが表示されます。パスワードを入力し、 Enter 】 キーを押してください。 

• BIOS セットアップの「セキュリティ」メニューの「自動ウェイクアップ時」で、 
パソコンを指定時刻に起動させたり LAN を使って起動させたりする場合に、 
BIOS のパスワード入力を要求するかどうかを設定することびでさます 

(LIFE 目日日 K AH 530 シリーズ、 LH 520 シリーズを除く）。 
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■ J \- ドディスク用のパスワードについて 

A - ドディスク用のパスワードを設定すると、パソコンを起動するとさにパスワー 
ドの入力び必要になります。 

設定状態によっては、管理者用またはユーヴー用パスワードと、八ードディスク用 
パスワードの入力び必要になります。 

な oint 

► 管理者用またはユーヴー用パスワードと、八ードディスク用パスワード 
び同じ場合は、パスワードの入力は]回になります 
( LIFE 目日日 K AH 530 シリーズ、 LH 520 シ U —ズを除く）。 


パスワー ドを変更する/削除する 


■パスワードを変更ずる 

設定したパスワードを変更するとさは、次の操作を行ってください。 

1 BIOS セットアップを起動しまず。 

2 「セキュリティ」 （「 Security 」） メニューで変更したいパスワード設定 
を選択して 【 Enter 】 夺一を押しまず。 

-管理者用パスワード設定 （Set Supervisor Password ) 

•ユーヴー用パスワード設定 （Set User Password ) 

- A - ドディスクセキュリティードライブ0用パスワード設定 （ LIFE 目日日 K 
AH 530 シ U - ズ、 LH 520 シ U - ズを除 <) 

-ドライブ0八ードディスク用パスワード設定 (Set DriveO HDD Password ) 
( LIFE 目 OOK AH 530 シ U — ズ、 LH 520 シ U — ズの場合） 

ノ くスワード入力用のウィンドウび表示されます。 

3 設定してあるパスワードを入力し、 【 Enter 】 夺一を押しまず。 

新しいパスワードの入力を求められます。 

4 新しく設定したいパスワードを入力し、 【 Enter 】 夺一を押します。 

新しいパスワードの再入力を求められます。 
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► パスワード設定時に必ず行うこと 

管理者用パスワ ー ドや八 ー ドディスク用パスワ ー ドを忘れると、パス 
ワード機能び解除できなくなり、修理び必要となります。 

そのため、パスワードを設定したら、次のことを行ってください。 
•解除する手順び書かれたこのページを印刷しておく 
-設定したパスワードを忘れないよう、何かに書さ留めておく 
また、これらは安全な場所に保管しておいてください。 

管理ち用パスワ ー ドや八 ー ドディスク用パスワ ー ドを忘れてしまった 
場合は、「富±通パーソナル製品に関するお問い合わせ窓□」、またはご 
購入元までご連絡<ださい。なお、保証期間にかかわらず修理は有償と 
なります。 

► パスワードを忘れるとすべてのデータび失われます 

A - ドディスク用パスワードは、盗難などによる不正な使用を防止する 
ことを目的としています。これは強固なセキュリティであるため、もし 
もパスワードを忘れてしまうと、たとえ修理をしても、パスワードの解 
除や、八ードディスク内のプ□グラムやデータの復元びでさず、これら 
のデータは完全に失われてしまいます。 

パスワードの管理には充分注意してください。 

^^oint 

► eSATA 機器の取り付け/取り外しを行うときは、本製品や接続した 
eSATA 機器の電源を切った状態で行ってください （ eSATA コネクタ 
搭載機種のみ)。 

5 手順4で入力したノくスワードを再度入力して [ Enter ] 夺一を巧します。 

「変更び保存されました 。」 ([Change has been saved 」） というメッセージ 
び表示されます。 


6 【 Enter 】 夺一を押して、設定を終了しまず。 

再入力したパスワードび間違っていた場合は、「セットアップ警告 」 asetup 
Warning ]) と書かれたウィンドウか、「パスワードび一致しません。もう一 
度パスワードを入力して下さい 。」 ([Passwords do not match . Re-enter 
password 」） というメッセージび表示されます。に Piter 】 キーを押して、手 
順4からやり直してください。 

パスワードの設定を中止するとをは、 Esc 】 キーを押してください。 

^^oint 

► 誤ったパスワードを3回入力すると、「システムは使用でさません。」 
(|"System Disabled 」） というメッセージび表示され、警告音び鳴り 
続けます。その場合は、電源ボタンを4秒上押し続けてパソコンの 
電源を切ってから] 0秒ほど待って、わう一度電源を入れます。その 
後、正しいパスワードを入力してください。 

■パスワードを削除ずる 

設定したパスワードを削除するとさは、「パスワードを変更する」の手順を最初から 

行い、手順4〜已で何も入力せずに、 Enter 】 キーを押してください。 

^^oint 

► 管理者外の方びユーヴー用パスワードを削除でをるのは、「セキュリ 
ティ」メニューの「ユーヴー用パスワード文字数」び0に設定されて 
いるときだけです。 OiU 外に設定されている場合は、パスワード文字数 
不足のメッセージび表示されます。ユーヴー用パスワード文字数の設定 
については、「セキュリティ」メニューで「ユーヴー用パスワード文字 
数」の項目ヘルプをご覧ください (LIFEBOOK AH 530 シリーズ、 
LH 520 シ U —ズを除く）。 
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BIOS が表术するメッセージー覧 

パソコンを起動した直後に、画面上にメッセージが表示される場合があります。こ 
れらのメッセージは 「BIOS セットアップ」という、パソコンの環境を設定するた 
めのプ□グラムが表示しています。 

メッセージび表示されたときは 


パソコン本体や周辺機器に問題びあると、パソコンを起動したときにエラーメッ 
セージび表示されます。 

エラーメッセージび表示された場合は、次の手順に従って処置をしてください。 

1 BIOS セットアップの設定値を確認しまず。 

BIOS セットアップに関するエラーメッセージび表示された場合は 、 BIOS 
セットアップを起動して各項目の値び正しいか確認してください。 

また、目 IOS セットアップの設定値をご購入時の設定に戻して再起動してくだ 
さい。 

それでもメッセージび表示される場合は、手順2に進んでください。 

2 周辺機器を取り外しまず。 

別売の周辺機器の拡張カードやメモリなどを取り付けている場合には、パソコ 
ンの電源を切ってからそれらの周辺機器を取り外し、再びパソコンを起動して 
動作を確認してください。 

それでも同じメッセージび表示される場合には、「富±通パーソナル製品に関 
するお問い合わせ窓□」、またはご購入元にご連絡ください。 

3 取り外した周辺機器を、1つずつ取り付けます。 

取り外した周辺機器を]つずつ取り付け、パソコンを再起動して動作を確認 
してください。 

このとき、各周辺機器のマニュアルや、ユーテイ U テイソフトびある場合には 
それらのマニュアルち、あわせてご覧ください。 


上記のように処置してもまだ同じメッセージび表示される場合や、次の「メッセー 
ジー覧」に当てはまるメッセージびない場合は、パソコン本体び故障している可能 
性びあります。「富±通パーソナル製品に関するお問い合わせ窓□」、またはご購入 
元にご連絡ください。 

「富±通パーソナル製品に関するお問い合わせ窓□」のご利用については、0阳又扱 
説明書』一「サポートのご案内」をご覧ください。 
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メツセージー覽 


このパソコンび表示するメッセージの一覧は、次のとおりです。メッセージ中の 「 n 」 
には数字び表示されます。また、メッセージは機種により異なります。 

■正常時のメッセージ 
□LIFEBOOK AH 曰 20/BN の場合 

パソコン本体や周辺機器び正常の場合は、 BIOS のメッセージは表示されません。 

♦ [F2] BIOS セットアップ， [F12] 起動メニュー 

起動時に 「 FUJITSU 」 の□ゴマークび表示されているとき、画面の下に表示さ 
れます。このメッセージび表示されている間に、 [ F 2] キーを押すと目 IOS セッ 
トアップび起動され、 [ F 12] キーを押すと「起動」メニュー画面び表示されます。 

♦ Please Wait... /しば S くお待ちください" • 

BI 日 S セットアップの起動中に表示されます。 

□その他の機種の場合 

パソコン本体や周辺機器び正常の場合は、 BIOS のメッセージは自動では表示され 
ません。 

正常時に目 IOS のメッセージを表示させる場合は、パソコンを起動して 「 FUJtSU 」 
の□ゴマークび表示されている間に Esc 】 キーを押します。 

^^oint 

► 正常時のメッセージを常に表示させるには 

目 I 日 S セットアップの「起動」メニューにある「起動時の自己診断画面」 
の項目を「使用する」に設定してください。 

♦ nnnM システムメモ U テスト完了 0 (nnnM System Memory Passed) 

システムメモリのテストび、正常に完了したことを示しています。 

♦ nnnK メモ U キャッシュテスト完了 0 (nnnK Memory Cache Passed) 

キャッシュメモリのテストび、正常に完了したことを示しています。 


♦ マウスが初期化されました。 (Mouse initialized) 

マウス機能び初期化され、フラットポイントび使えるようになったことを示して 
います。 

♦ Please Wait... 

お待ちくだをい… (Please Wait...) 

BIOS セットアップの起動中に表示されます。 

■ エラーメッセージ 

このパソコンび表示するメッセージの一覧は、次のとおりです。 

このマニュアルに記述されていないエラーメッセージび表示された場合は、「富±通 
パーソナル製品に関するお問い合わせ窓□」、またはご購入元にご連絡ください。 

□LIFEBOOK AH 曰 20/BN の場合 

♦ システム CMOS のチェックサムが正しくありません。/ System CMOS 
checksum bad-default configulation used 

CMOS RAM のテストでエラーび発見されたことを示しています。 

[ F 2] キーを押して BIOS セットアップを起動し、標準設定値を読み込んだ後、 
設定を保存して起動し直してください。それでちこのメッセージび表示されると 
きは、バックアップ用バッテリび消耗して 、 CMOS RAM に設定内容び保存され 
ていないことび考えられます。「富±通パーソナル製品に関するお問い合わせ窓 
□」、またはご購入元にご連絡ください。 

♦ く F1 >キーを巧すと継続します。/ Press F1to Resume 

<F2 > キーを巧すと BIOS セットアップを起動します。/ Press F2 to Run 
SETUP 

起動時の自己診断テストでエラーび発生したとさ、 OS を起動する前にこのメッ 
セージび表示されます。 [ F 1] キーを押すと発生しているエラーを無視して日 S 
の起動を開始し、 [ F 2] キーを押すと目 IOS セットアップを起動して設定を変更 
することびでさます。 

• 曰付と時刻の設定を確認して<ださい。 

曰付と時刻の設定値び正し < ありません。 

設定値を確認し、正しい値を設定し直してください。 
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• NVRAM データが正しくありません。 

NVRAM データのテストでェラーび発見されたことを示しています。 

このメッセージび表示されているとさは、「富±通パーソナル製品に関するお問 
い合わせ窓□」、またはご購入元にご連絡ください。 

♦ ヴーマルセンヴェラー。システムの電源が切れます。 

温度制御系の設定び正しく行えなかったことを示しています。電源を入れ直して 
ちこのメッセージび表示されるとさは、「富±通パーソナル製品に関するお問い 
合わせ窓□」、またはご購入元にご連絡ください。 

•フアンェラー。システムの電源が切れます。 

冷却用フアンのテストでェラーび発生したことを示しています。電源を入れ直し 
てちこのメッセージび表示されるとさは、「富±通パーソナル製品に関するお問 
い合わせ窓□」、またはご購入元にご連絡ください。 

♦ 前回の起動中にヴーマルセンヴェラーが発生しました。 

前回の起動時の自己診断テスト中に、ヴーマルセンヴェラーび発生していたこと 
を 7 J \ します D 

• 前回の起動中にフアンェラーが発生しました。 

前回の起動時の自己診断テスト中に、フアンェラーび発生していたことを示しま 
す。 

• Reboot and Select proper Boot device 

OS び見つからなかったことを示しています。 

目 IOS セットアップの「起動」メニューの設定び正しいか、指定したドライブに 
0 S び正しくインス I -ールされているかを確認してください。 

• Boot device not found 
Press any key to Enter Setup 

起動デバイスび見つからなかったことを示しています。 

に pace 】 キーなどを押して、 BIOS セットアップの設定び正しいか確認してく 
ださい。 


♦ Invalid system disk 

Replace the disk, and then press any key 

フ□ツピーディスクドライブに、起動ディスクじ(外のフ□ツピーディスクをセツ 
卜したまま、電源を入れたとさに表示されます。 

フ□ツピーディスクを取り出して、に pace 】 キーなどを押してください。 

♦ Non-System disk or disk error 
Replace and press any key when ready 

フ□ツピーディスクドライブに、起動ディスクじ(外のフ□ツピーディスクをセツ 
卜したまま、電源を入れたとさに表示されます。 

フ□ツピーディスクを取り出して、 【 Space 】 キーなどを押してください。 

♦ NTLDR is missing 
Press any key to restart 

フ□ツピーディスクドライブに、起動ディスクじ(外のフ□ツピーディスクをセツ 
卜したまま、電源を入れたとさに表示されます。 

フ□ツピーディスクを取り出して、 【 Space 】 キーなどを押してください。 

♦ Remove disks or other media. 

Press any key to restart 

フ□ツピーディスクドライブに、起動ディスクじ(外のフ□ツピーディスクをセツ 
卜したまま、電源を入れたとさに表示されます。 

フ□ッピーディスクを取り出して、に pace 】 キーなどを押してください。 
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□その他の機種の場合 

• 拡張メモ U エラ ■ 〇アドレス巧 ： nn (Extended Memory Failed at 
address line: nn) 

メモリのテスト中にエラーび発見されたことを示しています。 

このメッセージび表示される場合は、「富±通パーソナル製品に関するお問い合 
わせ窓□」、またはご購入元にご連絡ください。 

♦ キーボードエラーです 。 （Keyboard error) 

キーボードテストで、エラーび発生したことを示しています。 

再起動してもこのメッセージび表示される場合は、「富±通パーソナル製品に関 
するお問い合わせ窓□」、またはご購入元にご連絡ください。 

♦ キーボード接続エラーです 。 （Stuck Key) 

キーボードテストで、接続エラーび発生したことを示しています。 

テンキーボードや外付けキーボードを接続している場合は、正しく接続されてい 
るかを確認し、パソコンを再起動してください。それでちこのメッセージび表示 
される場合は、「富±通パーソナル製品に関するお問い合わせ窓□」、またはご購 
入元にご連絡ください。 

♦ ディスクのエラーです。：八ードディスク n (Failure Fixed Disk n) 

再起動してもこのメッセージび表示される場合は、「富±通パーソナル製品に関 
するお問い合わせ窓□」、またはご購入元にご連絡ください。 

♦ システムタイマーのエラーです 。 （System timer error) 

システムタイマーのテストで、エラーび発生したことを示しています。 
再起動してもこのメッセージび表示される場合は、「富±通パーソナル製品に関 
するお問い合わせ窓□」、またはご購入元にご連絡ください。 

• リアルタイムク □ ックのエラーです 。 (Real time clock error) 

リアルタイムク□ックのテストで、エラーび発生したことを示しています。 
再起動してもこのメッセージび表示される場合は、「富±通パーソナル製品に関 
するお問い合わせ窓□」、またはご購入元にご連絡ください。 


• システム CMOS のチェックサムが正し < ありません。-標準設定値が設定され 
ました 0 (System CMOS checksum bad - Default configuration 
used) 

CMOS RAM のテストでエラーび発見されたため、標準設定値び設定されたこと 
を 7 J \ しています D 

[ F 2] キーを押して BI 日 S セットアップを起動し、設定を保をして再起動してく 
ださい。それでもこのメッセージび表示される場合は、バックアップ用バッテリ 
び消耗して、 CMOS RAM に設定内容び保存されていないことび考えられます。 
「富±通パーソナル製品に関するお問い合わせ窓□」、またはご購入元にご連絡く 
ださい。 

• 前回の起動が正常に完了しませんでした。 - 標準設定値が設定をれました。 

前回の起動時に正しく起動されなかったため、一部の設定項目び標準設定値で設 
定されたことを示しています。 

起動途中に電源を切ってしまったり、または BIOS セットアップで誤った値を設 
定して起動でさなかったりしたとさ、3回じ(上同じ操作で起動し直したりしたと 
さに表示されます。そのまま起動する場合は 【 F 1】 キーを押してください。 BIOS 
セットアップを起動して設定を確認する場合は [ F 2] キーを押してください。 

♦ く F1 > キーを巧すと継続、く F2> キーを巧すと巳 IOS セットアップを起動しま 
す 0 (Press <F1> to resume, <F2> to Setup) 

起動時の自己診断テストでエラーび発生したとさ、 OS を起動する前にこのメッ 
セージび表示されます。 [ F 1] キーを押すと発生しているエラーを無視して 0 S 
の起動を開始し、 [ F 2] キーを押すと目 IOS セットアップを起動して設定を変更 
することびでさます。 

参日付と時刻の設定を確認してくだをい。に heck date and time settings) 

曰付と時刻の設定値び正し < ありません。 

設定値を確認し、正しい値を設定し直してください。 

♦ NVRAM データが正しくありません。 

NVRAM データのテストでエラーび発見されたことを示しています。 

このメッセージび表示される場合は、「富±通パーソナル製品に関するお問い合 
わせ窓□」、またはご購入元にご連絡ください。 


12. 目 IOS の設定 
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補足情報 


• ヴーマルセンヴェラー。システムの電源が切れます 。 （Thermal Sensor Error 
has occurred) 

温度制御系の設定び正しく行えなかったことを示しています。再起動してもこの 
メッセージび表示される場合は、「富±通パーソナル製品に関するお問い合わせ 
窓口」、またはご購入元にご連絡ください。 

• ファンェラー。システムの電源が切れます 。 (Fan Error has occurred) 

冷却用ファンのテストでェラーび発生したことを示しています。再起動してちこ 
のメッセージび表示される場合は、「富±通パーソナル製品に関するお問い合わ 
せ窓□」、またはご購入元にご連絡ください。 

♦ 前回の起動中にヴーマルセンヴェラーが発をしました。 

前回の起動時の自己診断テスト中に、ヴーマルセンヴェラーび発生していたこと 
を 7 J \ します D 


♦ Remove disks or other media. 

Press any key to restart 

フ□ッピーディスクドライブに、起動ディスクじ(外のフ□ッピーディスクをセッ 
卜したまま、電源を入れたとさに表示されます。 

フ□ッピーディスクを取り出して、に pace 】 キーなどを押してください。 

♦ Operating system not found 

OS び見つからなかったことを示しています。 

目 IOS セットアップの「起動」メニューの設定び正しいか、指定したドライブに 
0 S び正しくインス I -ールされているかを確認してください。 


♦ 前回の起動中にフアンエラーが発生しました。 

前回の起動時の自己診断テスト中に、フアンエラーび発生していたことを示しま 
す。 


♦ Invalid system disk 

Replace the disk, and then press any key 

フ□ツピーディスクドライブに、起動ディスクじ(外のフ□ツピーディスクをセツ 
卜したまま、電源を入れたとさに表示されます。 

フ□ツピーディスクを取り出して、 【 Space 】 キーなどを押してください。 

♦ Non-System disk or disk error 
Replace and press any key when ready 

フ□ツピーディスクドライブに、起動ディスクじ(外のフ□ツピーディスクをセツ 
卜したまま、電源を入れたとをに表示されます。 

フ□ツピーディスクを取り出して、 【 Space 】 キーなどを押してください。 

♦ NTLDR is missing 
Press any key to restart 

フ□ツピーディスクドライブに、起動ディスクじ(外のフ□ツピーディスクをセツ 
卜したまま、電源を入れたとさに表示されます。 

フ□ッピーディスクを取り出して、 【 Space 】 キーなどを押してください。 


12. 目 IOS の設定 
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文字コードの取り扱いに関ずる注意 


環境依存文字の取り巧いについて 


環境依存文字とは、お使いのソフトウェアや相手のパソコンの環境によって、正し 
く表示されない可能性のある文字のことです。 

文書データなどを作成するとさに環境依存文字を使用すると 、 E メールやホームペー 
ジ上で字形び異なったり崩れたりして表示される場合びあります。 

トラブルを避けるため、環境依存文字はでさるだけ使用しないことをお勧めします。 
環境依存文字を使用すると、次のようなトラブルび起さることびあります。 

♦ E メールのやり取りで環境依存文字を使用すると、送信側と受信側で、字形び異 
なったり崩れたりして表示される場合びあります。 

• ソフトウェアび環境依存文字に対応していない場合、ソフトウェアび環境依存文 
字を正しく表示したり認識したりでをない場合びあります。 

•お使いのプリンターによっては、環境依存文字を使用して印刷すると、字形び異 
なったり崩れたりして印刷される場合びあります。 

• インターネットのサイトなどで運用側のシステムび環境依を文字に対応してい 
ない場合、環境依存文字を入力すると、字形び異なったり崩れたりして表示され 
る場合びあります。 

例ショッピングサイト、検索サイト、ブ□グ、ホームページ、インターネット 
掲示板など 


Windows 7では、環境依を文宇を取り扱うときに、注意をうなびすメッセージび 
表示されます。 

次に表示されるメッセージの例を説明します。 

例1文字入力中に環境依巧文字を巧すメッセージ 


辑窗-メモ巧 


ファイル旧巧ま拒）きすに）表示(乂）〜レプ脚 



B 巧治の文豪と して空壁注 

1 輯外 - L 

2 臣島外 ( 巧巧巧巧 文宇 ( Unicode ) , I 

3わう がし^^ - 

14ォゥガィ_ 


漢字変換のとさに、環境依を文字び変換候補に 
ある場合に表示されます。 

(この例では、「臣 I 」という文宇び環境依存文字 
であることを示しています。） 


例2環境依巧文字を含んだファイルを保巧するときに表示をれるメッセージ 



• 環境依存文字を含んだファイルを保存するとさに表示されます。 

「キャンセル」をク U ックすると作成中の状態に戻るので、環境依を文字を変更 
して保存し直すことをお勧めします。 


録 
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^^oint 

► 文字コードを他の形式にして保存する 

環境依を文字を含んだファイルは、次のように文字コードを Unicode 
形式にすることで保存でをます D 

ただし、 Unicode に対応していない日 S やソフトウエアでこのファイ 
ルを開くと、文字化けを起こしたり正常に表示されなかったりする場合 
びありますのでご注意ください。 


_る前を巧けてな巧 _ 

([0 ► ライブラリ ► ドキュメント 

尝巧 ▼ 巧しいフォ 


， 感 


々 お氛に入。 

义ダウンロード 
■ デスクトツプ 
坦職表示した場巧 


ドキュメントライブラリ 

巧をフォ 2 力、巧 


並べを牙：フォ J レダー— 
更新日時 衝 i サイス 

おまち併 こ一をす る項目はありまだん. 


-ぷ ライブラリ ミ 

a ドキュメント 
国ピクチで 
因ビデオ 

J ) 5ュージジク 

: S コンピュ ーター 
& 口ーカルディスク （ C :) 

〇 口ーカルディスク （ D :) ，< 1 一 
ファイルる化)：文家について . bet 
ファイ淫ま任)： I テキスト义言 

- フオの!读示 


文デコード 「 Unicode 」 
を選んでから保をして< 
ださい。 



Windows 7と Windows XP 前との文字の互換性 


Windows 7および Windows Vista は、日本工業規格 「JIS X 02 ] 3:2004」に 
対応しています 。 Windows XPl ^( 前の 0 S は 「JIS X 02] 3:2004」に対応して 
いないため 、 「JISX 0213:2004」で新たに追加された文字や字形変更された文 
字を使用して作った文書データは、字形び異なったり崩れたりして表示される場合 
びあります。また 、 Windows XP 前の OS で作られた文書データに 、 「JIS X 
0213:2004」で字形変更された文字び含まれる場合は、異なった字形で表示され 
ふ弓 0 
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補足情報 

□参考： J に X 0213:2004改正における字お変更の比較（一例) 


改正後字形 ： Windows 7および Windows Vista 改正前字形 ： Windows XP LU 前の日 S 



改 

改 


改 

改 


改 

改 


改 

改 


正 

正 


正 

正 


正 

正 


正 

正 

ucs 

後 

前 

UCS 

後 

前 

UCS 

後 

前 

UCS 

後 

前 


字 

字 


字 

字 


字 

字 


字 

字 


お 

お 


お 

お 


お 

お 


お 

お 

5026 

倦 

倦 

5C60 

屠 

屠 

6753 

构 

巧 

701 E 

靜 

澈 

50C5 

僅 

僅 

5DF7 

巷 

を 

6962 

横 

槽 

7026 

擁 

顯 

5132 

儲 

儲 

5E96 

お 

盾 

698A 

柳 

柳 

7058 

雛 

灘 

51 A4 

冤 

冤 

5EDF 

廟 

廟 

6994 

柳 

柳 

707C 

灼 

灼 

537F 

卿 

卿 

5FBD 

徽 

徽 

69CC 

樵 

秘 

7149 

煉 

煉 

53A9 

厭 

厭 

6062 

恢 

恢 

6A0B 

極 

極 

71 化 

煎 

煎 

53DB 

叛 

叛 

6108 

愈 

愈 

6A3D 

樽 

樽 

717D 

煽 

煽 

54E8 

哨 

哨 

6241 

扁 

扁 

6ADB 

愉 

输 

7259 

牙 

牙 

55A9 

喩 

喩 

6357 

涉 

渉 

6B4E 

歎 

歎 

7337 

献 

献 

5632 

嘲 

嘲 

6372 

捲 

捲 

6C72 

汲 

汲 

7511 

節 

飯 

5642 

曝 

嘻 

63C3 

揃 

揃 

6DEB 

淫 

淫 

75BC 

疼 

疼 

564C 

增 

嗜 

647A 

摺 

摺 

6EA2 

溢 

溢 

77A5 

瞥 

瞥 

56C0 

嚇 

聴 

64B0 

撰 

撰 

6EBA 

溺 

溺 

7941 

丽 

祁 

5835 

堵 

堵 

64E2 

擢 

擢 

6F23 

鍾 

键 

7947 

祇 

祇 

5C51 

屑 

屑 

6666 

晦 

晦 

7015 

瀬 

瀬 

79B0 

福 

補 


UCS : Universal multiple-octet coded Character Set 


改正後字形 ： Windows 7および Windows Vista 改正前字形 ： Windows XP LU 前の日 S 



改 

改 


改 

改 


改 

改 


改 

改 


正 

正 


正 

正 


正 

正 


正 

正 

UCS 

後 

ホ 

前 

や 

UCS 

1 

前 

ホ 

UCS 

1 

$ 

UCS 

S 

前 

や 


形 

形 


形 

形 


形 

形 


形 

形 

79E4 

# 

砰 

84EC 

蓬 

蓬 

8CED 

賭 

賭 

9306 

錦 

鎮 

7A7F 

穿 

穿 

8511 

蔑 

蔑 

8FBB 

辻 

辻 

939A 

鍵 

錦 

7B08 

% 

% 

853D 

蔽 

蔽 

8FBF 

辿 

辿 

9453 

鑛 

鍵 

7B75 

筵 

筵 

85A9 

薩 

薩 

8FC2 

迂 

迂 

9784 

跑 

砲 

7BAD 

々か 

同 IJ 

刖 

85AF 

著 

馨 

8FC4 

迄 

迄 

9798 

銷 

稍 

7BB8 

箸 

箸 

85F7 

諸 

諸 

8FE6 

迦 

迦 

98F4 

鉛 

鉛 

7BC7 

篇 

篇 

86F8 

峭 

峭 

9017 

逗 

逗 

9905 

餅 

餅 

7BDD 

善 

善 

8755 

独 

触 

9019 

這 

這 

990C 

街 

食耳 

7C3E 

簾 

簾 

8956 

懊 

懊 

9022 

逢 

逢 

9957 

響 

響 

7C7E 

が 

巧 

8A1D 

訝 

訝 

903C 

逼 

逼 

9A19 

驅 

ii 

7FEB 

觀 

觀 

8A3B 

註 

註 

9041 

通 

遁 

9BD6 

傭 

緒 

7FF0 

翰 

翰 

8A6E 

證 

静 

905C 

遜 

遜 

9C2F 

魚弱 

媽 i 

817F 

腿 

腿 

8AFA 

慶 

言彥 

9061 

遞 

適 

9C52 

鱗 

臟 

82A6 

芦 

=bb: 

8B0E 

謎 

み、 k 

目ぶ 

912D 

鄭 

鄭 

9D09 

礁 

礁 

8328 

茨 

茨 

8B2C 

IP 

謬 

914B 

/曾 

茜 

9D60 

鶴 

熊 

845B 

葛 

葛 

8C79 

あ 

豹 



付録 
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